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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　１　ゴーストタウン─Ghost Town─







（夢なんだ）




　砂すな埃ぼこりに塗まみれた衣装を着ながらも輝かがやくばかりに美しい女優たちと、滴したたる汗あせにすら色いろ香かを漂ただよわせる凜り々りしい俳優たち。

　生まれて初めて目にする、本物の、映画の撮さつ影えい現場。

　目の前で繰くり広げられているのは、まさしく『夢』のようなできごとだ。

　日差しのきつさも空気の匂においも生々しすぎたけれど、ロージーはそう思った。

（心臓が、壊こわれちゃう）

　彼らを見つめるロージーの胸はどきどきと高鳴って、今にも心臓が口から飛び出そうだ。

　ここはウェストエンド市から車で二時間の荒こう野やの真ん中。

　スコット監かん督とくの撮影隊は、ゴールドラッシュの時代に作られ、金が出なくなると同時に人がいなくなったゴーストタウンをロケ地としていた。

　何回かのリテイクの後、監督からＯＫが出て、俳優たちは安あん堵どの表情を見せる。

　ロージーは詰つめていた息を吐はき出した。

「来て良かったろ？」

　隣となりで快活に笑ってそう言うのは、ロージーをここに連れてきてくれた従兄いとこのダリオだ。

　つんつん撥はねた赤みがかったブロンド、三白眼に、明るい表情。すらっと伸のびた手足にオーダーメイド・スーツを着た彼は、垢あか抜ぬけた雰ふん囲い気きの青年だ。

「つ、連れてきてくれて、ありがとう」

　ロージーは、まだ夢ゆめ心地ごこちでこくこくと何度も頷うなずき、そう答えた。

「まーったく、なんで出がけはあんなに渋しぶってたんだよ」

「…………」

　ロージーは言葉に詰まり、視線を彷徨さまよわせる。

（ダリオと二人きりは怖こわかった、からなんだけど……）

　ダリオに貞てい操そうを奪うばわれかけたことを、ロージーは勿もち論ろん忘れてなんかない。自分の身を守れるのは結局自分だけだと悟さとったロージーは、それまで以上に慎しん重ちようになった。

　映画撮影の見学に誘さそわれた時も、ダリオと二人きりで遠出なんて、と渋ったのだ。

　でも、最近はちょっとトラブルがあって、ロージーは外出を控ひかえさせられていた。

　そんな中、組織のボスで一家の長でもあるエミリオは、ダリオと一いつ緒しよならと外出を許してくれた。ロージーも、久しぶりの外出に、やっぱり心引かれた。

　デ・コスタの屋や敷しきは広大だけれど、あまり長い時間そこに留とどまり続けていると、どうにかなってしまいそうな、どこか歪ゆがんだ雰囲気があったから。

「まだ俺のこと怖がってんのかよー」

　ダリオも、怖がられているという自覚はあるらしい。

「……怖がられても、しょうがない、と思うんだけど」

　思わず本心を漏もらすと、ダリオがむっとした顔で睨にらんできたので、ロージーは彼の手が届かない、大道具の後ろに素す早ばやく隠かくれた。

「ダリオ！」

　そう言って、笑え顔がおで駆かけ寄ってきたのは、この映画の主演俳優だ。

　ロージーはぎょっとして身を硬かたくするが、ダリオは普ふ段だん通りの態度で、銀幕の人気スターと笑い合い、ふざけ合い、時には相手を軽く小こ突づいてさえいる。

　このロケには、ダリオの知り合いがいっぱいいる。

　エキストラの少女たち、集音マイクを持った音おん響きようの人、レールの上に置いたカメラと一緒に移動しながら撮とるカメラマン、指示を出す撮影監督、メイク担当者、衣装の直しをする人、血ち糊のりの準備をする人、火薬の管理者、みんなダリオの知り合いらしい。

（顔が広いとは思ってたけど、映画関係者にも顔が利きくのね……）

　どこへ行っても人の中心になる従兄は、見る間に大勢の人に囲まれていく。今では人ひと垣がきから覗のぞくつんつん撥ねた髪かみの毛で、ようやくそこにいるとわかるくらいだ。

　ロージーは、ぽつんと一人、目立たない、邪じや魔まにならない場所でおとなしく待っていることにした。エキストラの子たちがすれ違ちがいざまにロージーを指して何か言っているのが気になったけれど、怖いから見ないようにする。

　他ほかに見るものは、たくさんある。

　撮影の舞ぶ台たい裏、ゴーストタウンのがらんとした町並み、砂を巻き上げて吹ふく風。都会の洗練された、気ぜわしい空気とは違う、でも緊きん張ちよう感かんのある雰囲気。

　ウェストエンドを早朝出た時は少し肌はだ寒ざむかったけれど、天気のせいか、環かん境きようのせいか、今はジャケットがあるとちょっと暑いくらいの陽気だ。いや、熱気のせいかもしれない。役者たちの、監督の、制作に参加する大勢の人間たちの熱意。その熱で、この小さな、人ひと気けのないゴーストタウンが、ロケの間は息づいている。

（映画が完成したら、観みに行きたいな）

　胸をときめかせて思った、その時──

「やあ、君はエキストラ？」

　声をかけられて、ロージーはびくっと震ふるえた。

　怯おびえながら振ふり返ると、丸眼鏡をかけた、ぼさぼさの髪の男性が立っていた。二十代後半くらいのその男性は、不ぶ躾しつけなくらいまっすぐ、ロージーを見つめてくる。

　ロージーは質問されていたことに気付いて、びくつきながら答えた。

「エ、エキストラじゃ、ない、です……」

　ロージーは人見知りが激しい。内気で引っ込み思案な性格が災わざわいし、元いた施し設せつでは「難しい子」の烙らく印いんを押されて、誰だれからも顧かえりみられることはなかった。

　ダリオたちに出会い、デ・コスタの家に来てからは、色々あって少しは他人と接することにも慣れてきたし、変わらないといけないと思うようになった。

　でも、見知らぬ男性に話しかけられると、今でもどうしても萎い縮しゆくしてしまう。

（邪魔だったのかな。退どいた方がいいのかな）

　まごつくロージーに、男性は予想もしていなかった言葉をかけてきた。

「映画に興味はある？　養成所には所属してる？　歌とダンスはできる？　身体からだは健康？」

「……えっ」

　言葉が頭の中に入ってくるまで、ちょっと時間が必要だった。

　男性は懐ふところに手を入れて、名めい刺し入れを取り出し、よれよれの名刺を彼女に押しつけた。

「自己紹しよう介かいがまだだったね。僕はリッチー・アールズ。この映画では助じよ監かん督とくをしてる。君、綺き麗れいだし、なんだかちょっと気になる雰囲気あるね。年は幾いくつ？」

「じゅ、十五……です……？」

　ロージーは迫はく力りよくに圧あつ倒とうされる形で名刺を受け取った。

　でも、わけがわからない。

　ロージーは蜂はち蜜みつ色の金きん髪ぱつに、白い肌はだと青い目の少女だ。小こ柄がらで華きや奢しやな、言ってしまえば貧相な身体付きをしている。特に青い目は、光の加減で違った色味に見えるから、心を映すようだと言われて嫌きらわれてきた。

「特に、目がね、神秘的だと思ったんだ。顔上げてくれない？」

「……別に、そんな、いいものじゃ、ありません」

　人の目を見るのは今も大の苦手だ。

　きっとこの人も正面から自分の目を見たらぎょっとするに違いない。

　そう確信しながらも、ロージーはおずおずと目を上げた。

　目を合わせれば、彼も逃にげていくだろうから。

　日差しを遮さえぎる鍔つば広ひろの帽ぼう子しの下から、睫まつげを透すかすように、アールズと名乗った男を見上げ──

　その時、高いエンジン音が、空気を震わせた。

（西部劇なのに？）

　映画の時代設定にそぐわない音に振り返ると、砂埃を立てて、数台のバイクがさっきまで撮影に使われていた大通りを駆けて行く。

　道にいた人々は悲鳴を上げて逃げ、さらにバイクの運転手が、さっと何かを投げつけた。

　それは撮影に使われている酒場のスウィングドアに当たってその奥へ飛び込み、がちゃんという音を立てて割れた──同時に、爆ばく発はつ。

　炎ほのおが床ゆかを広がり、衝しよう撃げきがスウィングドアを吹き飛ばす。

　火か炎えん瓶びんだ、と誰かが叫さけんだ。

　バイクの男たちは何本もの火炎瓶をあちこちの建物に投げ込んだ。

　乾かわいた風に煽あおられて炎が燃えさかり、役者も、裏方も、一緒になって騒さわいでいる。

　勿論、撮影じゃない。

「くそっ、まさか本気で──」

　アールズも何か叫んでいる。

（襲しゆう撃げき、だ）

　ロージーはハッとしてダリオの姿を探した。

　ダリオは、いつの間にか移動していた。

　彼は一人、大通りの真ん中で、突つっ込んでくるバイクを待ち構えるように両足を開いて立っていた。赤みがかったブロンドがいつも以上にぴんと撥ねる。その毛先には、スパークの光がちらちらとまとわりついている。

　バイクは彼を轢ひき殺そうというように速度を上げ、エンジンがいっそうの高音域で鳴り響ひびく。

　けれど、突とつ然ぜん、バイクと彼の間に雷かみなりが落ちた。

　凄すさまじい音と光で、地面まで揺ゆれた。

　衝撃をやり過ごすために顔を背そむけ、目を閉じていたロージーは、震えながら顔を上げる。

　見ると、先頭を走っていたバイクは吹っ飛んで、運転手は地面に転がっていた。

　他の仲間たちはそのままダリオのそばを通り過ぎてから、バランスを崩くずして転び、あるいはバイクを停とめて落らく雷らいで倒たおれた仲間の元へ駆け寄った。

　その混乱の中で、ただダリオだけが、焦こげてえぐられた地面を前に、笑っていた。

「へっ、アリスタの蛆うじ虫むし野や郎ろうどもだな！」

　アリスタ・ファミリーはメルキス系の移民を中心とする犯罪組織で、最近アルゴ合衆国進出を狙ねらい、ウェストエンドで勢力を伸のばしつつある。主な商売は武器と麻ま薬やくだ。

　襲撃者はドライブ用の帽子を被かぶって革かわジャケットを身につけ、顔は容易にわからないよう下半分をスカーフで、上半分をゴーグルで覆おおっている。肌の色も見えない恰かつ好こうだが、ダリオの言う通り、今デ・コスタと対立しようなんて勢力は彼らしかいない。

　ロージーが外出を制限されていたのも、彼らとの抗こう争そうが激化しているためだ。

（そんな、それじゃあ、私たちがここにいるって知られていたの!?）

　いったいどこから情報が漏れたのか。

　ロージーはぞっとして縮こまる。

　けれど対照的に、ダリオは不敵な笑みを浮うかべ、その三白眼で、撮さつ影えい現場に闖ちん入にゆうしてきた襲撃者たちを睨ねめ付ける。先さき程ほどから急に強まった風が砂すな埃ぼこりを巻き上げ、彼のシャツやジャケットを叩たたいていく。

　空には、分厚い雲。

　さっきまでは、素す晴ばらしい青空だったのに。

　町の外は砂と岩、それに瘦やせた灌かん木ぼくの荒こう野やだ。今は少しは雨の降る季節だが、それでも晴れてる時の方がずっと多い。

　それなのに、空の雲は一秒ごとに厚みを増す。

「な、なんだ、こりゃ……あっ、か、カメラ！」

　何も知らないらしいアールズが、上うわ擦ずった声を上げ、カメラを探して駆けて行く。

　彼が知らないことを、ロージーは知っている。

（また、だ。また、ダリオが──）

　ロージーは恐きよう怖ふに震え、胸を手で押さえた。情報が漏もれたことも、火炎瓶を投げ込んできた男たちも怖こわいけれど、それ以上に、ロージーは今ダリオを恐おそれていた。

（デ・コスタの男を、あのダリオを襲おそうなんて、そんな無む茶ちやなことをどうして──）

　時折稲いな光びかりさえ見える曇どん天てんの下、ダリオは強風に身体をなぶらせ、王者のように立っている。

「目的は俺だろ？　相手してやるぜ、せっかくのお楽しみを邪じや魔ましやがって、罪は重──」

「まさかデ・コスタのダリオかっ!?」

　転んでいた運転手が、仲間に助け起こされてそう叫んだ。

　ダリオは、小首を傾かしげる。

「……何その、俺がいるのが予想外、みたいな反応」

　みたいな、ではなくて、どうやら本気でこの襲撃者にとってダリオの存在は予想外だったらしい。誰もがダリオの名前に驚おどろいているように見える。

「？　まあいいや、なんだって。とっとと、やっちゃおうぜ！」

　ダリオは明るく言い放ち、両りよう脇わきのホルスターから二丁のリボルバーを引き抜ぬいた。

　同時に再び雷が落ちてバイクが吹っ飛び、かなり一方的な戦いが始まった。




（よく、わからないけど）

　ロージーはアールズと一いつ緒しよに、二十年ほど前に住人がいなくなった店の中に逃げ込んでいた。店内には、空の陳ちん列れつ棚だなとカウンターがあって、どちらにも床と同じくらい砂が積もっている。

　建物の外からは発はつ砲ぽう音と怒ど声せいが聞こえる。ダリオがバイクの男たちと戦っているのだ。

　スタッフや役者たちは銘めい々めい隠かくれ場所を見つけてそこに引っ込んでいる。

　今も扉とびらを開けて撮さつ影えい監かん督とくが這ほう々ほうの体ていで逃げ込んできた。

「ちくしょう、奴やつらほんとにやりやがった！」

　撮影監督の悪態を聞きながら、ロージーは考える。

（これ、私やダリオを狙ったんじゃないんだ）

　ダリオはウェストエンドの裏を牛ぎゆう耳じるデ・コスタ・ファミリーの幹部だし、ロージーだってデ・コスタ・ファミリーの正式な構成員にして、デ・コスタ一族の血を引く唯ゆい一いつの女だ。

　敵対するアリスタ・ファミリーが殺し屋を送り込んできたとしてもおかしくはない。

　でも、この襲撃は、違ちがう。

（襲撃してきた人たちは、ダリオを見て驚いてた）

　ちら、と撮影監督を見やる。

　彼はダリオとも以前からの知り合いらしい。それだけではなく、彼の《力》についても知っているようで、窓からレンズを突き出してカメラを回すアールズを見て、顔色を変えた。

「何してる！」

「何って、本物の銃じゆう撃げき戦せんなんて僕初めてなんですよ！　絶対次の映画の参考になるし──」

　撮影監督は、アールズの手からカメラを奪うばうと、フィルムを引き出してぐちゃぐちゃにして床にたたきつけた。

「ウェストエンドで二度と仕事ができなくなるぞ！」

　怒ど鳴なられたアールズはわけがわかっていないようだった。

　ロージーは、感光し、砂に塗まみれたフィルムを見て内心で頷うなずく。

　デ・コスタの血を引く男たちは、嵐あらしを呼んだり、炎を生み出すような、不思議な《力》を持っている。今外で雷らい鳴めいが聞こえるのも、強風が吹ふき荒あれているのも、全部ダリオの《力》のせいだ。

　でも、デ・コスタが持っている力はそれだけではない。色々な業界に影えい響きよう力を持っていて、政治家や警察とも繫つながっていて、悪事を見み逃のがしてもらっている。デ・コスタに睨にらまれれば、誰だれだってウェストエンドでは生きていけない。

　つまり、彼らの《力》を撮影したフィルムなんか残していたら、命が幾いくつあっても足りないのだ。

　外はそろそろ静かになりそうだった。銃じゆう声せいが止やみ、何か声が聞こえ、そして──

　扉が外から開け放たれた。

　扉を開けたのは、バイクに乗っていた一人だ。スカーフは取れて、浅黒い肌はだが覗のぞいている。やはり、顔立ちからして、南方で国境を接するメルキス系の人間だ。

　落雷から逃げてきたのだろう彼は、屋内にいたスタッフたちを見て瞠どう目もくしたかと思うと、いきなり手にしたオートマチックピストルを構えて絶ぜつ叫きようし、引き金を引いた。

　興奮の余り我を忘れている。

　銃じゆう口こうはロージーを向いている。

「!?」

　けれど、銃口は発射の直前で何故なぜか上を向いた。発砲音とともに、銃じゆう弾だんがロージーの頭上、陳列棚を撃うち抜いた。

　そして男は膝ひざから崩れ落ちる。

　倒れた男の後ろにはダリオが立っている。どうやら、銃じゆう床しようを男の後頭部に叩き付けて気絶させたのは彼らしい。銃口も、そのせいでぶれたのだろう。

「ロザベラ！」

　ダリオがロージーの姿を見て、ハッとした顔でそう叫さけぶ。

　その直後、建物の外からエンジン音が近づく。

　幌ほろ付きのトラックが横付けされたかと思うと、戸口へ向かって、何十発もの弾が撃ち込まれた。

　ばばばっ、と連続した音が耳を聾ろうし、薬やつ莢きようが次々と落ちては跳はねる。先程とは比べものにならない数の弾が、壁かべに、棚たなに、穴を開けていく。

　ロージーはダリオに押し倒され、カウンターの陰かげに庇かばわれていた。

　咄とつ嗟さに身を低くしたダリオも怪け我がはないようで、シリンダーをスウィングさせて薬莢を排はい出しゆつすると、スピードローダーを使って六発の弾を一度に装そう塡てんする。

　そして、戸口からの弾が止んだ一いつ瞬しゆん、カウンターの横から身を乗り出し、銃口を外へ向けた。
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「っらあああああああ！」

　ダリオの声は、信じられないけど、楽しそうだ。

（笑って、る！）

　連続した発砲音の後、ロージーは耳を押さえていた手を離はなした。ダリオは元気よく身体からだを起こして外へ飛び出して行く。

「うっし、やった！」

　ロージーがおそるおそる覗くと、戸口の向こうに、男が一人倒たおれている。持っているサブマシンガンをダリオが蹴けって遠ざけている。円えん盤ばん形の弾だん倉そうが、映画のフィルム缶かんに似ていた。

　戸口に横付けされていたトラックは、もう、男を置いて遠ざかっている。

　それを見て舌打ちしつつ、ダリオは男を手早く拘こう束そくして、ロージーを振ふり返った。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか！」

「あっ、うん、だいじょ……」

　立ち上がろうとしたロージーは、足がうまく動かないことに気付いた。

　見ると、右足首から血が流れている。

「えっ!?」

　まったく気付かなかったが、最初に銃じゆう撃げきを受けた時、棚が倒れてきて怪我をしていたらしい。今になって痛みを感じ始めた。

「しっかりしろ！」

　手当てしようと屈かがみ込むダリオに、撮影監督が詰つめ寄った。

「なんてことしてくれたんだ！　こんなに派手にぶち壊こわしやがって──」

「俺のせいじゃねえよ、あいつらが勝手に襲ってきたんだろ！」

「それに消毒くらいしてやれこのバカ、女の子だろうが！」

「じゃあ救急箱寄よ越こせ！」

　騒さわぐ間に、あちこちの建物から隠かくれていたスタッフたちが出て来て、声を掛かけ合っている。無事を確かく認にんする声に、撮影監督も応こたえた。女性スタッフがやってきて、ロージーの怪我を手当てして……それでようやく、ロージーは自分が震ふるえていることに気付いた。

　死を意識したのはこれが初めてではないけれど、銃口を向けられるとぞっとする。命を握にぎられるような、自分のすべてを支配されるようなあの感覚は、堪たまらなく嫌いやだ。

　青ざめて小さくなるロージーのそばに、ダリオが膝を突ついて顔を覗き込んできた。

「帰ったら、すぐに病院に連れて行く。腕うでの良い医者を知ってる。傷きず痕あとなんて残らねえよ」

　気き遣づかう台詞せりふは、少しずれている。

　ロージーは別に傷痕が残ることを気にして落ち込んでいるわけではないのに。

　たぶん、ダリオは殺し合いを怖いなんて思わないんだろう。

　自分とはまったく違う生き物のような従兄いとこを見上げて、ロージーは掠かすれ気味の声で言った。

「……ありがとう、庇ってくれて」

「お？　ったり前だろー。惚ほれたか？」

「ううん、そういうのじゃ……あの、どうして……」

「ん？」

　ロージーは、戸口の脇わきに縛しばられて転がっている、意識のない襲しゆう撃げき者を見て呟つぶやいた。

「私たち、どうして襲おそわれたの？　だって、あの人たち、ダリオがここにいるってこと知らなかったんでしょう。ダリオや私が目的じゃない、よね？　なら、どうして？」

　ダリオは、眉まゆを顰ひそめて首を捻ひねった。

「さあ……？」

　ばたばたという音に気付いて目をやると、壁に貼はられていた数十年前の手配書が、風を受けて翻ひるがえり、壁から地面に落ちたところだった。




　上品なスリーピース・スーツに、磨みがかれたストレートチップの革かわ靴ぐつ。灰色がかったブロンドは丁てい寧ねいに撫なでつけられ、銀ぎん縁ぶち眼鏡には曇くもり一つない。

　エミリオは今日も一分の隙すきもない、やり手の若手実業家らしい装いで、完かん璧ぺきな微び笑しようを浮うかべていた。

「何はともあれ、怪我が大したことなくて良かった」

　山の手の高級住宅街に立つデ・コスタの屋や敷しきは、古くて大きい。

　ロージーは荒こう野やのゴーストタウンから二時間かけて戻もどると、すぐに二階の自室に押し込まれて、ベッドの上で医師の手当てを受けた。

　安静にしているようにと言って医師が出て行くと、入れ違ちがいに入ってきたのがエミリオだ。

「迷めい惑わくを、かけて、ごめんなさい……」

「いいんだよ。君が悪いわけじゃない。アリスタが襲ってきたんだから」

　エミリオはそう言って、ロージーのベッドのそばに椅い子すを引き寄せて座った。

　火を消そうとして軽い火傷やけどをした者はいたが、重傷者はいなかった。ロージーがダリオに連れ出されて屋敷に戻った後、警察と消防が現場に駆かけつけたらしいけれど、詳くわしい話は聞いていない。

（撮さつ影えい、どうなるんだろう……）

　ロケ地のゴーストタウンは、あの襲撃で大きなダメージを受けた。

　ダリオが暴れたせいもあるけれど、それ以上に、襲撃者たちが火か炎えん瓶びんを投げ込み、あちこちに銃弾をばらまいたせいだ。修復には大変なお金がかかるだろうし、時間もかかる。

（悪くすると、映画自体、ダメになっちゃうんじゃないかな……）

　撮影現場で会った、生き生きとした人々を思い出し、ロージーは暗い気持ちになった。

（……あ、そういえば）

　もうダリオが報告しているかもしれないが、一応伝えておくべきことがあった。

「あの、アリスタの襲撃、私たちがいるって思わなかったみたい」

「うん？」

「わから、ないんだけど。でも、ダリオがいるのを見て、驚おどろいていたから」

「ああ、それならもう聞いているよ。心配はいらない、私たちが対処しよう」

　……エミリオの口調には、関かかわるな、という意味合いが込められているようだ。ロージーは、その言い方に躊躇ためらいながらも、問いを言葉にしてみた。

「あ、あの、どうして、彼らは、あそこを襲ったの……？」

　エミリオは穏おだやかな声こわ音ねで言った。

「そろそろ、結けつ婚こん相手を決めようか」

　話が、いきなり、逸それた。

　驚きの余り、ロージーはいつもはなかなかまっすぐ見られない彼の顔を、正面から見ていた。

「け……っこん、相手？」

「そうだよ。だっていつかは決めないといけないしね。君は十五だ。保護者の許可があれば、結婚はできるよ」

　銀縁の眼鏡をかけ、灰色がかったブロンドを撫でつけたエミリオは、弟のダリオとはまったくイメージが違うけれど、目の色だけは同じだ。その目が、全然笑っていないその目が、眼鏡のレンズの向こうからロージーを見つめている。

　瞳ひとみの強さに怯おびえながら、ロージーは言葉を押し出した。

「私、まだそんな、つもり、ない」

「家長の私が言っているんだ。何、式はまだ先だよ。準備もあるしね。さあ、今日はもう寝ねなさい。食事も済んだろう？」

　エミリオはそう言って、ロージーを寝かそうとする。ロージーは彼の命令に押し流されまいと、自分の身体にかかるエミリオの腕を摑つかんで抵てい抗こうした。

「待って、お願い……！」

　──不意に扉とびらが開いた。

　ノックもなしに扉を開けて入ってきたのは三兄弟の次男、ノアだ。

　数日屋敷を空けていた彼は、コートを腕にかけ、帽ぼう子しを手にしたままだ。旅りよ行こう鞄かばんは誰だれかが部屋に持って行ったらしく右手は空いている。

　その右手で扉を閉めたノアは、室内を冷静な、青い目で一いち瞥べつし、エミリオと目を合わせた。

「お帰り、ノア」

「……何をしている？」

「彼女を寝かせてあげようとしただけだよ」

　エミリオはにこりと笑って答える。

　その時になって、ロージーはエミリオの腕が肩かたに回ったこの姿勢が、まるで優やさしく押し倒されかけているように見えることに気付いた。

「！」

　ロージーが真っ青になって縮こまると、エミリオは手を離し、毛布を彼女の身体の上に引っ張り上げた。

「おやすみ、ロザベラ。ノアとお喋しやべりしていてもいいけど、あまり夜よ更ふかししてはいけないよ。それから、明日の朝食会は出なくていいから。部屋で摂とりなさい」

　こういう時のエミリオは、しつこいくらいに優しく、紳しん士し的で、まるで本当にロージーを労いたわっているように思える。

　でも、反論を許さない家長としての強さもあって、怖こわい。

　エミリオが部屋を出る前に、ノアは低い声で囁ささやいた。

「あんたの番犬に仕事をさせろ」

「……ご忠告ありがとう、ノア」

　微笑みはそのままに、エミリオは囁き返して部屋を出て行った。

　小さな音を立てて扉が閉められても、ノアは何も言わない。

「ノア……？　お帰りなさい」

　おずおずとロージーは彼に声を掛ける。

　急にノアは大おお股またでロージーのベッドに近づいてくると、その低く、掠れ気味の声で言った。

「中ちゆう途と半はん端ぱな場所を安全だと信じるな」

　ロージーを見つめるノアの青い目には、燃えるような怒いかりが宿っていた。

「地下室に逃にげ込んで扉を閉めておくことくらいできたはずだ」

　ゴーストタウンで襲われた時のことだ。

　確かに、ロージーが逃げ込んだ店には地下室があったし、本来そうすべきだったのだろう。

　ロージーは返す言葉もない。

「俺が、いつもおまえのそばにいるわけじゃない。おまえを守ってやれるわけじゃないんだ」

　ノアは怒おこってる。迂う闊かつだったロージーに。

　ロージーを守れなかった彼自身に。

「ご……ごめんなさい」

　申し訳なくて、ロージーは謝った。

　ノアはぷいとそっぽを向いて、椅子に腰こしを下ろす。

（ノアは私に責任を感じてるんだ。私に組織に入れと言ったのはノアだったから。それに、私が──）

　きゅ、と胸が痛んで、どうしようもなくて、ロージーは彼の手におそるおそる手を重ねた。

　ノアはその指先を自分の手の中に握にぎり込んだ。




（私が、本当は、妹だから）




　その手から、彼の動どう揺ようと労りが伝わってくるようで、ロージーはますます胸が痛くなる。エミリオのように言葉ではっきりと言ってくることはないけれど、ロージーにはずっと確かに、彼の気持ちが理解できる。

「心配かけて、ごめんね」

　心から、そう言った。

「……いや、」

　言い過ぎた、とノアは少し強こわばった表情のまま謝った。
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　ロザベラは、ノアに色々なことを話す。

　不器用に、言葉を選んで、つっかえつっかえ、それでもできるだけ、話そうとする。

　他ほかの者の前では口数少なく、いつも怯えて俯うつむくことが多い彼女が、ノアの前では違う。ノアを恐おそれていないわけではない。彼女はまだ時々、恐れを含ふくんだ目をノアに向けることがある。

　それでも話しかけ続けるのは、ノアとの距きよ離りを埋うめようという、気持ちの表れなのだろう。

　自分たちが兄妹きようだいだとロザベラが知って、まだ一ひと月つきほどだ。

　ロザベラはノアを気き遣づかい、慕したい、ノアに積極的に関わろうとしている。

「でもね、ダリオはそうじゃないって言うの……」

　ベッドに枕まくらを積み上げ、それにもたれたロザベラは、眉まゆを下げ、少し困り顔で語る。

「言わせておけ。いちいち気にするな」

　ノアはその傍かたわらで椅子に腰を下ろし、彼女の話に時々ぶっきらぼうな言葉で感想を言う。

　ロザベラは色々なことを話そうとするが、ノアは自分のことはあまり話さない。

　少なくとも、すべてを話すことは絶対にない。

　たとえば今回ノアが外出したのは、表向きは他の都市の顧客との話し合いのためだったが、実はその陰かげでエミリオについて調べていた。

　三ヶ月前、エミリオの腹心の部下と目されていた男が殺された。

　ダリオがこの男の妻に手を出したとか出していないとかで、男とダリオは争っていた。手の早いダリオのことだからたぶん疑いは事実だったのだろう。他の構成員の妻と寝ることは掟おきてで禁じられていたから、証明されれば組織内でのダリオの立場は難しいものになったはずだ。除名されることはなくとも、処しよ罰ばつは免まぬかれなかっただろう。

　男が殺された時、当然ノアはダリオがやったものと思った。

　だが、調査したところでは、どうやらエミリオの命令が密ひそかに出ていたらしい。

　エミリオがダリオを庇かばったとは考えにくい。何しろダリオは日ひ頃ごろからエミリオを敵視していて、殺してやるとことあるごとに放言している。

　つまり、何か他に理由があったはずなのだ。右みぎ腕うでとも言うべき幹部を殺さなければならなかった、何らかの理由が。

　それを知るために、ノアは遠出をした。

　だが、何も摑めないまま帰って来た。

（弱みが欲しい。エミリオの弱みが）

　エミリオは慎しん重ちようで、決して犯罪の証しよう拠こを残さない。誰かに命令する時も、あからさまに言うことは希まれだから、たとえ盗とう聴ちよう器きをしかけたところで、尻尾しつぽを捕つかまえることはできないだろう。

　彼を一生牢ろう獄ごくに繫つないでおけるだけの証拠が、ノアは欲しい。

　世間に死と不幸を振ふりまくデ・コスタを壊かい滅めつさせること──それが、デ・コスタに生を受けた自分がなすべきことだと思うから。

　そのために、警察と協力し、犯罪に手を染めながらも、エミリオのそばで彼を探さぐってきた。

（そう簡単に片の付く問題じゃないのはわかっている。だが……）

　できるだけ早くエミリオを始末したい。

　そうしなければ、今目の前にいる妹を、守れない。

「……ノア？」

　気遣うような、ロザベラの声。

　もどかしい思いに囚とらわれて、話を聞いていなかったノアは、我に返って彼女と目を合わせた。

　ロザベラは、目が合うと反射的に顔を伏ふせ、けれどまた、その目を上げた。

　柔やわらかな光を宿した、青い目。ノアと同じ色の、けれどしょっちゅう涙なみだで潤うるむその目が、今は心配そうにノアを見上げている。

「あの、疲つかれてるなら、ノアも休んで？　長旅だったんでしょう……？」

　彼女を騙だましていることに、胸がじくりと痛んだ。

　焼いた針で胸を刺さされるような痛みだったが、ノアは顔には出さず、手を伸のばして彼女の蜂はち蜜みつ色の髪かみに触ふれ、指に絡からめ、頰ほおを撫なでた。

　触れ合うことはあまり多くはなかったから、ロザベラは頰をほんのり染め、嬉うれしいのか落ち着かないのか、視線を彷徨さまよわせた。動揺を表して、口元が歪ゆがんでいる。

「俺の心配なんかするな。おまえは自分の傷を治すことだけ考えろ」

「う、うん」

「エミリオが何を言ったにしろ、おまえは今デ・コスタの正式な構成員だ。エミリオだっておまえの意思を完全に無視するようなことはできやしない」

　そうは言ったものの、組織を統とう率そつするエミリオのやり方は巧こう妙みようで、彼が本気で何かを望めば、構成員といえどもそれを拒こばむことができるかは怪あやしい。

　まだ新入りで、立場の弱いロザベラでは、なおさらだ。

　察しのいいロザベラはわかっているのか、不安な様子を一いつ瞬しゆん見せたが、俯いてそれを隠かくした。

「ありがとう。いつも、気に掛かけてくれて……」

「別に、当たり前のことだろう。おまえは俺に任せておけばいい」

　ロザベラは、妹だから。

　ノアにとって、彼女のために何かをするのは、当たり前のことだった。

　ロザベラからのおやすみのキスは今でも大層ぎこちない。今日も彼女は必死な形相でノアの頰にキスをすると、涙目でノアを見上げて、おやすみなさい、と言った。

　彼女が涙目なのはキスが嫌いやだからではなく慣れない行こう為いに懸けん命めいなだけだとわかっていたので、ノアは静かな声で、おやすみ、と返した。
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　翌朝、ロージーは人の気配で目が覚めた。

　窓辺に立って、カーテンを開けている少女の後ろ姿が見える。

　ロージーより一歳年下の、ルチアだ。

　ロージーとノアに兄を殺されたルチアは、デ・コスタの屋や敷しきで働くようになった──ロージーを恨うらみながら。ルチアと病の母のために、ロージーがそう望んだからだ。

　陽光の中にあってなお黒いワンピースはいつまでも癒いえない彼女の心の傷を表しているようでもあり、ロージーの胸をちくちくと刺す。

「お、おは、よう……」

　ロージーは勇気を出して彼女に声をかけたが、勿もち論ろんいつも通り返事はない。

　ルチアはカーテンをタッセルでまとめると、ワゴンをベッドサイドに押してきた。ワゴンの上には朝食が載のったトレーが置かれている。

（そうだった、今日は朝食会に出なくていいって言われてたんだ）

　独特の緊きん張ちよう感かんに満ちた朝食会は決して親善のためのものではなく、パンが喉のどを通らないような日もあった。それに出なくていいのは、正直気が楽だ。

（もう七時半……朝食会、始まってる）

　寝ねる前に飲んだ薬のせいか、頭はまだ少しぼうっとするけれど、痛みは楽になっている。

　朝食のトレーを受け取り、その温ぬくもりと匂においにほっとした。

　けれど。

「いつになったら、組織を変えるの？」

　ルチアの声が、その穏おだやかな気持ちを一瞬で打ち砕くだいた。

　ベッドの傍らでロージーを見つめるルチアの目は、強く、鋭するどい。復ふく讐しゆう者の、恨みに満ちた目だ。出会った頃ころの無む邪じや気きな少女の面おも影かげはない。

　濃こい茶色の髪を流りゆう行こうのボブカットにして、ボーイッシュな恰かつ好こうで駆かけ回っていた活発な少女は、暗い色のドレスに身を包み、いつもこんな顔で押し黙だまっているようになった。

　その彼女が、今朝はよほど怒いかりを抱いだいていたのか、饒じよう舌ぜつだった。

「あんた言ったじゃないか。組織を変えるって。こんなのは、間ま違ちがってるって。今外で何が起こってるか、あんただって知っているだろう。あんたたちの抗こう争そうのせいで治安は最悪、強ごう盗とうやら何やら、前よりよっぽど酷ひどくなっているじゃないか」

　確かに、ロージーは誓ちかった。

　恨みの言葉をぶつけてくるルチアに、いつか自分がこの組織を変えるのだと。裏切り、殺し合うのではなくて、もっと違ちがう生き方を選ばなければならないのだと。

　忘れたわけではない。

　でも、構成員となって、不慣れな仕事に失敗を繰くり返しながら学び──日々を必死に生きることに気を取られていたのも、事実だ。

（だってここにはノアがいるから。私を愛してくれる人がいるから）

　物心ついて初めて、他者から愛された。

　満たされて、甘えることを覚えた。

　それは素す晴ばらしいことで、ロージーは辛つらくとも幸せを感じていた。

（でも、それじゃいけないんだ）

　ロージーは、ルチアの兄の死に責任を負っている。

　ロージーが今生まれて初めて得た温もりと同じものを、ルチアから永遠に奪うばっているのだ。

　それを、絶対に忘れてはいけない。

「あたしは寝てるあんたの世話のためにここに来たんじゃない。あんたがこの組織を変えるかどうかもどうでもいい。そんなことしたって、兄貴は生き返らないんだ。でも、あんたがあたしに誓ったことを破るのは、許さない」

　ロージーは青ざめてルチアの視線を受け止め、唾つばを飲み込み、口を開いた。

「……朝食会に、出る」

　そしてトレーをワゴンに戻もどすと、ベッドから降りて、足を引きずりながら洗面所に入った。




　食堂に入った時、朝食会は終わりかけていた。

　入ってきたロージーに視線が集まる。

　ロージーは俯うつむきそうになるのを堪こらえて顔を上げたまま、エミリオを見た。

　エミリオは、いつものことながら糊のりの利きいたシャツを着て、アッシュブロンドを丁てい寧ねいに後ろに撫でつけ、爽さわやかに、当然のように主人席に収まっている。その落ち着いた灰色の目は、驚おどろきのために一瞬見開かれた。

「確か、怪け我がの療りよう養ようのために寝ているようにと指示したはずだが？」

「痛みはもうないの」

「私は指示を出したね？」

　確かく認にんする声こわ音ねは優やさしかったけれど、ロージーは自分の非を悟さとり、声を震ふるわせて言った。

「言いつけを破ってごめんなさい。怪我は大だい丈じよう夫ぶなので、朝食会に、出席させて、ください」

　エミリオはロージーの態度を検分するような目で見てから、ふと微笑ほほえんだ。

「……ああ、勿論だよ、ロザベラ。君にはその権利がある。さあ、お座り」

　真っ向からエミリオの指示に背そむいた形になったが、エミリオはひとまずは寛かん容ようさを示すことにしたらしい。

　ロージーはできるだけ足を引きずらないように注意して、いつもの自分の席に座った。

　ロージーの前に、一人分の朝食がすぐに用意される。

　エミリオが、中断していた仕事の話を再開し、部下に指示を出していく。

（何を話しているのか、最初は全然わからなかったけど。今は少しだけ、わかる）

　交かわされる隠いん語ごの意味、ささやかな身み振ぶりで示される重要な命令、エミリオの指示の特とく徴ちよう。

　この朝食会に出席している各人が、どんな商売をしていて、どこを縄なわ張ばりにしていて、どんな仕事を任されることが多くて、どういう素す性じようの人を雇やとっているのか。

　胃が痛くなるような緊張感に満ちた朝食会は、ロージーにとって恰好の学習の場だ。

（ベッドでおとなしく寝ていたら、こういう機会を逃のがしてしまうんだ）

　ロージーは欠席に安あん堵どしていた自分の間違いを改めて痛感し、ルチアに感謝した。

　エミリオは一つ一つの問題に冷静な判断を下し、時には無情とも言える指示を出す。

　恐きよう喝かつ、強盗の後始末、株の買い占しめ、警察への賄わい賂ろ、横流し、密輸……朝食会で話されるのはほんの一部で、もっと重要な問題は、たぶんここではない密室で指示を出しているのだろう。

　それでも、ここには、エミリオの意思が感じられる。デ・コスタの鉄のような掟おきてと、強固な連帯、自分たちが置かれている状じよう況きようと、これから歩むべき方向性が読み取れる。

　最近の一番の問題は、アリスタ・ファミリーとの抗争だ。

　ウェストエンドでは彼らが持ち込んだメルキス製の安価な銃じゆうが大量に出回っている。元々不ふ況きようで仕事が少ないせいもあり、強盗事件が多発、治安は一気に悪化している。

　デ・コスタにとっての最大の問題は、事態がデ・コスタの統制を外れていることだ。

　商店主たちはデ・コスタに庇ひ護ごを求め、デ・コスタは強盗対策に人員を割さいている。

　武装した用心棒は強盗対策としては有用だが、今度は少数で行動するその護衛たちが、強盗ではなくアリスタに狙ねらわれる。

　商店主たちは事態を憂ゆう慮りよしている。安全を買うためにデ・コスタに高い上納金を払はらっているのに、その安全が脅おびやかされているのだ。

（このままだったら、デ・コスタは勢力も信用も失うかもしれない……）

　勿論まだそこまでの事態には発展していないが、少数の商店主がデ・コスタからアリスタに転ぶなど、予兆はすでに現れている。

「さて、ロザベラ」

　ロージーはハッとして、ほとんど進んでいなかった食事の皿から顔を上げた。

　エミリオが、ロージーを見つめていた。

「君の仕事だけれど」

　ロージーは最近組織の会計の仕事を幾いくつか任されている。

　金の流れをチェックして、裏うら帳ちよう簿ぼを作り、脱だつ税ぜいの片棒を担かついでいる。

　元々施し設せつで会計を手伝っていたロージーには、数字を扱あつかう仕事は性しように合っていた。

　それ以前はもう少し『荒あらっぽい』仕事、たとえば誰だれかを監かん視しして弱みを探さぐるとかいう仕事を任されることもあったけれど、生来の気の弱さが祟たたって悉ことごとく失敗していたので、今は会計の仕事だけだ。

　アリスタ・ファミリーとの抗争に関かかわるような仕事が回ってくるのだろうか、とロージーは身を硬かたくした。

　けれど、エミリオの言葉はそれよりずっと残ざん酷こくなものだった。

「しばらく、休みなさい」

「え？」

　エミリオは口元をナプキンで丁寧に拭ぬぐって言った。

「外は危険だ。護衛を増やすべきだろうけれど、人手にも限界がある。君は怪我もしているし、屋や敷しきで療養した方がいい。ゆっくり、ね？」

「平気、よ。本当に、平気だから……」

　でもね、とエミリオは少し困ったような顔で微笑む。

「会計は、君じゃなくてもできるし」

　……その通りだ。

　どんなに精せい一いつ杯ぱいやったところで、会計業務ができるのはロージーだけではない。出来の善し悪あしを無視すれば、他ほかの人間に替かえられる。

　でも、デ・コスタの子はロージーにしか産めない。

　ロージーの安全は何よりも優先される。そのためには外に出すよりはこの屋敷に閉じ込めておく方がずっと都合がいい。抗争が激化している今ならなおさらだ。

　エミリオはロージーの意思も名めい誉よも無視できないけれど、今は「抗争」「怪我」という理由がある。

「でも、私……っ！」

　エミリオがナプキンをテーブルに置いて席を立つ。

　それが、朝食会の終わりの合図だ。

　ロージーの反論は椅い子すを動かす音や、扉とびらを開ける音にかき消されて、エミリオは彼女を顧かえりみることはなかった。

　立ち止まってロージーに何か声をかけようとしたノアは、エミリオに呼ばれて部屋を出て行く。ダリオも、たぶんほとんど話を聞いていなかったのだろう、あくびをしながら部屋を出た。

　ロージーは一人、がらんとした食堂に残される。

　会計の仕事も、組織の仕事の一部だ。

　でも、ロージーに期待されていたのは、そういうことじゃなかったのだ。

　組織の一員として外を出歩き、犯罪に関わる限り、ロージーはデ・コスタの女としての役割を危険にさらしている。ならば、その危険を冒おかすことに相応ふさわしい結果を出さなければならなかった。

（私は間ま違ちがってた──組織の構成員になれたことで、認められた気になってた）

　今になって、ようやく気付いた。

　エミリオは、ロージーに気まぐれな興味を抱いだいただけだ。

　ロージーは、結果を出し続けなければならなかった。

　それができなければ、この組織に居場所はないのだ。

（それなのに、組織を変えようだなんて）

　東向きの窓からは光が降り注ぐ。レモンの木が植えられた庭は美しく、南の土地らしい華はなやかさがある。

（酷ひどい思い上がりだ）

　艶つややかな緑から目を背け、部屋を最後に出た。




　けれど、意外なことに、部屋を出た先にはダリオがいた。

　彼は壁かべに背中を預けて立ち、大きなあくびをしていて、ロージーが出て来ると眠ねむそうな半眼を向けた。

　ロージーは緊きん張ちようして、身を硬くした。

「ついて来な」

　それだけ言って、ダリオはロージーに背を向ける。

　眠い時のダリオは、いつもより無ぶ愛あい想そうだ。

　躊躇ためらうロージーを振ふり返り、彼は不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「手伝って欲しい仕事があんだよ。ロザベラにしか、出来ねーことだ。……エミリオには内ない緒しよだけどな」

（私にしか、できないこと？）

　ロージーには、そんなことがあるなんて到とう底てい思えなかった。

　力も弱く、身体からだも貧弱で、練習はしているけれど銃だってまだうまく扱えない。

　ロージーにしかできないことと言えば、デ・コスタの《力》ある子を産むことくらいだ。

　ダリオは、ロージーの心を見み透すかすように言った。

「言っておくけど、襲おそわねえからな」

「！」

　恥はずかしさで、ロージーの白い肌はだは耳まで赤くなった。

　ダリオはふて腐くされたように前を向いて、廊ろう下かを歩いて行く。外へ出るようだ。

　ついていくのは、怖こわい。

　でも。

（私にしか、できないことがあるのなら、それをするしかないんだ）

　そうすれば、エミリオもロージーを認めてくれるかもしれない。

　怖くて、不安だったけれど、ロージーは躊躇いを振り払い、前へ歩き出した。
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　エミリオは、自室へ向かって歩きながらノアに指示を出した。

「では十八丁目の件に関してはアローズへ。ノア、おまえは店に寄ってから──」

「ロザベラも組織の一員だ」

　エミリオの指示を遮さえぎって、ノアはそう言った。

　エミリオは軽く目を瞠みはって彼を見つめ、小首を傾かしげる。

「わかってるよ？」

　ちょうど階段を上りかけていたところで、エミリオの方がノアを見下ろす形になる。

　ノアは、苦々しげに言った。

「なら、あのやり方はないだろう」

「皆みなの前で彼女は必要ないと言って排はい除じよしたことかい？」

「……あいつの面めん目ぼくを潰つぶすような真似まねをする必要はなかったはずだ」

　ふふ、とエミリオはおかしそうに笑う。

「おまえはあの子が好きなんだねえ」

　意図的に相手の苛いら立だちを誘さそう微笑ほほえみで、優やさしく言う。

「エミリオ」

　ノアはその手には乗らず、感情を排はいした目でエミリオを見上げる。

「ロザベラのボスはあんただ。期待していたものが得られないのは、あいつの働きが悪いんじゃなくて、あんたの扱い方が悪いって考えたことは？」

　エミリオは笑えみを深める。

　けれどすぐに視線を避さけるように肩かたを竦すくめて、また階段を上り始める。

「ロザベラも自分の立場を自覚できたんじゃないかな。これまでのことはともかく、今回のことに関しては、私は正しくあの子を扱えたと思うけど？」

　確かにロザベラは危機感を抱いただろう。それをエミリオが意図していたのなら、狙ねらいは果たされたことになる。

「……あいつはあんたの思ってもいない方向に飛び出すかもしれないぞ」

「その時はその時だ。あの子が私を失望させるか、喜ばせるか、今からちょっと楽しみなんだ。じゃあ、おまえは店に寄って話を聞いてから、いつもの仕事に戻もどっておくれ。アリスタの動きに引き続き注意を払はらうように」

　指示を終えて、エミリオは自室へ一いつ旦たん戻もどる。彼はこれから出社だ。ノアも仕事がある。

　その前にロザベラに会っておこうと、ノアは階段を下りて来た道を引き返した。ロザベラの部屋は二階にあるから、階段を上がって来なかったのならまだ朝食の食堂にいるはずだ。

「ロザベラ」

　だが、扉の先には誰だれの姿もなかった。

　一いつ瞬しゆんノアは固まって、部屋を見回し──エンジンの音に気付いた。

　ダリオの愛車が、レーシングカーにも載のせている高性能六ろつ気き筒とうエンジンを唸うならせて屋や敷しきの敷地を駆かけて行った。




「そうだ、《クモ》──」

　エミリオは部屋に入ったところで立ち止まってそう呟つぶやいたが、彼がいないことに気付いて違い和わ感かんを覚えた。

《クモ》はエミリオの直属の部下だ。東洋系だが、周囲に同化するような、不思議な雰ふん囲い気きの男で、今はデ・コスタ唯ゆい一いつの女であるロザベラの護衛を命じている。

　あの荒こう野やのゴーストタウンで、ロザベラに向けられていた銃じゆう口こうを石つぶてを放って逸そらしたのも、本当は彼だ。

　彼はロザベラが屋敷の外に出る時は必ず同行して密ひそかに守っているが、朝のこの時間は、主人の命令を聞くためにエミリオのそばについていることが多い。

　その《クモ》が、いない。

「……出たのか？」

　眉を顰めて、エミリオは窓の外を見る。朝食会直後は幾いくつものエンジン音が聞こえてくる。屋敷を出る一台に、ロザベラが乗っていたのだろうか。だから《クモ》は護衛についたのか。

（ノアはさっきまで一いつ緒しよにいた。可能性があるのはダリオか？　……しばらく休めと言ったはずなんだけどね）

　勿もち論ろんそれでおとなしく休んでいたら、エミリオはロザベラに失望するだろう。あんなふうにあしらったのは、ロザベラに少しは奮起してもらいたかったからでもある。

　一ヶ月半前、僅わずかでも自由を得たいというロザベラに、試験を課したのはエミリオだ。

　ロザベラはノアの助力を得ながらもその試験に合格し、正式に組織の構成員となった。

　エミリオがそれを許したのは、目的のためにエミリオを恐きよう喝かつさえした彼女を、『面おも白しろい』と思ったからだ。彼女なら、今後も自分を楽しませてくれるのではと期待したのだ。

　けれど、正式に構成員となって一ヶ月、ロザベラがしたのは、度たび重かさなる失敗だけ。彼女は与あたえられた仕事を果たせなかったし、予想外のことをして彼を楽しませるということもなかった。

　一ヶ月。

　たった一ヶ月だ。それで結果を出せというのも酷こくな話かもしれない。

（でも、飽あきてしまったんだからしょうがないよね）

　ロザベラを人目にさらし続けて危険な目に遭あわせるリスクをこれ以上負うのも嫌いやだ。

　彼女が結果を出せないのなら、もう理由をつけて構成員から外すべきなのかもしれない──とはいっても、ノアが指し摘てきした通り、エミリオの扱あつかい方に問題があったという可能性もある。

　だから、エミリオは彼女にチャンスを与えることにした。

　おまけに、親切にも背中を押す程度のことはしてやった。先さき程ほどの朝食会でのことで、彼女も自分の立場を理解したことだろう。

（一週間、もあればいいかな）

　これは勿論、『フェア』なものではない。

　何しろ、ロザベラは他の構成員と同じではいけないのだ。同じではエミリオは別に楽しくないし、他の者をあてられるのならそうした方が経済的だ。ロザベラの身の安全に注意を払うのはなかなか困難で、そのために人手を割さくのは損失になりかねないからだ。

　ロザベラは、最初から、他ほかの構成員とは違ちがう結果を出すことを期待されていたのだ。

　それにロザベラが気づけなかったのなら、彼女はエミリオが考えていたよりも、利口ではなかったということになる。

　一度構成員になった者を外すのには理由が必要になるが、それは適当に見つけられるだろう。

　もし、彼女が自分の立場を理解できず、あるいは彼の我が慢まんが限界を超こえるまでに事態を打開できなければ、今度は躊躇することはない。

（それにしても、こうも彼女の扱いが面めん倒どうだとはね）

　今いま頃ごろ彼女は、自分の運命に怯おびえながら、信しん頼らいを取り戻そうと頭を捻ひねっているところだろうか。あの傷では足は今朝も痛んだはずだが、その痛みすら、忘れかけているかもしれない。

　あの傷。

　あの足の傷、もう少し、あと数センチずれていたら、そしてあと数センチ深かったら、後こう遺い症しようが残のこったかもしれない。《クモ》はロザベラに僅かでも傷を負わせたことを謝罪していた。

　確かに、エミリオはその傷の状態を見た時、とても残念に思った。

　その時《クモ》にしたのと同じ述じゆつ懐かいを、彼は窓の外を眺ながめながら呟いた。




「どうせなら、二度と歩けないくらいの怪け我がが良かったのに」




　だって、飽きて、面倒で、面白くない。

　だったら、自由に出歩けない方が、逃にげ出す心配がなくていい。

　最後のチャンスを与えることにはしたものの、エミリオは、ロザベラへの興味をほとんど失いかけていた。







　２　アリスタ・ファミリー─Arista Crime Family─







　ロージーが連れて来られたのは、港の外れにある精肉工場だった。

　様々な部位に解体された牛が、鉤はりで天てん井じようから吊つるされ、鮮あざやかな緋ひ色いろの筋肉をさらしている。

　白い作業着とエプロンを着けた作業員たちが流れ作業を続ける横を、ロージーはダリオに手を引かれ、濡ぬれた床ゆかに足を滑すべらせながらも、足早に通り過ぎる。

「ここだ」

　扉とびらを開け、通路を通り、最後にたどり着いたのは、厳重に鍵かぎがかけられたボイラー室だ。

　ダリオの頼たのみは、先の襲しゆう撃げき事件で捕つかまえた男の口を割らせて欲しい、というものだった。

　ダリオたちが散々やってみたのだが、男は一向に口を割らないらしい。ロージーにしかできない、というのは、ロージーのような少女相手なら、相手も気を緩ゆるめるかもしれないからだ。

　知りたいのは、撮さつ影えい現場を襲おそった理由だ。

　映画関係者に話を聞いたところ、どうも以前から撮影中止を求める脅きよう迫はく状が届いていたらしいが、動機がわかっていない。襲撃現場に居合わせ、映画関係者に知り合いも多い……というか、どうも映画関係からも収入があるらしいダリオは、その辺りの事情を知りたがった。

　この映画自体には、ダリオは嚙かんでいない。ダリオの邪じや魔まをしたいとか、デ・コスタが映画業界に持っている権益を奪うばいたいとかいう理由なら、他に潰つぶすべき映画はあったはずだ。

（せっかく、ダリオが気を遣つかって回してくれた仕事だ。きちんとやって、結果を出さないと）

　ロージーはそう決意し、戸口を潜くぐって、ボイラー室に入った。

　ごんごんと低音の唸りが轟とどろく中、配管の一つにロープで吊されている男がいる。

　男は両方の手首を縛しばられて、さらに足首のところでも縛られていた。顔は殴なぐられ、服で隠かくれた身体からだの他の場所も散々なぶられたのだろう、どこからか流れた血が、床を汚よごしている。

　拷ごう問もんを受けたのだ。

「こいつだ」

　ダリオがそう言ったけれど、ロージーはただ青ざめて男を見上げるだけで、声も出せない。

　確か、サブマシンガンでトラックの荷台からダリオを撃うった男だ。彼はロージーの顔を見ていないだろうが、こちらは彼の顔を覚えている。

　覚えているのだけれど、彼の顔は原形をとどめないくらい、ぼこぼこに腫はれ上がっている。

（き……聞いてない、こんな、拷問なんて。い、生きてる、の？）

　その時男が小さく咳せき込んだので、生きているとわかった。

　立ち尽つくすロージーの肩かたを叩たたいて、ダリオは部屋を出た。

「あ、あのっ……」

　ダリオに何か言おうとしたけれど、その前に扉は閉とざされる。

（こ、この人から、話を聞き出すって、本気なの……!?）

　大怪我を負った男は、その後はぴくりとも動かなかった。




　あまりの凄せい惨さんさに目を背そむけたいほどだったけれど、お構いなしにダリオの部下たちは男を床に下ろし、救急箱を持ってきた。

　ロージーはおそるおそる男に近づき、彼の血を拭ぬぐって、消毒し、包帯を巻く。

　そのうちに男は目を覚ました。

　手足は縛られたままだったけれど、それも必要ないくらい、ぐったりとして動かない。

「あ、あの……メルキスの、人、ですよね？　お名前とか……」

　意を決したロージーが不器用に話を向けても、彼は押し黙だまっている。

　確か、ここまでぼこぼこに殴られる前は、少し神経質そうな、けれど整った顔立ちをしていた。年は二十代後半くらいだったろうか。

　今はその面おも影かげもなく、黒い髪かみは血がべったりとついて固まり、頰ほおは殴られて腫れ上がり、目も開けていられないほどだ。白いシャツも、茶のズボンも、全身赤茶けた汚きたない色に染まった上、埃ほこりに塗まみれている。

　この男は、こんな目に遭っても、まだ口を割らない。アリスタ・ファミリーへの忠誠か、それともデ・コスタ・ファミリーへの憎ぞう悪おがそうさせるのか。

（……この人が、何か一言でも喋しやべるなんて、思えない）

　彼はきっとこのまま殺されるんだろう。

　ウェストエンドからメルキス国境までは、車で一日の距きよ離りだ。たった一日で故国へ帰れる距離なのに、ここで痛めつけられて死ぬなんて。

　相手は自分たちの命を奪おうとした襲撃者だ。でも、他人の傷を見るのは痛ましくて恐おそろしいし、敵組織の人間でもこんなふうに殴り殺されるのが正しいわけじゃないと思う。

（そもそもこの人、アルゴ公用語は喋れるの？　もしかして、言葉もわからないまま、殺されてしまうの？　ううん、そうでなくたって、これだけ殴られてたら、声が出ないかもしれないし、鼓こ膜まくが破れて耳が聞こえなくなってるかも）

　でも、口を開いてすらくれないから、それを確かめることもできない。

　ロージーは、彼の名前も、歳も、何故なぜここウェストエンドに来たのかということも知らない。

　知っているのは、メルキス系だということだけ。

（メルキスって、どんな国だっけ……）

　ロージーが知る限り、メルキスはこのウェストエンドよりさらに南にある、暑い国だ。あまり豊かではなくて、そのせいで移民がたくさんアルゴ合衆国にいる。

　でも、ここより暑い国なんて、ロージーにはなかなか想像できなかった。

「わからないけど、きっと、びっくりするくらい暑いところなのね……」

　呟つぶやきが声に出ていた。

　はたと我に返ったロージーは、意味のわからない呟きに羞しゆう恥ちを覚えて、顔を赤らめ、言い訳のように続けた。

「あ、あなたの、故郷のことです……。ここより、もっと南だって聞いてたけど、想像、できなくて。あの、私は、ここよりずっと北の、山の中で、暮らしてたんです。あそこの冬はずっと厳しくて、雪も積もって……静かなところなんです。とても。だから……」

　天井を見つめるだけだった男の目が、ふとロージーに向けられた。

　まさか反応があるとは思っていなかったロージーは、びっくりして言葉を切った。

　黒い目は、腫れた頰と切れた額の間から、ロージーを見つめている。

　やがて、彼は血がこびりついて固まった唇くちびるを、ぎこちなく開いた。

「……喋るつもりはない。これ以上は無む駄だだ」

　メルキス訛なまりもない、流りゆう暢ちような、完かん璧ぺきなアルゴ公用語だ。言葉がわからないわけでも、声が出ないわけでもなかったのだ。

（この人、アルゴ合衆国育ち？）

　言葉が通じるなら、何か聞き出せるかもしれない。現に、今、彼は口を開いてくれた。

　けれど、彼はそれきり言葉を切って、ロージーに背を向けるように寝ね返がえりを打つ。

　そのシャツの背中も破れ、火傷やけどの痕あとが見える。

　一いつ瞬しゆんびくつきながらも、ロージーは声を掛かけた。

「あっ、あの、私に、何かできること、あったら……」

　彼の警けい戒かい心しんを解くために、そして純じゆん粋すいにあまりに痛ましくて。

　その時、彼が急に身体を起こした。

　何事かと思ったけれど、ロージーもすぐに気付いた。

　扉の外から、何かの騒さわぎが聞こえてくる。

　ボイラー室の騒そう音おんと分厚い扉に阻はばまれてはいたけれど、爆ばく発はつ音が建物全体を揺ゆさぶるに至って、何が起こっているのかはっきりとわかった。

（襲撃を、受けてる）

　ぞっとして、立ち上がろうとした時、身体を起こすのがやっとだと思っていた男が、ロージーに体当たりして彼女を押し倒たおした。

　人ひと質じちにされる、と思った時には、頭の上を爆風が通り過ぎた。

　顔を上げると、駆かけ寄ろうとしていた扉は外れかかっていた。蝶ちよう番つがいも鍵も今の爆発で壊こわれたのか、用を成していない。

　そして、扉を蹴けり開け、通路からボイラー室に入ってきたのは、ダリオでも、それ以外のデ・コスタの人間でもない、ロージーが知らない男だった。
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「迎むかえに来たぜ！」

　メルキスの公用語であるエスパル語で叫さけんだ男は、メルキス人としては相当な長身で、シャツの上からでもわかる、鍛きたえられた肉体をしていた。顔の下半分は大判のスカーフで覆おおわれている。たぶん爆発の粉ふん塵じんを避さけるためだろう。

　彼はロージーと、彼女を押し倒したままの男を見て驚おどろいたように目を丸くしたが、すぐに駆け寄って、仲間を助け起こした。

「お楽しみだったのか？」

「そう見えるのか、バカ野や郎ろう」

　手伝われて身体を起こした男は、爆ばく破はの粉塵を浴びて、白っぽく汚れている。

（そうか。私を、庇かばったんだ、この人）

　人質に取るためではない──でも、これから取ろうとするかもしれない。

　ロージーはできるだけ自分の存在を殺すように、静かに、彼らから離はなれようとした。

　けれど、大おお柄がらな男はロージーの動きに気付いた。

　彼はマスク代わりのスカーフを取って、素す顔がおをさらした。

　メルキス人らしい、眉まゆの太い、精せい悍かんな顔立ちの若者で、口や、目などのパーツ一つ一つが大きくて、快活な印象がある。黒い髪は癖くせが強く、うねっている。歳は、二十代前半から半ばといったところか。

　彼は愉ゆ快かいそうに笑って言った。

「よお、俺はリカルドってんだ。あんたも逃にげるかい？」

　少しメルキス訛りがあるけれど、こちらもかなり流暢だ。笑った時に見えた歯の白さが、浅黒い肌はだによく映はえる。

（リカ……ルド？）

　ロージーが混乱したままぷるぷると首を横に振ふると、男は笑ったまま肩をすくめた。

「そりゃ残念だ。じゃあな、セニョリータ」

　扉とびらの向こうからもう一人メルキス系の仲間がやってきて、彼らに合図をする。

　そして、リカルドと名乗った男は、仲間を連れて、風のような速さで去って行った。

　後には、壊れた扉と、舞まう埃と、どこかから流れてくる煙けむりと、扉の向こうで倒れる見張りと……ロージーが、残された。

　非常警報と煙けむりが、建物内で火の手が上がっていることを報しらせていた。




　ロージーとダリオが病院から屋や敷しきへ戻もどった時には、日はとっぷりと暮れていた。

　エミリオは、別に怒おこっているふうではなかった。

　ただ、困った顔で、ダリオとロージーに、テーブルを挟はさんで自分の前に立つように命じた。

　そこはデ・コスタの屋敷の地下にある会議室で、重じゆう厚こうな長方形のテーブルと、何脚きやくもの革かわ張ばりの椅い子すが揃そろっていた。

　幹部が全員集まる重要な話し合いの時、エミリオはこの部屋を使う。

「……どうして、持ち場を離れていたんだい、ダリオ」

　エミリオは、話を末の弟に向けた。

　ダリオはそっぽを向いている。ふて腐くされている、というよりは、もっと深刻な感じだ。難しい顔で、事態の重さを認にん識しきしつつも、唇を開く。

「呼び出しがあった。《ロデオ・クラブ》で荒あら稼かせぎしてるプロがいて、店ごと買えそうな額を稼かせぎかけてた。手口も見み抜ぬけねえってんで、俺が行ったんだ」

「……そのイカサマ師は？」

「支配人から俺への電話の後姿を消したらしい。俺はクラブに向かって車を運転してる時に爆発を聞いて、戻ったんだ。その時にはもうやつらは姿も見えなかった」

　賭と博ばく師を送り込んでダリオをおびき寄せ、その間に工場を襲しゆう撃げきしたのだ。

　アリスタ側は五名。爆発物を積んだトラックを工場に突つっ込ませた彼らは、人が集まった隙すきに裏口から入り込み、捕つかまった仲間を助け出した。

　火薬の量は大したものではなかったけれど、工場は火事になって、消そうとした人間が火傷を負った。爆発の時に飛んできた破は片へんで危あやうく失明しかけた者もいる。三人いた見張りの一人は死んで、二人は重傷だ。

　工場で働いていただけの普ふ通つうの人たちまで怪け我がをしている。デ・コスタは入院費も見み舞まい金きんも惜おしまないだろうが、巻き込んでしまったという事実は消えない。

　構成員の遺族には病院の廊ろう下かで会った。ダリオは彼らに必ず力になると声をかけていた。

（こんなふうに、人を傷つけて、殺してしまう）

　話には聞いていたが、ここまで大規模な抗こう争そうに巻き込まれたのは初めてだ。

　……自分たちの存在の呪のろわしさを、今いま更さらながら恐おそろしく思う。

　考え込む様子を見せていたエミリオの目が、ロージーに向けられた。

「男はリカルドと名乗ったそうだね」

　ロージーはこくりと頷うなずく。

　背が高くて声が大きな、ロージーが苦手なタイプの若者が、確かにそう名乗った。

「たぶん、容姿からいっても、それがアリスタの大幹部の一人、リカルド・エストレージャだろう。ウェストエンド進出の責任者、ここでのやつらのボスだ」

　名前を聞いてもしかしてとは思ったが、でも、まさか本当に、ボス自らがやってくるなんて。

「……捕まえていた男は、組織の中では重要な地位にあったのかもしれないね。それを逃がしたとなると、我々にはかなりの痛手だ」

　ぎり、と隣となりから、ダリオが奥歯を嚙かみ締しめる音が聞こえた。ダリオは危機感を持っている──勿もち論ろん、ロージーもだ。

　多大な犠ぎ牲せいを強しいられた上、アリスタ・ファミリーの幹部の一人を逃がしてしまったのだ。

　これは、大変な失態だ。

　ロザベラ、とエミリオが冷たい声で呼ぶ。

「君はしばらく屋敷を離れて、安全なところで静養していなさい」

「エミリオ、俺がこいつに頼たのんだんだ！」

「その口を閉じなさい、ダリオ。おまえにおとがめがないなんて私は言っていないよ？　ロザベラを勝手に屋敷から連れ出して……今回彼女が無事だったのは、幸運だっただけなんだよ」

　ロージーは血の気が引いていくのを感じながら、確認した。

「それは、謹きん慎しん、ということ……？」

「そうとってくれて構わないよ」

「じゃあ屋敷でいいじゃねえか、なんで外に出すんだよ」

　ダリオがまた口を挟み、エミリオは腕うで時ど計けいをちらりと見ながら言った。

「おまえたちがいない間に、銃じゆう弾だんが撃うち込まれたんだよ。ロザベラの部屋の窓にね」

「なんだと!?　犯人は捕まえたのか!?」

　そういえば、ロージー自身、部屋にはまだ戻っていなかった。病院から屋敷に戻ってすぐ、エミリオに呼び出されたのだ。

　どうりで、屋敷の見張りが妙みように物々しかったわけだ。てっきり工場の襲撃のせいだと思っていたが、屋敷に、しかもロージーの部屋に弾たまを撃ち込まれたとなれば、大問題だ。

「逃げた後だ。銃弾は38口径。メルキス製の安物のリボルバーが、庭で見つかった」

　危険が多いことは承知していたが、自分の部屋に銃弾が撃ち込まれるなんて事態は想像もしていなかった。なんだかんだで、屋敷は安全だと思っていた。

　たまたまロージーの部屋だったのか、それともロージーを狙ねらったのか。狙ったとして、いったい誰だれが、どうして？　ロージーがデ・コスタ唯ゆい一いつの女だからだろうか？

　殺す気だったのか、それともただの脅おどしか。

（私、死んでたかもしれないんだ……）

　自分の身を守るように抱だき締めたけれど、震ふるえは収まってくれなかった。

　黙だまり込んだロージーの隣で、ダリオは思いの外冷静に状じよう況きようを把は握あくしようとしていた。

「アリスタのやつらか？」

「わからない。そうなんじゃないかと思うけどね。どうやってか、うちの庭に入り込んで撃ったということだろう。警備は強化するが、念のため彼女をセーフハウスに移すことにしたんだ。勿論、護衛はつけるし、警察にもアリスタにも知られていない隠かくれ家がだから安全は保証するよ」

　その時、扉が開いて、デ・コスタの幹部の一人が入ってきた。アリスタへの対策を協議するための会議が始まる時間だった。

「ロザベラ。荷物をまとめなさい。十分後には出発するように」

　ロージーはエミリオの言葉に固まってしまった。

　十分後には出発、ということは、当然この会議には出られない。

「行きなさい」

　エミリオはそう命じた。

　ロージーはその目の奥に今までになく冷たい光を見つけた。色素の薄うすい灰色の目が、今は氷のようだ。

　かつて彼はロージーを新しい玩がん具ぐを見るような目で見ていた。何をするのか、期待する目だった。

　今は、期待なんて欠片かけらも見えない。

　ロージーの予感は確信に変わった。

（彼は、私に、飽あきたんだ）

　自分は、失敗したのだ。

　ロージーは喉のどを鳴らして唾つばを飲み込み、俯うつむいて、小さな声ではいと答えた。




　たぶん、エミリオは事態が収束しても、ロージーに行動の自由を許さないだろう。

　怪我と抗争を理由にセーフハウスに閉じ込めて、今後も危険だからと行動を制限し、構成員としての仕事を奪うばい、結けつ婚こんを強制する。

（私から動かなければこの先一生エミリオの思う通りに生きることになる）

　身の回りのものを旅りよ行こう鞄かばん一つに詰つめたロージーは、それを持って一階へ下りた。ロビーには会議に出ているはずのノアがいた。

「ノア、会議は？」

「俺がなんとかする。少しの間耐たえろ」

　会話になっていない。ロージーは思わずほろ苦い笑えみを漏もらして、ノアを見上げた。

　ノアは難しい顔をしていた。

（たぶん、きっと、ノアならなんとかしてしまうのかもしれない）

　でも、頼たよってばかりでは、彼にずっと迷めい惑わくをかけてしまう。

　ロージー自身が、エミリオを振ふり向かせなければならない。

　自分が『面おも白しろい』存在だと、認めさせなければならない。

「ノア、私のこと助けてくれる？」

「当たり前だ」

　ノアの答えは迷いがない。

　ロージーも、せめて気持ちだけは迷いなくありたいと、彼の目を見上げた。

「なら、会議に戻もどって。そして、後で、教えて、欲しいの。アリスタのこと」

「何をするつもりだ？」

「エミリオの興味を引きたいの。彼が私に飽きたら、私はおしまいだから」

　だから、とロージーは鞄の持ち手を強く握にぎった。

「だから、私、頑がん張ばってみる。今エミリオの興味を引くなら、アリスタとの抗争で助けになるのが一番でしょう？　何かできることを探してみる。ううん、やらないといけないの。私が、アリスタとの戦いで、デ・コスタを……かっ、勝たせるくらいじゃなくちゃ、ダメなの」

　そうでなければ、すべてを失う。

　ルチアとの約束も果たせず、ノアとの、穏おだやかな時間でさえ失うのだ。

「ロージー」

　随ずい分ぶん久しぶりに、その呼び方を聞いた。ロージーは嬉うれしくなって、微笑ほほえもうとした。大だい丈じよう夫ぶ、と笑ってみせたかった。

　けれど、笑顔は引きつって、身体からだはずっと震えたままだった。

　臆おく病びようで、意い気く地じ無なしで、こんな時でも強がれなくて、本当に、嫌いやになる。

　でも、抗こう争そうの中に飛び込むなんて、怖こわいのだ。

　たくさんの人が傷ついて、構成員の中には死者も出ている。たぶんエミリオはロージーが抗争に関かかわることを好まないだろう。もしロージーがエミリオの命令を破って勝手に調べたり工作していたとわかったら、それを理由にロージーから構成員の地位を奪うかもしれない。失敗は許されない。エミリオを喜ばせるような結果を出さなければ、裏目に出るだけだ。

「ロージー。俺がついてる」

　ロージーは気付いた時にはノアの腕うでの中だった。

　ノアに抱き締められて、嬉しくて、失うのが怖くて、顔を歪ゆがめて泣いてしまう。

　鞄を床ゆかに落とし、両手でノアの背中にすがりつくようにして、自分の中にあるひとかけらの勇気を掘ほり起こし、それを懸けん命めいに大きくした。

　こうして誰かに抱き締められることで勇気を貰もらえるなんてこと、ロージーは知らなかった。

　彼といると、いつでも不安で、でも、嬉しくて、もう少し、がんばれそうな気持ちになる。

「会議に戻って、ノア」

　そう言って顔を上げ、視線を合わせた。

　妹の濡ぬれた頰ほおを拭ぬぐうノアの目に、苦しげな色が現れた。

　けれど、彼はすぐに身を離はなして会議が開かれている地下室に向かって歩き出した。

　ロージーはそれを見送らずに、彼とは反対方向に、屋や敷しきの外に向かって歩き出した。







　３　セーフハウス─Safe House─







　ロージーの手元には、一枚の名めい刺しがある。

　そこにはリッチー・アールズの名前と電話番号があって、レインボー社という社名が印象的なロゴタイプで印刷されている。

（撮さつ影えい現場でもらった、名刺……）

　名刺からは乾かわいた砂がぱらぱらと落ちて、まだあの荒こう野やの砂の匂においが漂ただよってきそうだった。

　ロージーが連れて来られたセーフハウスは海を見下ろす新興住宅街にあった。

　白い漆しつ喰くい塗ぬりの壁かべに庭の緑が鮮あざやかな二階建ての家で、そう大きくはなかったけれど、必要なものはすべて揃そろっているし、袋ふくろ小こう路じになっていたから、人の出入りを監かん視しできた。

　開放的なウッドデッキもあったけれど、保安上の理由から、ロージーはそこに出ることを禁じられ、カーテンを閉め切った寝しん室しつで、ひっくり返した鞄の前に座り込んでいた。

（アリスタに襲おそわれた時、彼らは何か知ってるみたいだった）

　撮影現場にいた助じよ監かん督とくのアールズ、そして年かさの撮影監督。

　彼らのどちらかから、アリスタ・ファミリーのことについて少しは聞けるかもしれない。

　一夜をセーフハウスで過ごしたロージーは、名刺を手に立ち上がった。

（会いに、行ってみよう）

　撮影現場を襲しゆう撃げきしてアリスタ・ファミリーに何の利益があるのか。映画産業に進出するつもりなのか。誰だれかから頼たのまれたのなら、それは誰で、何故なぜそんなことを頼んだのか。

　蓋ふたを開ければ、単に映画界の足の引っ張り合いだったり、私し怨えんだったりするのかもしれない。

　アリスタからすれば、あの襲撃はさほど重要ではなかったのかもしれない。

　でも、ロージーはあの襲撃が気になった。

　爆ばく風ふうが土つち煙けむりを巻き上げた、小さなゴーストタウンでの襲撃。

　ロージーが初めて巻き込まれて肌はだで感じた、抗争の一幕。

　それはロージーの心に引っかかって、消えない印象を残している。

　そして、あそこで捕とらわれた仲間を助けに姿を現した、アリスタのボス・リカルド。

　彼に繫つながる何かが、襲撃事件にあるかもしれない。

　アリスタについてエミリオたちはもう調べ尽つくしていることだろう。

　でも、まだわかっていないこともある。

　たとえば、この襲撃の理由。

（一歩一歩でいい。もし的外れだったとしても、次に行けばいいから）

　頼ってばかりでは、ノアの負担が増すばかりだ。

　エミリオの興味を取り戻すために、ロージー自身が動かなければいけない。

　名刺を大事に胸に抱だいて、二階にある部屋を出て階下に降りると、玄げん関かんホールには誰の姿もなかった。

　この屋敷には、昼は二名、夜は三名の護衛が常じよう駐ちゆうすることになっている。今はまだ昼にもなっていないから、二人の護衛が敷しき地ち内にいるはずだ。

（……い、行ける、かな）

　護衛の中にはエミリオ直属の東洋人もいた。彼はたぶん、ロージーの監視も兼かねている。どうやって彼の目を誤ご魔ま化かそうかと思っていたところだったから、誰もいないことには驚おどろいた。

（でも考えてみれば護衛だってトイレとか食事とか、何かと休きゆう憩けいは必要なはずだし──）

　──玄げん関かん扉とびらから出ようとノブに手を伸のばしたら、その腕を摑つかまれた。

　ひぅっ、とロージーは小さな喉で息を吞のむ。

　腕を摑むのは、いつの間に現れたのか、護衛を務める小こ柄がらな東洋系の男性だった。

　毛織りのジャケットに、ハンチング帽ぼう。無表情な顔で、ロージーを見つめている。

「あっ、あああっ、あのっ」

　ロージーは動転して、涙なみだ目めで言い訳を考える──が、思いつかない。

「どこかへお出かけでしょうか」

　男は、まったく感情のこもらない声で言った。ちょっと訛なまりが感じられる。

「えっ、ええと、でも、あの、かっ、買い物とか……」

「命じてくだされば誰かに買いに行かせます」

「あ、はい……」

　男はロージーが頷うなずくと、手を放し、薄うすっぺらい身体を、ロージーと扉とびらの間に滑すべり込ませた。

（どうしよう……）

　これでは、ノアから何か教えてもらえたとしても、ロージーはセーフハウスに閉じ込められてろくに外に出ることもできそうにない。こんなことで、アリスタ・ファミリーとの抗争をひっくり返すような行動が取れるとは思えない。

　かといって、窓から逃にげるとかいうのもまずいだろう。あまりあからさまに抜ぬけ出しては、エミリオの怒いかりを買うかもしれないし、考えてみれば、護衛もなしにこの状じよう況きよう下で外出するのは、さすがに危険すぎると思う。

「……えっと……」

　ロージーはまごついて、言葉もうまく出てこなくなった。

（ああ、まただ）

　あまり知らない人が相手だと、こうしてしょっちゅう言葉に詰つまってしまう。これまで自分の考えを押し通すことなんて滅めつ多たになかったから、どうすればいいのかよくわからない。

　不意に東洋人は扉に向き直った。

　次の瞬しゆん間かん、扉が開いて、荷物を抱かかえたルチアが入ってきた。

　トランクが一つに、帽ぼう子しの箱が三つ。小さなルチアはトランクを床に置くと、その上に帽子の箱を重ねて、溜ため息いきを吐ついた。

　顔を上げて、初めてロージーと護衛の存在に気付く。

「……何？」

「あっ、なんでもない……」

　ルチアを連れてきたのはロージーだ。エミリオはいい顔をしなかったし、ルチアも外出を制限されてしまっているが、ルチア自身もロージーとともにセーフハウスに来ることを望んだ。

　ロージーを、見張るために。

　ロージーが、彼女に宣言したことを、投げ出したり、諦あきらめたりしないように。

　ルチアは今のやりとりを知らず、訝いぶかしげな目をロージーと護衛に向ける。

「そこどいてくれる？　荷物運びたいんだけど」

「あ……」

　ロージーは一歩後あと退ずさり、ルチアは荷物を抱え直して出来た空間をすり抜けて行こうとする。

　その時、突とつ然ぜん、ロージーはルチアの手首を摑んだ。

「!?」

　驚いたルチアは固まってしまうが、ロージーは彼女の手首をきつく握にぎって、勇気を振ふり絞しぼる。

　護衛の顔をできる限りまっすぐに見て言った。

「かっ、買い物、ではないんですけど、出かけたいんです。ついてきて、もらえませんか？」

　護衛の男はロージーをじっと見つめ、どこへ、と目で訊きいてくる。

「ホーク・ブルヴァードにある、レインボー社……」

　男は黙だまって頷いた。

　息を詰めて待っていたロージーは、想像していたよりもずっと容た易やすく得られた答えに、拍ひよう子し抜ぬけして、しばらく声が出なかった。

　男は、ロージーではなくエミリオに仕えているはずだ。

　それでも、同行して外出してくれるということは、エミリオがその行動を許してくれているということだ。

（あんなふうにあしらわれて、もう見放されたのだと思ってた）

　でも、本当は、違ちがう。

「エミリオは、まだ私にチャンスを与あたえているの？」

　独り言のように呟つぶやくと、男は無表情にロージーを見返し、少し訛りのある発音で、囁ささやくように言った。

「ドン・エミリオは、気の長い方ではない」

　──時間は限られている、ということだろう。

　このまま、何も得られずに終われば、そこまでだ。

（ついてきて、って言って良かった）

　そう思った時、ルチアに乱暴に手を振り払はらわれた。

「え」

「え、じゃないよ。なんだってんだ」

「あ、その……ルチアがいるって思ったら、勇気出るかなと……」

「……はあ？」

　ルチアは半眼でロージーを睨にらみつけてきた。ロージーは怖こわくなって目を逸そらしてしまって、ルチアはそんな彼女を口中で罵ののしって、帽子の箱を抱え直し、トランクを片手にまた歩き出した。

「あっ、ルチア、手伝うよ……」

「これはあたしの仕事だよ。あんたは着き替がえたら？　まさかそのままの恰かつ好こうで出かけるわけじゃないだろ」

　ロージーは自分の服を見下ろした。クリーム色のニットのセーターに、フレアスカートという恰好だった。別に外に出ておかしな恰好ではない、けれど……

（そういえば、ノアも、デ・コスタの娘むすめとして人前に出るなら、それなりの恰好がある、って言ってた）

「ちょ、ちょっと待っててください、すいません」

　ロージーは一度護衛に頭を下げてから、先を行くルチアの手から帽子の箱を奪うばって、階段を駆かけ上がった。




　ドレスを選んだのはルチアだった。

　最初にロージーが選んだドレスを見た途と端たん、彼女は眉まゆを顰ひそめ、クローゼットから別のデイドレスを取り出した。少し気が早いが春を思わせる淡あわい色合いに染められたワンピースで、かなりドレッシーなデザインのものだ。

　先週ダリオから贈おくられたものだが、正直、お洒落しやれ過ぎて抵てい抗こうがある。

「わ、私には似合わない、と思う……」

　ロージーは控ひかえめに言ったけれど、ルチアは抱えてきたドレスをロージーに押しつけて、アクセサリーを選びに行ってしまった。

「あの、ルチア……」

　アクセサリーボックスから宝石類を選び出すルチアの背中に、おそるおそる声をかける。

　ルチアは、振り向かずに言った。

「レインボー社に行くんでしょう？　映画制作会社の。それならちょっとは流行ってもんを意識して行かないと恥はじかくよ」

「……そ、そうかな？　別に、映画に出るわけじゃないし……」

「あんたが恥かきたいなら止めないけど」

　ロージーは口を開けたまま数秒停止する。

　ルチアは、なんだかんだで、ロージーのために色々やってくれる。

　それが仕事で、そのために雇やとわれたからなのだろうけれど、やっぱりルチアは面めん倒どう見みの良い子なのだろう。

　けれど、ルチアは突然ロージーを振り返って睨みつけた。

「まだ着替えてないの!?」

「ひゃっ、ごっ、ごめんなさい……っ」

　ロージーは慌あわてて回れ右をしてベッドにドレスを置き、着替え始めた。

（……ルチアが幸せになるには、どうしたらいいんだろう）

　ルチアが兄のジョットを失って、憎ぞう悪おを抱えて生きることになったのは、ロージーのせいだ。

　いや、ダリオ辺りに言わせれば、「一番悪いのは組織を裏切ったジョット」ということになるのだが、ロージーは自分の責任も無視できない。

　ロージーがいなければ、あの兄妹きようだいは今も平和に暮らしていたかもしれない。

　だからせめてこれ以上ルチアに酷ひどいことが起こらないで欲しいと思っている。

「ねえ」

　また話しかけられて、ロージーは慌てて下着姿のままルチアを振り返る。

　ルチアは今度はクローゼットから帽子と靴くつを選びながら、尋たずねてきた。

「あんたさ、自分が幸せになれるって思ってる？」

「…………？」

　突然の問いに、ロージーはうまく答えられなかった。

　ルチアには悪いけれど、たぶん今ロージーは、幸せだったから。

　ルチアは靴の箱を積み上げながら、ぽつりと言った。

「あたしはたぶん幸せになれないし、なれなくていいって思ってる」

「ど……どうして、そう、思うの？　私に、復ふく讐しゆう、するのは……？」

「別に復讐したって幸せになれないことくらいわかってるよ」

「……なら、どうして……」

　ルチアは選び出した靴と帽ぼう子しを取り分けて、他ほかの箱をクローゼットにしまう。

「どうしたって、そうさ。あたしは……あんたより、悪いんだ。だからさ」

　取り分けた箱をベッドのそばに置いて、ルチアはやけに静かな、すべてを諦めきったような顔で、ロージーを見つめた。

[image: ]

「ルチアは、悪い子じゃないよ……」

　ロージーは困こん惑わくしていた。ルチアがこんなに喋しやべることは珍めずらしい。用件以外、ほとんど口を開かないのに。

　ルチアは目を伏ふせて、それ以上何も言わずに、ロージーの着替えを手伝った。




　ウェストエンドには大小の映画会社があるが、メジャーと呼ばれる大手は五つ。

　ロージーに名めい刺しを渡わたしたリッチー・アールズは、その一つ、レインボー社と契けい約やくしている。事前に電話したところ、彼は社にいるということだったので、ロージーはホーク・ブルヴァードにある本社を訪ねた。

　外出用の高価なドレスと高いヒールの靴、帽子、小さな鞄かばん、毛皮付きのコート。

　中世の騎き士しが甲かつ冑ちゆうに身を包むような心地ここちで、ロージーはドレスを纏まとって受付に立ち、リッチー・アールズへの面会を求めた。

　受付で少し待たされたものの、アールズは上じよう機き嫌げんでやってきて、ロージーを第三撮さつ影えい室と書かれた札のある部屋へと連れて行った。

「さあ、どうぞ！　まずはフィルムテストをしようね！」

「ち、違います、そうじゃなくて、私は……」

　ロージーはアールズに背を押されて、撮影室へと入った。

　室内は広々として白熱灯で明るく、天てん井じようからはマイクが吊つるされ、隅すみにはカメラもある。

　前の撮影で使われたものか、それともこの後使われる予定で置いてあるのか、奥にはちょっと古めかしい寝しん室しつのセットが見える。

　そして、そのベッドの上に、少女が一人、腰こしを下ろしていた。

　少女はベッドから降りて、胸の前で腕うでを組み、アールズに文句を言った。

「何よ、遅おそいじゃない！」

　ロージーとさして歳も違わないように見える。肌はだはやや色黒で、眉はきりっと太い。艶つややかな黒くろ髪かみには丁てい寧ねいに鏝こてが当てられ、ウェーブを描えがいている。

　かなりの美少女で、しかもお洒落だった。

　大人っぽいシルクのドレスを着て、銀色の狐きつねの襟えり巻まきを不満そうに手で弄もてあそび、すらりと長い足を見せびらかすみたいに歩いてくる。

　何故なぜか、ロージーの前で立ち止まって、頭のてっぺんから足の先までじっと見つめてきた。

「は、はじめ、まして……」

　ロージーはどぎまぎしながらも、少女に挨あい拶さつをした。

　少女は高こう慢まんそうにふんと鼻を鳴らし、視線をロージーからアールズに戻もどした。三日月の形をした金のイヤリングが、彼女の動きに合わせて輝かがやいた。

「何よ、この子。フィルムテストの相手役？」

「違ちがうよ、いや、それでもいいけど。君のライバル、かな？」

「はっ、こんな子が？　台詞せりふ一つろくに言えないんじゃない？」

　ロージーは慌てて、口を挟はさんだ。

「あっ、あの、私、話を伺うかがいに来たんです……映画は、出ませ……」

「まあまあ、君らもお互たがいに競きそう相手がいた方がいいだろう？　ほら、準備をしよう」

「ふん、今度の役は絶対に私が貰もらうんだから。いいこと、リッチー」

「それはテストと監かん督とく次し第だいだからなあ」

　まずい。勝手に話が転がっていく。

（ど、どうしたら……）

　護衛は別に助けてくれない。彼はついてきただけで、壁かべ際ぎわに静かに立っている。

　自分でどうにかするしかない。

「ち、違うの！　私、襲しゆう撃げきについて、話を、聞きたいだけなんです！」

　ロージーは思い切って、大声でそう叫さけんだ。

　さすがにアールズも少女も驚おどろいた顔で、ロージーを見る。

「襲撃？」

「なんで？」

　少女とアールズが思い思いの反応をする。ロージーは涙なみだ目めでアールズを見上げた。

「アリスタ・ファミリーについて、何か、ご存じですよね、アールズさん……」

「リッチーと呼んでおくれよ。それで、ええと──どうして、君がそんなことを知りたいの？」

「それは、私が、デ・コスタの娘むすめだからです」

　息を吞のんだのは、アールズではなかった。

　フィルムテストを受けに来た少女は、息を吞み、ロージーの顔を見つめて、襟巻きを握にぎりしめて立ち尽つくした。

（この子は、デ・コスタの力を知ってるのかも）

　化け物を見るような目で見られている気がして、ロージーは少女の方を見ないようにした。

「ええと……あの、ダリオとかいう男の家族、ってこと？」

　アールズはやっぱりよくわかってないみたいだ。たぶん、ウェストエンド生まれではないのだろう。

　彼も、やがては知るはずだ。

「そうです。私はあなた方の撮影現場が襲撃された理由を、知りたいんです。アリスタと、何か問題でもあったんですか？」

「いや、問題はあったと言えばあったんだけど。問題の相手がアリスタなんてことも知らなかったっていうか……いや、待って、じゃあ、君はフィルムテストを受けてくれないのかい？」

　ロージーがおずおずと頷うなずくと、アールズは世界の終わりみたいな顔をした。

「いいじゃないか！　受けてくれても！　僕は是ぜ非ひとも君を監督に紹しよう介かいしたいんだよ！」

「で、でも、他にももういらっしゃるみたいですし……」

　ちら、とロージーは少女の方を見た──さっきまでいたはずの場所に、彼女の姿は見当たらない。

　見回すと、扉とびらに手を掛かけて今にも外に出ようとしていた。

「えっ、アンジェリカ、君どこ行くの！」

「よ、用事思い出したから、帰……」

　目が泳いでいる。たぶん、ロージーがデ・コスタの娘だから怯おびえているのだろう。

「用事なんて！　君のこと監督に紹介できなくなるよ？　僕はそんな悲しいのは嫌いやだよ！」

「そっ、それは……」

　アンジェリカと呼ばれた少女は、恐おそれながらも役に興味があるのか、ちらちらとロージーの方を盗ぬすみ見ている。

「今日はもう……別の機会にフィルムテストをしてくれたら……」

「ダメだよ！」

　アールズは、思いの外強い口調で言った。

「ダメだ、今回の役はね、急に降りてしまった女優の代役なんだよ。時間がないんだ。ほら、君もだよ。君の話は、このフィルムテストの後。フィルムテストを受けてくれたら、話をしてもいい。襲撃についてだろうが、監督の女の好みについてだろうがね」

「う……」

　確かに、アンジェリカが先に来ていたようだし、自分を無理に優先してもらうのも悪い。

「アンジーもそれでいいよね？」

「…………し、仕方ないわね」

　随ずい分ぶん悩なやんでいたようだが、アンジェリカは結局そう言って、おずおずと、アールズのそばに戻った。ロージーの方はちらちら見ているが、極力離はなれていようとしているのがわかる。

　アールズだけが、満足そうに笑っていた。

「よかった、それじゃあ、早さつ速そく、これに着き替がえてね！」

「あっ、待ってください、私、やるとは……」

　けれど、アールズは衣装を押しつけ、壁際に突つっ立っていた護衛を引っ張って部屋の外に出て行ってしまった。




　女優志望だけあって、アンジェリカは渡された台本を暗記してしまうと、情感たっぷりに全身で役を演じた。台詞だって、まるで彼女自身の言葉みたいに、自然に出て来る。

（凄すごい、なあ）

　ロージーは隅の椅い子すに座って、その様子を見ていた。

　アールズがカメラから顔を離し、彼女の演技を控ひかえめに誉ほめた。アンジェリカはさも当然という顔でそれを聞きながらも、やはり嬉うれしそうだ。

　そして、アールズはロージーに向き直り、ちょっと遠えん慮りよがちに言った。

「ええと──もう一回、試ためしてみようか？」

「…………」

　実は、ロージーはすでにテストを終えている。アンジェリカと違って台本を手にして、それを読み上げていくだけの、演技とも言えないような出来だったが。

「い、いいです……」

　台本を見ながら読んだのに何度もつっかえたし、台詞を読み上げるのに精せい一いつ杯ぱいで感情なんてこれっぽっちも込められなかったし、そもそも自分の役がどんな気持ちでその台詞を口にしたのかもわからないままだった。ただ緊きん張ちようして、声はひっくり返って、涙が出て、死にそうな気分になっただけだった。

「いいです……たぶん、結果は同じなので」

「そう言わずにさ、きっと緊張しちゃったんだよ。演技は未経験って言ってたもんね。ほら、カメラの前に立ってよ？　君にしかない魅み力りよくが、きっとまだ眠ねむってるんだ！」

　つくづく口の上手うまい男だと思う。映画関係者がみんなそうというわけではないのだろうけれど、軽けい薄はくで、人当たりが良くて、懐ふところに簡単に入って来ようとする。

　けれど、それと正反対の気き性しようを持つのが、元々のロージーだ。

　ロージーは頑かたくなに首を横に振ふった。

「結構、です」

「ねえ、もういいでしょ。私、そろそろ行かないと……」

　アンジェリカも自分の服を抱かかえて、少し焦あせった顔で言った。

　アールズは腕うで時ど計けいを見て顔をしかめる。

「まだそんな遅おそくはないよ。帰るなら送るけど……」

「いっ、いいえ、結構よ！　一人で帰れるわ」

　アンジェリカはやけに慌あわてた様子だった。アールズが、何かに気付いた顔で笑う。

「あ、さては、君家族から反対されてる？　多いんだよね、門限とかも厳しくて、男に車で送ってもらったら大変なことになる、っていう家の子」

「いいから──」

　アンジェリカが、上うわ擦ずった声で言った瞬しゆん間かん。

　撮さつ影えい室の分厚い防音扉が、重々しく開いた。

　入ってきたのは、七十代と思おぼしき老紳しん士しだった。指輪をたくさん嵌はめた指でステッキを握る、褐かつ色しよくの肌はだの男性で、髭ひげも髪かみも真っ白だ。威い厳げんある立ち姿で、鋭するどい目をしている。

　背後には、護衛らしき、二人のスーツの男。

　アンジェリカは飛び上がりそうなくらい驚いて、すぐに老人に駆かけ寄った。

「お、お祖父じい様。どうしてここに……」

「それはこちらの台詞せりふだ。屋や敷しきでおとなしくしていろと言ったのに、何故なぜこんなところにいる」

「それは……」

　言葉に詰つまる彼女を見て、先さき程ほどのアールズの指し摘てきがほぼ正しかったことを悟さとる。

（お祖父様は、彼女が女優になりたがっていることをよく思ってないのね……）

「とにかく帰るぞ。話はそれからだ」

「ま、待って、お祖父様。リッチー……」

　アールズは、片目を閉じてみせた。あとで連れん絡らくはするよ、ということだろう。

　老人はアンジェリカの腕うでを引いて、部屋を出て行った。

　ロージーは緊張して詰めていた息を吐はきだした。隣となりでアールズも、ふうと息を吐いている。

「資産家の孫まご娘むすめって聞いてたけど、ありゃ大変……あ！　衣装返してもらうの忘れてた……」

「資産家……ですか」

　確かにあの老人は裕ゆう福ふくそうに見えた。

「ああ、パレデスって言ってね。ほら、メルキス系の伝説みたいな男だよ。金鉱山で一山当てて、今はホテル王の……」

「エリック・パレデス？」

　何度か、その名前を聞いたことがある。

　──エミリオの、朝食会の席で。

「そう、エリック・パレデス」

　アールズが頷くのを見届けずに、ロージーは駆け出していた。

　ばんっ、と扉を開けて、廊ろう下かを見る。パレデスと孫娘のアンジェリカは、階段の前で何やら言い争っていた。

　ロージーはできるだけ気取られないように、慎しん重ちようにそちらに近づく。

（エリック・パレデス。聞いたことがある。元々デ・コスタに協力してた、メルキス系の資産家で、凄すごく力がある人だ。でも、アリスタ・ファミリーが進出してきてからは……）

　同じメルキス系のアリスタ・ファミリーについた、裏切り者。

　彼の財力と政治力のせいで、エミリオはアリスタとの戦いに苦労している。

　やがて、話を聞けるくらいまで近づけたところで、ロージーは大きな鉢はち植うえの陰かげにしゃがみ込んで隠かくれた。

「こんなことはもう止やめるんだ。映画スターより良い暮らしをさせてやっているだろう」

　老人──パレデスは、そう言って、反論しようとするアンジェリカの肩かたを抱だき、孫と目を合わせるために頭を傾かたむけ、覗のぞき込んだ。その仕草は、孫娘を庇かばっているように見える。

　護衛の男たちも、周囲に必要以上に警けい戒かいを払はらっているようだ。

（恐れている……何か、あったのかも。デ・コスタがこの前の工場の復ふく讐しゆうをしたとか？　それで警戒して、孫娘を迎むかえに来たのかもしれない）

　孫を抱く手の甲こうに白っぽい星形の火傷やけどの痕あとが見えたが、随ずい分ぶん古いもののようだった。たぶん、これまでも色々な危険な目に遭あってきたのだろう。

　パレデスが、何かに気付いたように孫の手元に目を留めた。

「なんだこれは！」

　パレデスの声は怒いかりで震ふるえている。

　彼はアンジェリカが持っていた着替えの中に金のイヤリングを見つけると、それを無む理り矢や理り奪うばった。

「あっ、だってそれとっても可愛かわいかったから──もらったのは私だし──」

「つけるなと言ったのがわからんのか！　金なぞ！」

　パレデスは、孫から奪った金のイヤリングを、床ゆかに叩たたき付けた。

　アンジェリカは何か言いたげだったが、パレデスは彼女の腕を引っ張って、階段へ向かった。

　ロージーは、彼らが護衛に守られて階段を下り、外に出るまで見送った。

　心臓がどくどくと動いて血液を全身に送り出し、一気に汗あせが噴ふき出してきた。

（……アンジェリカが、私の名前を聞いて怯おびえたのは、力を知っているからだけじゃない……）

　祖父がデ・コスタを裏切り、対立しているからだ。

　アンジェリカから、ロージーがこんなところで映画襲しゆう撃げきの理由を聞き出そうとしていたとパレデスに知られるかもしれない。

　護衛一人を連れただけで、ここにいると知られれば、襲おそわれるかもしれない。街中で派手なことはしないと思いたいけれど、最近の抗こう争そうの激しさを思えばそうとは言い切れない。パレデスについていた護衛はメルキス系、たぶんアリスタの組織の人間たちだ。

　気付かれたら、今すぐにでもロージーを襲いかねない。

「大変だ──」

　ロージーは青ざめて、きびすを返した。すぐに護衛と一いつ緒しよにここを離はなれた方がいい。

　でも、背後から、いきなり腕を摑つかまれた。

　引っ張られて、腰こしを抱かれて、密着される。

「ひっ……！」

　ごり、と脇わき腹ばらに硬かたい感かん触しよく。

　ちらっと見ると、リボルバーが青みがガンかった色ブルーに輝かがやいている。

　涙なみだがこみ上げてくる。その銃じゆう口こうから恐おそろしい鉛なまり弾だまが一発でも飛び出れば、命はない──

　そう、思ったのに。

「ばーん」

　嚙かみつかれそうなくらい耳元で、そう囁ささやかれた。

　ロージーは何が起こったのかよくわからず、呆ぼう然ぜんとして、立ち尽つくしていた。

　その彼女の身体からだをくるっとひっくり返して自分の方を向かせて笑うのは、つんつん撥はねた赤みがかったブロンド、三白眼の、ダリオだ。

「なんてな。びっくりした？」

　びっくり、した。

　ロージーはこくんと一つ従順に頷うなずいた。

　ロージーの様子に戸と惑まどって、ダリオは目の前で手を振ふる。

「おーい、ロザベラ？　ちょっとびっくりさせただけだろ。これ、レプリカだぜ？」

　……確かに、よくよく見れば、ダリオが持っているのは本物の銃ではなく、ロージーがアールズから衣装と一緒に渡わたされたレプリカだ。

　腰のガンベルトに差しておいたものを、密着された時に抜ぬき取られたのだ。

　ロージーは目眩めまいがして、膝ひざから崩くずれ落ちそうになった。ダリオが慌てて支えてくれる。

「どうしたんだよ。おーい」

　ロージーはダリオの腕にしがみついて身体を支え、上気した顔を上げて半泣きで訴うつたえた。

「驚おどろかさないで……」

「ん？　くっついてきて誘さそってんの？」

「腰が抜けただけ！」

　潤うるんだ目ですがりついたロージーも悪かったかもしれないが、実際膝が震えて倒たおれそうだ。

「どうしたの？　あっ、その人って確か──」

　様子を見に来たらしいアールズが、ロージーとダリオの様子を見とがめてそう言った。ダリオはそちらを睨にらみつけたが、すぐに気が抜けたみたいに溜ため息いきを吐いた。

「もういい、とにかく説明しろよ。俺はパレデスのじいさんつけてて、ここに来たら、なんでかロザベラがいたんだ。どうなってんだ？　つーか、その恰かつ好こう、何？」

　ロージーは自分の姿に羞しゆう恥ちを覚えて、俯うつむいた。

　アールズから撮影のために渡されたのは、カウボーイハットに、青いシャツ、刺し繡しゆうの入ったベストとブーツ、ペチコートで膨ふくらませたスカートだった。

　ロージーは顔を真っ赤にして、もじもじしながら、小さな、か細い声で言った。

「テストしてたの……」

「なんだって？　おい、こいつにいかがわしいことしようとしてたんじゃ──」

「なっ、失礼な！　一時的な遊びなんかより、女優を育てる方がよっぽど楽しいし生産的なことだよ！」

　ダリオとアールズが言い争いを始めそうだったので、ロージーは大きな声で間に入った。

「フィルムテスト！　してたの！」

　ダリオはロージーの姿を改めて見直して、納なつ得とくしたみたいだった。




　廊下ではなんだからと、ダリオはロージーを連れて元の撮さつ影えい室に入った。

「ロザベラを撮とったのか？」

　部屋に入るなり、ダリオはカメラに目を留めてそう言った。アールズは眼鏡をきらりと輝かせて、ロージーを撮った分のフィルムを手に、嬉き々きとして語り出した。

「ええ、演技はまあずぶの素人しろうとなんですけど、目が……いや、この色味は白黒フィルムじゃあわからないかもしれませんけど、でも、いい目をしてるんですよ。演技も磨みがけばきっと──」

　ダリオはアールズからフィルムを奪うと、床に叩きつけてケースを壊こわし、中のフィルムを引っ張り出した。フィルムがダリオの腕にひらひらと巻き付き、床に垂れる。映画のフィルムも写真フィルム同様、現像前に光に当ててしまっては感光して使い物にならなくなる。

　アールズが顔色を変えて、ダリオの腕うでに飛びついた。

「何するんですか！」

　ダリオは、フィルム代のつもりなのか、五十ダッラ札を何枚か床に放った。

「フィルムなんか残させるかバーカ。おら、ロザベラ、用がこれだけなら帰るぜ」

「あっ」

　確かに、ロージーがここにいることがいつパレデスとアリスタにばれるかわからないし、さっさと離れる方がいいだろう。

　でも、襲撃者がダリオだったとわかって安あん堵どしたせいか、ここに来て、欲よくが出て来た。

（襲撃の話、聞きたい）

　迷うロージーの顔をのぞき込み、ダリオは首を捻ひねる。

「パレデスと護衛のこと気にしてんのか？　さっきもやたらびくびくしてたもんな。大だい丈じよう夫ぶさ、何があっても今は俺がいるんだし。あのじいさん案外肝きもっ玉小さいからな、こんな目立つ場所で襲ってきたりしねーし。他ほかに何か気になることあるのか？」

　ダリオの言葉が背中を押した。確かにパレデスは厳いかめしくはあっても剛ごう胆たんな人物には見えなかったし、万が一襲ってきたとしても、ダリオの姿を一目でも見たら、彼らは今度こそ襲撃を断念するだろう。ゴーストタウンの轍てつは踏ふむまい。

　あの、とロージーは、迷いながらも口を開く。

「話を、聞きたくて……」

「話ぃ？　こいつからか？」

「そう、映画の──」

　言いかけて、ロージーは自分の失敗に気付いて、全身を強こわ張ばらせた。

　ロージーがこそこそ調べて回っているなんて知られたら、危ない真似まねはするなとセーフハウスに連れ戻もどされるかもしれない。彼はノアとは違ちがって、ロージーの味方というわけではない。

　でも、もう、一か八ばちか、賭かけるしかない。

「……アリスタの襲撃を受けたことについて、心当たりがあるか、どうか。それについて、教えてもらいたくて、交こう換かん条件にフィルムテストを受けてたの」

「そんなの、俺が一通り聞き出しただろ」

「それは知ってるけど、でも、まだ何か……」

「これじゃ台無しだよ！」

　フィルムをかき集めていたアールズが泣きそうな顔で叫さけぶ。

「お、教えて、くれないの、アールズさん」

「それは……」

　アールズは肩かたを落としたロージーを見て、困り顔をした。

　ぐしゃぐしゃの頭を搔かいて、さらにぐしゃぐしゃにして、諦あきらめたように溜息を吐つく。

「いいよ、教えてあげるよ。君のせいじゃないしね。フィルムを守れなかった僕と、そこの野や蛮ばんな穴けつ居きよ住人のせいだ」

「悪わりぃが、もう一回言ってくれねえか？　俺がなんだって？」

「はん、芸術を解さない君は、穴倉生活をまだ送っているくらい文明からほど遠い人間なんだろうってことさ！　デ・コスタだかなんだか知らないけどね、僕は別に君らなんて恐れ──!?」

「よし、おまえ俺とこれからデートな！」

　アールズの腹にパンチを食くらわせて沈ちん没ぼつさせたダリオが、咳せき込む彼の後ろ襟えり首くびを摑んだまま、ロージーに朗ほがらかな笑え顔がおを向けた。

「ロザベラ、後でな！　ちゃんと帰れよ！」

「だ、ダリオ、その人どうするつもりなのっ」

「えー、やだなー、ただのデートだぜー。俺この人とご飯食べて映画観みんのー」

　ロージーもびっくりするくらいの棒読みだった。

「だ、ダメ、ええっと、そうだ、ダリオ、パレデスさんの件はいいの!?　後つけてたって！」

　アールズの前でするような話ではないが、とにかくダリオを止めなければならなかった。というかアールズは呻うめいていて聞いていないだろう。

「ああ、あれ、もういいよ。スタジオ来た時点で他のやつと交こう替たいしたし。俺はここでやつが何してたのか見に来ただけ。まあ、孫まご娘むすめ探しに来ただけなんだけどよ」

「え、あ、じゃあ、その、私まだアールズさんから話聞いてないし！」

「そういやあ、なんだよ、それ、なんでロザベラがそんなこと知りたがってんだ？」

　ロージーは、一いつ瞬しゆん答えに困る。

　ダリオにあまり関かかわって欲しくない。

　でも、答えなければ、ダリオはアールズを解放してくれないだろう。

「……失敗を、取り戻さないといけないから」

　握にぎりしめた自分の手を見つめて、そう呟つぶやく。

　ダリオはしばらく無言でぼりぼりと頭を搔いていた。

「そんなら、俺もだな」

「────」

　ロージーは、顔を上げた。

（そうだ。ダリオも、『失敗』してる）

　ダリオも、エミリオの叱しつ責せきを受け、遺族に泣かれている。

　デ・コスタの男といっても、たぶんエミリオは失敗をしたら容よう赦しやしないだろう。部下や他の幹部からの信しん頼らいだって失ってしまったかもしれない。

　何より、死んだのは彼の部下なのだ。

　アリスタに一ひと泡あわ吹ふかせ、借りを返さなければならないのは、ダリオだって同じだ。

　目が合うと、ダリオはにやっと犬歯を見せて笑った。

「共同戦線と行くか？」

　物語の悪い狼おおかみみたいな顔だったけれど、ロージーは引き込まれるみたいに頷うなずいた。

　それから、ひとまず、まだむせている可哀かわい想そうなアールズのそばに膝を突つき、彼が話せるようになるまで介かい抱ほうした。




　襲しゆう撃げきの前に、監かん督とく宛あてに脅きよう迫はく状が届いていた。

　最初の脅迫状が届いたのはゴーストタウンでの撮影を開始した翌日、これまでに合計で三通だと言う。内容はすべて同じで、撮影を中止しろ、のみ。

　差出人の名前はなし。

　消印はウェストエンド市内の郵便局。

　タイプ打ちだから文字の癖くせも特にない。

　ここまでは、ダリオが監かん督とくから聞いた話と一いつ緒しよだ。

　アールズがダリオを睨にらみつけ不平を零こぼしながら話したところによれば、他にも、決まっていたはずのスポンサーが突とつ然ぜん契けい約やくを打ち切ってきたり、ごたごたが続いていたそうだ。

　だが、監督は困難があればあるほど燃えるタイプの人で、それらをものともせずプロデューサーと一緒になって資金を集め撮影を続行した。

　で、あの襲撃だ。

　ちなみに脅迫があったこと自体、ほとんどのスタッフには内ない緒しよだという。もしも事前に脅迫を受けていたことがばれれば責任問題にもなりかねないので、警察にも言っていない。

（結構いい加減なんだなあ……）

　帰りの車中でアールズの話を思い出しながら、ロージーは胸中で呟く。

　それ以上の情報を得られないまま、ロージーはダリオの車に乗せてもらい、セーフハウスに戻るところだ。護衛は別の車ですぐ後ろからついてくる。

「それにしてもよお」

　エンジンと風の音に負けないよう、運転席のダリオは声を張り上げた。

「なんでやつら、映画の撮さつ影えいを止めさせたがったんだ？　別にありゃよくある娯ご楽らく映画だろ」

　ロージーも、そこが不思議だった。

　無理を言って脚きやく本ほんと設定資料は貸してもらうことができた。

　映画は、幼なじみだった保安官とならず者の対決がテーマで、平和な町で殺人が起き、それをならず者のしわざと疑った保安官が事件を調べるという筋だ。勿もち論ろんフィクション。

　社会問題を扱あつかった映画に対して、それを快く思っていない人間が犯罪組織に妨ぼう害がいを依い頼らいする、というのは聞く話だけれど、今回はそれに当てはまりそうにない。

　組合と会社の関係も、今は悪くない。

（大作ってほどでもない娯楽映画で、今はまだ話題にもなってない作品だから、ライバルの映画関係者がアリスタに頼たのんだにしても、ここまでさせるとは考えにくい。もし関係しているならパレデス？　撤てつ退たいしたスポンサーにはパレデスの資本も入っていた……）

　膝ひざの上に置いた設定資料をぱらぱらとめくってみる。

　資料の束はかなり分厚くて、まだざっと目を通しただけだ。

（でも、パレデスにも特に利害関係はなさそう……パレデスの収入はホテルと賭と場ばからのものが主で、あの映画がそのどちらかに関わっているようには見えない。やっぱり、監督に恨うらみを持っている映画関係者がアリスタに頼んだのかなあ）

　その時、徐じよ々じよに速度を上げていたダリオが、いきなり車線変へん更こうして前の車を抜ぬき去った。ロージーは車内で揺ゆさぶられて運転席側に押しつけられて、悲鳴を上げ──

「あ！」

　資料から、手を離はなしてしまった。

　ダリオの車はオープンカーだ。慌あわてて身を屈かがめて資料を抱かかえ込んだものの、数枚の写真が走行風に煽あおられて手元から飛んでいく。手を伸のばそうにも、資料の束から手を離すわけにもいかない。

　だが、ダリオが片手をハンドルから離し、散らばりかけた写真を、ぱっと宙で摑つかみ取った。

　運転で前を見ていたはずなのに、凄すごい反射神経だった。

「あ、ありがとう」

「へへっ」

　ダリオは、ロージーに写真を渡わたしながら、何故なぜか嬉うれしそうににまにまと笑っている。

「……何？」

「いやー、ロザベラに感謝されるのってなんか気持ちいいなあと思ってさ」

「……そう？」

「そう！」

　ダリオは手を伸ばしてロージーの頭を撫なでた。

　子どもにするような撫で方で、ロージーは最初はびくびくしたものの、それ以上何もされないとわかると、一応おとなしく撫でられるままになった。

　そうするとダリオは、また嬉しそうに笑って言うのだ。

「懐なつかない猫ねこの頭撫でられた時みてー！」

「……ね、猫じゃない」

　ロージーは赤面して、ダリオの手を払はらった。

　けらけら笑うダリオを放っておいて、返してもらった写真に目を落とす。順番がぐちゃぐちゃになってしまったが、これは果たして、どこに入っていたものだったか。

　ダリオが摑んだせいで皺しわができてしまった写真を、できるだけ手で伸ばす。

　けれど、何枚目かで、ロージーは、その手を止めた。

　写真は、どこかの壁かべに貼はられた手配書を写したものだった。若い男性を正面から撮とった写真の下方に、名前、罪状、特とく徴ちようなどが書かれている……ようだが、文字が書かれている大部分は風に煽られたのか、めくれていてほとんど読めない。

（これ、あの撮影場所でも見た）

　襲撃を受けた時逃にげ込んだ店内で、ちらりと目にした手配書だった。ロケ地となるゴーストタウンの資料として写真に収められたものらしい。

（？　何か……あれ？　なんだろう、変な感じがする）

　手配書が気になって隅すみ々ずみまで読んで、最後にもう一度、写真を見つめた。

（……パレデスに、似てる？）

　写真の男性もパレデスと同じメルキス系のようだった。

　もじゃもじゃの髭ひげが顔の半分を覆おおっていて、人相はほとんどわからない。頰ほおにあったほくろも確かく認にんできない。

　ただ、髪かみの間から垣かい間ま見みえる、目が。

　今のパレデスよりも剣けん吞のんな雰ふん囲い気きがあるが、目の形も、眼光の鋭するどさも、似ている気がする。

「パレデス……？」

　ロージーの呟きを聞きとがめて、ダリオが、何が、と聞き返してきた。




　食堂のテーブルも、曲げ木の椅い子すも、屋や敷しきのものよりもずっと庶しよ民みん的な代しろ物もので、ロージーにはむしろ馴な染じんだ雰囲気があった。

　ダリオにセーフハウスに送り届けられたロージーは、食堂の椅子に座って考え込んでいた。

　ダイニングテーブルの上には、アールズから無理を言って借りた設定資料と、脚きやく本ほん。一番上に、パレデスに似た男の写真。

　似ている、と思う。

（でも、どういうこと？　パレデスの過去って、どんなものだったの？　裕ゆう福ふくな金鉱主じゃなかったの……？）

「顔上げろ」

　一人だと思っていたのに突とつ然ぜんそういう声が聞こえて、ロージーは弾はじかれたように顔を上げた。

　ノアが、食堂の扉とびらを開けて立っている。どこか気け怠だるそうで、脱ぬいだジャケットを肩かたからかけたベスト姿だ。

「ノア……今日は来られないのかと思ってた」

　ロージーは一日ぶりに兄の顔を見られて嬉しくて、立ち上がって彼を迎むかえた。

「あっ、何か食べる？」

「いい──それより、話がある。映画会社に行ったとダリオから聞いた」

　ノアの声は、いつもより低い。彼の苛いら立だちに気付いて、ロージーは身を竦すくめる。

「あ、えっと……調べたいことがあって……」

「一人で動くな。セーフハウスに移されたのが何故かわかっているだろう。おまえは狙ねらわれているかもしれないんだ」

　ノアの言葉は尤もつともだけれど、ロージーにも言い分はある。

「で、でもね、一人で行ったわけじゃなくて、護衛の人と一緒だったから……エミリオも、黙もく認にんしてくれてるってことだと思う、の……」

「だからって隙すきを見せるな。危険なことは俺がやる。おまえは──」

「それじゃあノアに迷めい惑わくかけちゃうもの……」

　ノアは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして、乱暴に椅子を引いて座った。

　忌いま々いましげにロージーを睨みつけて、一語一語、区切るようにはっきりと言った。

「言っておくが、俺は、おまえのことを迷惑だなんて思ったことは一度もない。おまえのために俺が動くのは当たり前のことだ。おまえは俺の妹なんだからな」

「…………」

　それは、わかっている。

　でも、なんだか、辛つらい。

（『妹』として大事にされてるのはわかってる。でも、それじゃあ、『私自身』は……）

　黙だまり込んだロージーを見て、ノアは嘆たん息そくを一つ漏もらして話題を変えた。

「……とにかく、今日何があったのか教えろ」

　ロージーは納なつ得とくできないまま、小さく頷うなずいた。




　ロージーの話を聞くと、ノアはパレデスについてざっくりと説明してくれた。

　今日の会議でも話題に上ったが、アリスタ・ファミリーとの抗こう争そうにおいて、やっかいなのがパレデスの存在だ。

　ゴールドラッシュの時代に富をなしたパレデスはウェストエンドでは名の知れた資産家で、最高級ホテルを所有し、その地下のカジノでは途と方ほうもない金額が日々やりとりされている。

　彼の賭場は市内のあちこちにあり、これまではデ・コスタともうまくやってきた。

「だが、やつはアリスタがメルキスから進出してきた時、俺たちとの取引を止やめた。やつは年で、後こう継けい者しやもいない。たぶん、今の賭場をアリスタに譲じよう渡とするつもりだろう。デ・コスタはそれを絶対に阻そ止ししたい」

　ノアがかいつまんで教えてくれる内容を、ロージーは必死になって頭に叩たたき込んだ。

「パレデスはアリスタの重要なコネクションだ。警察と渡りを付けているのもやつだ。メルキス移民としては伝説級の成功をした男で、金も名声もある。あいつがついている限り、アリスタとの抗争では苦しめられるだろう」

　警察に協力させて店を摘てき発はつする手は使えないし、資金もコネもあるのなら、隠れ家がや武器にも困らない。パレデス側の新聞がデ・コスタ支配を批判する記事を載のせ、市民感情を煽り始めているのも問題だ。政治家はまだデ・コスタの手の内だが、このままの状じよう況きようが続けばどうなるかはわからない。

「……パレデスがアリスタについたのは、どうして？」

「同郷のよしみか、元々腹に一物抱えてやがったか──食えねえじいさんだ。メルキス系の人間を警護に雇やとって、隙もねえ。家族は孫が一人。おまえが昼間に会った娘むすめだ」

「もしも私がパレデスとの交こう渉しよう材料を見つけられれば、デ・コスタは有利になる？」

「ああ。パレデスを『説得』して、アリスタから手を引かせられればな。だが、そんな交渉材料が、どこにある？　エミリオだってパレデスについては調べているが、決め手に欠いているんだ。おまえは確かにパレデスに出会ったが、本人と言葉を交かわしたわけでもない。弱みでも見つけられたって言うのか？」

「それ、は、わからないんだけど……」

　ロージーは、手配書の男がパレデスに似ていたことについて、かいつまんで話した。

　話を聞き終えたノアは、難しい顔で腕うでを組んだ。

「確かに、金鉱主になる前の経歴については、謎なぞの部分も大きいが……」

「調べられないの？」

「……ウェストエンドに保管されていた文書記録は、七年前の大火で焼しよう失しつしている場合が多いんだ。地方に行けばまだ何か記録が残っているかもしれないが、どこに書類があるのかわからない。やつがメルキスからどうやって金鉱山までたどり着いたのか、その辺りのことはほとんど何もわかってないんだ」

「……そう……」

　しかし、そう考えると、却かえってあの手配書の写真が怪あやしく思えてくる。あれは何十年も前の手配書だ。パレデスが金鉱主として有名になる前の。

　なら、あの手配書の男がパレデス本人だという可能性もある。

（手配書と……映画の撮さつ影えい。完全な形の手配書が見つかれば、もっと情報も増える。保安官事務所に記録が残っていたりしないかな？　ううん、当時の新聞記事ならわかるかも。図書館か新聞社に行けば見つかるかもしれない……）

　ロージーは、その思いつきをノアに話してみることにした。

「ねえ、新聞を調べたら、事件のことが載ってたりとか──」

「この写真だけで、年代もわからないのにか？」

　ノアが手配書を写した写真を摘つまんでぴらぴらと揺ゆらしながら、そう言った。

「年代はわかるの。あの、覚えてるから。前に一度、映画のロケ地で見たことがあって」

「……いつだ？」

「事件を起こしたのは、四十一年前の五月。でも、他ほかは……ちらっとしか見られなかったから。どんな事件かは覚えてないけど……」

　ノアは信じられないのか眉まゆを顰ひそめたけれど、すぐに何か思い出したように呟つぶやいた。

「そうか、おまえは『数字に強い』んだったな。もう一度撮影現場に行けば手配書がまだ残っているかもしれないが、何にしろ今日は遅おそい。明日動けばいい。今日は寝ねろ」

「うん……」

　力なく頷きながらも、ロージーはパレデスについて考え続けていた。

　富ふ豪ごうだけれど、警けい戒かい心しんが強そうな、老年の男。

　賭と博ばくで稼かせいで、犯罪に手を染めてはいても、自分と孫の命は惜おしいものだ。

　そんな人が、命を狙われる危険を冒おかしてまで、アリスタに寝ね返がえるものだろうか。

　ノアが立ち上がって部屋を出て行こうとしたので、ロージーはテーブルを回り込んで彼のそばに駆かけ寄った。

「もう行くの？　えっと、ご飯とか……」

「…………何かあるか？」

　ノアは少し迷っていたが、そう言った。たぶん、空腹だからじゃなくて、ロージーが懸けん命めいに彼を引き留めようとしたから。

「うん、待っててね」

　ロージーは小走りで台所に入って、冷蔵庫に入っていた冷えた鶏とり肉にくとトマトでサンドイッチを作り、コーヒーを淹いれて戻もどってきた。

　彼が無言で食べ始めるのを見て、ロージーはホッとする。これで、ノアが食べ終わるまでは一いつ緒しよにいられる。

（ダリオやエミリオと結けつ婚こんすることになったら、もうノアとこんな風に過ごせなくなるんだ）

　そう思うと胸が苦しくて、辛い。

　ノアはロージーが初めて得た『家族』だ。

　彼のそばにいるのは楽しいことばかりではない。ノアのことをまだちょっと怖こわいと思うこともあるし、嫌きらわれたりしないか不安になることもある。

　でも、彼と離はなれたくないし、怖いことがあっても、彼のそばにいたいと思う。

「……昼間はダリオと一緒だったんだろう」

「えっ」

　急に、ノアから話を振ふられて、ロージーは驚おどろいて声を上げた。

　ノアは一いつ旦たん食事の手を止めて、じろりと彼女の顔を見た。

「ダリオだ。あまりあいつを信用しすぎるな。箍たがが外れたら何をするかわかったもんじゃねえ。何かあってもあいつを頼たよるな。俺に、言え」

「……う、うん？」

　ダリオと映画会社で会ったのは偶ぐう然ぜんだったし、ロージーだってダリオを信用しているつもりはあんまりなかったけれど、そう言われて、神しん妙みような顔で頷いた。

　でも、今の言い方は、何か引っかかる。

　上手うまく説明できないけれど、ノアにしては感情的というか、ちょっと変な感じがしたのだ。

　ノアはふて腐くされたような顔で、再びサンドイッチに嚙みついている。

「ノア、あの……」

　きつい眼まな差ざしを向けられて、ロージーは言葉に詰つまって視線を逸そらした。

（気のせい、かな。ダリオのことを危険だと思ってるから、私を気き遣づかってくれてるのかな。ノアって、やっぱりちょっと心配性しよう、なのかも……？）

　ロージーはひとまずそう結論づけて、頭をパレデスのことに切り替かえた。

　パレデスとアンジェリカは、ごく普ふ通つうの祖父と孫といった雰ふん囲い気きだった。パレデスはアンジェリカを心配して叱しかっていたけれど、それも彼女を愛しているからなのだろう。

（そういえば、アンジェリカの金のイヤリングを捨ててた。あれ、アールズさんが届けてくれたのかな）

　ふと、床ゆかに捨てられたイヤリングのことを思い出す。

　パレデスは、自分の指には指輪を嵌はめていたし、別に装そう飾しよく品を嫌きらっているわけではなさそうだった。あのイヤリングを捨てたのは、どうしてだったろうか。

（……あれ？　金なんて、みたいなこと言ってた？）

　何か、重大な違い和わ感かんを覚えて、ロージーはやりとりの細部を思い出そうとする。

「金なんぞ……？」

　ロージーの呟きを聞いて、ノアがサンドイッチから顔を上げる。

「金がどうした」

「パレデスが言っていたの。金なんぞ、って。孫まご娘むすめのアンジェリカが金のイヤリングをしていたんだけど、それを見つけて、怒おこって、彼女のイヤリングを奪うばってしまって……凄すごく怒って、金なんぞ、って言ってた……おかしい、よね？」

　だって、パレデスは金鉱山で身を立てた人物なのに。

「……パレデスが、金製品を嫌っているという噂うわさは聞いたことがあるな。あいつに金時計を勧すすめた時計屋が何か言っていたはずだ。断られて罵ののしられただか」

　ノアの言葉が、ロージーの違和感をさらに強いものにする。

「パレデスが金製品を嫌ってるのって、何か理由があるのかも。金鉱山を手に入れた時か、手に入れた後、何か……トラブルがあったんじゃない？　そのせいで、金を嫌いになった、とか」

「あり得るな。パレデスが金鉱山を買い取った経けい緯いは世間には詳くわしく知られていないが、実際は騙だまし取っただの、詐さ欺ぎ同然だっただのって話だ。何にしろ綺き麗れいなやり方じゃねえのは確かだ。……手配書の事件が四十一年前なら、やつが金鉱山を買い取る一年前のことだ」

「じゃあ、その辺りから調べ始めれば……」

　書類がダメになっていても、当時の新聞ならあるはずだ。調査のとっかかりができて、ロージーは幾いくらか安あん堵どした。

　ノアは急に立ち上がった。気付くと皿はもう綺麗になっている。

　彼は最後に温ぬるくなったコーヒーを一気に飲むと、ロージーに言った。

「俺は当時のことを知る人間を探してみる。……飯、わざわざ用意させて悪かったな」

「うっ、ううんっ、いいのっ！　簡単なものでごめんね」

　見送るために席を立って、部屋を出て行くノアについていくと、別れ際ぎわ、彼はちらっとロージーを見て言った。

「……コーヒー、うまかった」

「…………！」

　その時の、胸が締しめ付けられるような喜びを、どう表現したらいいのか。

　自分のしたことで、大好きな人がほんの少しでも、喜んでくれた。
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（……奇き跡せき、みたい……）

　今まで、自分を何もできない、取るに足らない存在だと思ってきたけれど、ノアはそれが違ちがうということを何度も繰くり返しロージーに教えてくれる。それは、空にあった星が自分の胸の中に突とつ然ぜん飛び込んできたみたいな、とんでもない奇跡だった。

（嬉うれしい……!!）

　喜びのあまりぼうっとして、ろくに挨あい拶さつもできないまま、ロージーはノアを見送った。




「手配書はなくなってた」

　翌日の夕方、ロージーはセーフハウスでノアの電話を受けた。

　その日の午前中に電話がかかってきて、ノアがゴーストタウンに行って手配書がないか確かめ、ロージーは市内の図書館や新聞社でパレデスが金鉱山を得た当時の業界誌や、事件が起こった日の新聞を探すことにした。

「そう……」

　ノアの一報を聞いて、ロージーは受話器を両手で握にぎったまま、肩かたを落とした。

　現場検証のために警察が出入りし、今はセットの撤てつ去きよのために映画関係者が出入りしている。手配書はロージーが見た時点で壁かべから剝はがれて地面に落ちていたし、そこからどこかへ消えたとしてもおかしくはない。あるいは、パレデスが誰だれかに頼たのんで持ち去ったとしても。

「そっちはどうだ」

「あ……まだ調べているところなの。確かにパレデスは金鉱山を随ずい分ぶん安い値段で買ったみたいだけど、詐欺って言えるほどかはわからない……売り手もお金に困っていたみたいだから、買い叩たたいたのかもしれないけど。四十一年前の五月の方は、たぶんこれかなっていうのが幾つか絞しぼれたけど、どれも事件についてあまり詳しくは書かれていなくて。強ごう盗とう事件か、詐欺事件か……もしかしたら、営利誘ゆう拐かいかもしれない。容疑者の名前はまだ調べきれていないの」

「わかった。俺はウェストエンドを離れるが、二、三日で戻る。それまでおとなしくしてろよ」

「えっ、どこか行くの」

　受話器越ごしの一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、ノアが言った。

「パレデスが金鉱山を手に入れた当時の、山師仲間だった男を見つけた。今は東海岸にいる」

「どうやって見つけたの？」

「どうにかしてだ」

　ノアはそう言って話を切り上げようとした。

（危ない橋を渡わたったんだ……）

　記録が残っていないのなら、当時を知る人間に尋たずねるしかない。

　けれど、その『当時を知る人間』を探し出すのは並なみ大たい抵ていの苦労ではなかっただろう。

　ロージーは不安を抱いだいて尋ねた。

「でも、エミリオにはなんて言って行くつもりなの？」

「東海岸にも取引相手はいる。そいつに会いに行くと言えば──」

「待って、ノア。エミリオに噓うそ吐つくの!?」

　ノアの溜ため息いきが、僅わずかに聞こえた。

「俺が行くと言ってるんだ。おまえはどうせウェストエンドを出られねーだろ」

「そうだけど、でも、噓が知られたら、ノアがエミリオに責められる。その人をこっちに呼び寄せることはできないの？　電話とか、人に頼むとか……」

「俺が行くのが一番確実だ。人に任せられる仕事でもねえし、電話じゃ口を割らねえよ」

　その通りではあるのだが、ノアの言い方に、ロージーは嫌な予感を覚える。

　受話器を強く握って、声を潜ひそめて問い質ただす。

「……その人に、酷ひどいことをするの？」

「素す直なおに喋しやべれば何もしない」

　至し極ごくあっさりと、感情を動かした様子も見せず、ノアは言ってのける。

（口を割らなければ、何か、悪いことを、するかもしれない）

　人ひと質じちを取るとか、その人自身を傷つけるとか。きっとノアは、ロージーが知らない方法も知っていて、必要な情報を何が何でも手に入れるのだろう。

　ロージーが、パレデスの情報が欲しいと言ったせいだ。

　そのせいで、ノアはエミリオに噓を吐くし、罪を犯おかすことになるかもしれないのだ。

「私が、ノアに、悪いことを、させてしまうの？」

　ロージーとノアは父違いの兄妹きようだいのはずなのに、ノアはデ・コスタで犯罪に塗まみれて生きてきた。ロージーはそのことを思うといつも胸が苦しくなる。

　悪いことはいけないことだ、とロージーは思う。他人を傷つけたり脅おどしたりするのは、本当はいけないことで、ロージーは悪いことをしようとするといつも怖こわくなる。

　ノアは口ではつっけんどんなところがあるけれど、本当は優やさしい人だから、きっと罪を犯すのは辛つらいことのはずだ。

「ノア、みたいな、優しい人に……」

「ロザベラ」

　優しい、諭さとすような響ひびきの声だった。

　ノアの、低音の、掠かすれ気味の声が、時々ひどく甘く聞こえることがある。

「俺は、おまえにだけ『優しい人』でいられれば、それでいい」

　それはたぶん、彼の言葉が、とても甘いから。

　その言葉で、彼の愛で、ロージーの胸は満たされて、はち切れそうに痛い。

　愛されて、いるのだと思う。

　自分には、勿もつ体たいないくらい。

　けれど、思いを堪こらえて、ロージーは言った。

「お願い、ノア。その人を、ここに連れてきて。それだけでいい。それ以上の『悪いこと』が必要なら、私がする」

「おまえの仕事じゃねえよ。俺の仕事だ」

「ノアは、私を組織に誘さそったのに、悪いことは全部自分がするつもりなの？」

　彼が自分を愛してくれているのはわかっている。

　でも、こんなふうに守られるのは、悲しくて、辛い。

　ノアと同じ場所に立っていたい。

「私にも、悪いこと、させて」

　同じ色に、染まらせて欲しい。

「…………ダメ、だ」

　どこか苦しそうな声で、ノアは絞り出すように言った。

「ダメだ。おまえはここにいればいい。手を汚よごすのは俺一人で十分だ。おまえは妹だろう」

　妹──決まり文句みたいに、彼はまたそう言った。

（私を誘い込んだくせに。私に手を汚させたくないんだ。私が、妹だから……）

　これから先も、ずっと、こんなふうにロージーを庇かばって手を汚し続けるつもりだ。

（そんなこと、させない）

　ノアの頑がん固こさは、短い期間でもよくわかっていた。彼はこうと決めたら絶対に変えない。

　ロージーに、そんな強さはなかった──以前までは。

　ノアと出会って、ロージーは変われた。

「その人の連れん絡らく先を教えて。来てもらえないか試ためしてみる。私にできることなら私がすべきだと思う。私が、自分のためにやってることなんだから。ノアが私に手を汚して欲しくないって思ってるように、私だって、ノアが私のために手を汚すのなんか──」

「いい加減黙だまれ」

　苛いら立だった、声。

　普ふ段だんあまり聞かない調子の声だ。

　ロージーはひるみそうになるのを堪えて、声を張り上げた。

「黙ら、ない！」

　欲しいものは欲しい、ダメなものはダメ。

　我が慢まんして諦あきらめるのではなく、傷ついても求め続ける生き方を、ロージーは選んだ。

（譲ゆずらない。譲っちゃダメだ。そうしたら、ノアは、この先も、私のために手を汚し続ける）

　そんなのは、嫌いやだ。

「──良い子で待ってろ。切るぞ」

「ノア！」

　叫さけんだけれど、それが聞こえたのかどうか、ノアはすぐに電話を切ってしまった。

　ロージーはセーフハウスの玄げん関かんに立ち尽つくし、受話器をゆっくりと電話機に戻もどした。




　ウェストエンドの市立図書館は四階建ての古い建物で、開かい架か閲えつ覧らん室には、古代からの高名な学者や賢けん者じやたちを描えがいた天てん井じよう画ががある。

　ロージーはその下で天井を見上げることもなく、書架から持ってきて積み上げた業界誌のバックナンバーや古い新聞を読み漁あさっていた。

　パレデスが鉱山買収をした時に作った会社、買収にかかったと思われる費用、他ほかの競争相手の動向。会計と数字はロージーの得意分野だ。

　けれど、朝から調べてわかったのは、おそらく鉱山買収の前にパレデスが脅しや詐さ欺ぎまがいのことをしていただろうという程度。これでは交こう渉しよう材料としては弱すぎる。

（せめて、私が、何か手がかりを見つけられたら。そうしたら、ノアは危険なことや、悪いことをしなくても済むかもしれない）

　昨夜は遅おそくまで色々考えごとをしていてよく眠ねむれなかったから、少し疲つかれていたけれど、休む時間も惜おしかった。ノアが電話のあと夜行列車で東部に行ったのなら、着くまでにはまだ何時間かかかるだろう。

　けれど、早く手がかりを見つけてノアに報しらせたいと焦あせれば焦るほど、目が滑すべって疲ひ労ろうばかり蓄ちく積せきしてしまう。

　目を擦こすりながら、ロージーはもう一度、頁ページに目を向けた。

　それは、『未解決事件大全』と題された本だった。猟りよう奇き的な事件が好んで取り上げられた本で、正直吐き気がしてくるような陰いん惨さんな描びよう写しやも多かったけれど、堪えて読んでいた。

　目当ては、パレデスらしき人物が写っていた手配書の事件。

　四十一年前の五月という手がかりから幾いくつかの事件に的を絞しぼって調べてみたものの、時の経過とともに世間の関心も薄うすれていくのか、新聞記事だけでは捜そう査さの詳しよう細さいは追い切れなかった。

　そんな時図書館で見つけたのがこの本だった。

（手配書の男の人がパレデスだとすると、捕つかまってないから事件は『未解決』になるはず……）

　手配書が回されるということはそれなりに大きな事件だろうし、この本に書いてある事件のどれかでもおかしくない。

　でも、日付が一いつ致ちするものがない。

　残り少ない頁では、小さな事件が幾つかまとめて紹しよう介かいされていた。銀行強ごう盗とう、列車強盗、詐欺事件……紹介の文章も少なくて、勿もち論ろん写真も載のっていない。これでは、もしもパレデスのことについて書かれていても、それとわからないかもしれない。

　ロージーは徒労に終わるのではないかという恐きよう怖ふを覚えながらも、頁をめくった。

　新しい頁を開いた時、最初に飛び込んできたのは、『五月』という言葉だった。

　ロージーは呼吸も忘れて、前後の文章を慎しん重ちように読み進めた。

　四十一年前の五月の午後、コットン銀行が襲おそわれて、貸金庫の貴金属がごっそり失われた。犯人は三人。

　そのうちの一人の記述を読むうち、ロージーは顔色を変えた。

　通つう称しようピック、本名はホルヘ・アルマンサ。当時二十二歳、二年前までメルキスの軍隊に所属、特とく徴ちようは右手の甲こうにある星形の火傷やけどの痕あと。

「火傷……！」

　孫を抱だくパレデスの手にも、火傷の痕があった。

　思わず声に出してしまい、周りの人に睨にらまれてしまう。

　ロージーは口を噤つぐんで、貸し出し手続きのためにカウンターに急いだ。




　図書館からセーフハウスに戻ったロージーは、すぐにノアに連絡を取ろうとした。情報があればノアは無理をせずに済むかもしれないからだ。

　ノアから教えられていた番号を電話交こう換かん手しゆに伝え、宿しゆく泊はく予定のホテルのフロントに伝言を頼たのんだのに、ノアは連絡を返してくれなかった。

　もどかしさを堪えながら夕方にもう一度電話をしても、同じだ。フロントの話では、午後チェックインしてきた時に電話のことは伝えたが、その後またすぐ外出して戻っていないという。

（私のこと避さけてる）

　想像以上にノアが頑固で、ロージーは唇くちびるを嚙かみ締しめる。

（このままじゃせっかく手に入れた情報を伝えられない……もういい、電報にしよう。長ちよう距きよ離り電話よりその方がいい）

　問題は文面だ。人ひと伝づてになるから、あまりあからさまに犯罪に関かかわるような表現は使えない。アリスタとか、パレデスとかいう名前も避けた方がいいだろう。

　とにかく、ノアがこちらに連絡する気になるような内容だ。

　ふとあることを思いついたロージーは、試しに部屋にあったメモに文章を書いてみた。

「これでいい、よね」

　少しノアを驚おどろかせてしまうかもしれないけれど、避けているあちらにも問題がある気がする。

　ロージーは書き物机からメモを手に立ち上がった。




　電報を打った三十分後にはセーフハウスの電話が鳴った。

　困こん惑わくした顔の護衛の一人から受話器を受け取り、耳に当てる。

　ノアの声が、雑音混じりに聞こえてきた。

「無事なんだな？」

　少し切せつ羽ぱ詰つまったような、でも半分は答えを確信して呆あきれたような声だった。

　ロージーは落ち着いた声で答える。

「うん、無事だよ」

「……電報は俺に連絡をさせるためか」

　ロージーが電報に使った言葉は、とても少ない。




　──助けて。ロージーより。




　それだけだ。

　だから、ノアは、こうして電話を掛かけてきてくれた。

「……切るぞ」

　別に危険が迫せまっていたわけではないとわかったノアは、だんだんと苛立ちが募つのってきたらしく、それが声に表れている。ロージーは慌あわててそれを遮さえぎる。

「待って、本当に、助けて欲しいから」

「ふざけるな。二度とやるなこんなこと」

　……苛立ちどころではない。ロージーは電話越ごしでも身を竦すくめる。

　長距離電話は雑音が多くて声が聞き取りにくいけれど、彼の怒りだけははっきりとわかった。

　やっぱり勢いに任せてとんでもないことをしてしまった、と思う。

　でも、どうしても、伝えたかったのだ。

「……切るぞ」

「待って！」

　電話を切られる前にと、ロージーは早口で、手配書の男についてわかったことを報せた。

　説明を黙だまって聞いた後、ノアはロージーに確かく認にんした。

「おまえは、そのピックという男が、パレデスだと思うんだな？　過去のパレデス本人だと？」

「……そう、だよ」

　メルキス系で、手の甲の火傷痕──目元も似ている。年ねん齢れいも計算が合う。

　電話ではノアの顔が見えなくて、彼が何を考えているのかわかりにくかった。

　ノアは大たい抵ていロージーの考えを無下に否定しないが、それでも、長い間意見を求められることもそれを肯こう定ていされることもなかったロージーは、緊きん張ちようして、受話器を握にぎる掌てのひらに汗あせを搔かく。

「……わかった。次の接せつ触しよくの時にはその名前を出して反応を見よう」

　思わず、ほっとして息が漏もれた。それが送話口に入ってしまって、ロージーは顔を赤らめ、見られてもいないのに、俯うつむいた。

「あっ、あのっ、ありがとう……話を、聞いてくれて」

「……話す、ことは、色々あるが」

　珍めずらしく、言葉に迷うように、ノアはぽつりぽつりと言った。

「帰ってからだ。おまえは少しは反省しろ」

「う……ノア、だって」

「聞き出せたことは後で手紙で送る。もうあんな手は使うな」

「あっ、ノア！」

　ロージーは、受話器を強く握って、送話口に口を近づけた。

「私、ノアのこと、困らせたくないの。でも、困らせてしまって、凄すごく、嫌いやなんだけど、でも、やっぱり、ノアには、もっと、自分を大事にして欲しいの」

　周りに聞かれないかと怖こわくて、周囲を見回して、それでようやく、小さな声で、呟つぶやく。

「私、ノアのこと、だ、大好きで、大事に思ってるから。だから、お願い、無む茶ちや、しないで」

　ノアからの返事はない。

　沈ちん黙もくが怖くて何か言おうかと思ったけれど、我が慢まんして言葉を待った。

　やがて、ノアはいつもより低い、掠かすれた声で、囁ささやくように言った。

「なかなか、難しいことを言う」

「ノア！」

　それきり、電話は切られてしまう。

　ロージーは受話器を握りしめて、肩かたを落とした。
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「それは、難しいだろ、ロザベラ」

　ホテルのロビーに設置された電話ボックスの中で、ノアはそう呟く。すでに受話器は置いて、声はロザベラには届かない。




『私、ノアのこと、だ、大好きで、大事に思ってるから。だから、お願い、無茶、しないで』




　ロザベラの声が、拙つたない懇こん願がんの言葉が、耳の奥に残って心をくすぐる。

　成長不良気味の小さな身体からだ。自分と似た、青い目。最初の頃ころは不安そうな表情ばかり浮うかべていたが、最近ようやく、少し笑うようになった。

　その存在を知った時から、妹なのだから守ろうと思った。

　出会う前から、そう決めていた。

　自分を産んだ可能性が高いファビラという女性を、ノアはほとんど知らない。写真で顔を見たことがあるだけで、物心ついた時にはもういなくなっていた。以前から、デ・コスタの息がかかった病院に入退院をくり返し、そこで出会った男と駆かけ落ちしたと聞いている。

　本当の母がロザベラを愛し、ロザベラの幸せを願っていたのなら、母の代わりにそれを叶かなえたいと思った。

　施し設せつに迎むかえに行った時、ロザベラは初めて出会う従兄いとこに戸と惑まどい、泣きそうな顔をしていた。

　血ち腥なまぐさい世界に放り込まれた彼女は必死でもがいて、そのうちに、最初の頃よりももっと強い目をするようになった。

　ノアが守ろうと思っていた少女が、今はノアを守ろうとして、必死になっている。

　そして、そんな彼女のためだから、ノアは『無茶』をしてしまう。

　自分が下ろした受話器を見つめて呟く。

「……愛している、ロージー」

　妹だからだ。

　そして、ロザベラがあんまりにも懸けん命めいだから、ノアを必死に愛してくれるから、余計にノアは彼女のためになんでもしたいと思ってしまう。

　これが、デ・コスタの助けになることとわかっていても、せめて、もう少しだけ。

　今デ・コスタを破は滅めつさせられないノアがロージーのためにできるのは、デ・コスタに彼女の居場所を作ってやることだったから。

　ノアは電話ボックスを出て、ホテルのエントランスへ向かった。

　優やさしい声も目も、ボックスの中に置き去りにして。







　４　コン・ゲーム─Con Game─







　情報は出そろった。

　ノアからの分厚い手紙の中身は、すべてパレデスの山師仲間だったという男の証言だ。

　男は最初こそ告白を躊躇ためらったが、『ピック』ことホルヘ・アルマンサの名前を出すと誤ご魔ま化かしきれないと悟さとったのか、最終的にはすべてを吐はいた。

「ホルヘ・アルマンサが、エリック・パレデス……」

　一気に読み終えたロージーは、手紙をテーブルに置いた。

　ホルヘ・アルマンサは四十数年前、ゴールドラッシュに沸わくアルゴ合衆国にやってきたメルキス人で、西部で銀行を襲おそって賞金をかけられた。

　その後アルマンサは姿を消した。メルキスに逃にげたのだと考えられていた。

　だが、実際には彼こそがエリック・パレデスなのだと、かつての仲間は言うのだ。

　彼はホルヘ・アルマンサが過去を消し、大成するのに手を貸したと言う。

　仲間の助けを得たパレデスは書類を偽ぎ造ぞうして別人になりきり、強ごう盗とうで得た資金を元に山師となって金鉱山を手に入れた。

　その後は、立身伝の通りだ。

　あまりにもあっさりと確かく認にんが取れて、ロージーは戸惑った。

（こんな秘密を知っている人間が今まで無事に生きていたなんて。それに、ホルヘ・アルマンサがパレデスだとしたら、映画撮さつ影えいを中止させようとしたのはどうして？　放っておけば、誰だれも気付かなかったかもしれないのに、どうしてわざわざ脅きよう迫はくや襲しゆう撃げきで映画撮影を中止に追いやったの？　下手へたをしたら警察が動くかもしれなかったのに）

　いや、彼は映画監かん督とくが警察に届け出ないことまで予測していたのかも知れない。

　監督が脅迫を無視して撮影を続行し、襲撃を受けた時、実は以前から脅迫状が届いていた、なんて知られたら、役者との信しん頼らい関係に傷が入るし、映画会社的にもまずいだろう。

（この過去を秘密にしておきたかったから？　でも、たかだかこんなピントのぼけた手配書のために？　これじゃ、放っておいたら彼だなんてきっとばれなかったのに）

　そこまで考えたロージーは、一つの結論に至る。

　……つまり、この手配書以上の何かが、あの映画にはあるのだ。

　いや、おそらく、あのゴーストタウンに。

　あのゴーストタウンは、パレデスが犯罪を働いた町から、三十マイルほどの距きよ離りにある。

（映画の脚きやく本ほんは、事実とは関係ない。パレデスが強盗を働いて、手配されていたこと。それが重要なのかも。それなら、関係があるのは、映画じゃない。町の方だ）

　ゴーストタウンに、何かがある。

　だから、彼は映画の撮影を中止させようとした。

　その理由を暴あばけば、パレデスの弱みになるかもしれない。

　──扉とびらが開く音がして、ロージーは顔を上げる。

　セーフハウスの食堂に入ってきたのは、ダリオだ。

「ご用はなんだ、俺のロザベラ？」

　すでに午後も遅おそい時間だったから、夜型生活を送る彼の目はぱっちりと開いていた。髪かみは相変わらず愛あい嬌きようのある撥はね方をしている。オーダーメイド・スーツは着き崩くずされ、今日はシャツの袖そで口ぐちに遊び心たっぷりのトランプモチーフのカフスが輝かがやく。

　彼を呼び出したのは、ロージーだ。

　ロージーは曲げ木の椅い子すの上で姿勢を正して、彼の顔を正面から見つめた。

「協力し合いたいの。私たち……二人の、失敗を取り返すために」

　ダリオは珍めずらしく自分をまっすぐに見つめるロージーを見て、嬉うれしそうに笑った。

　目と、小指の指輪がきらりと光を反射する。

「いいぜ、俺たちはデ・コスタだ。名めい誉よを、取り戻もどそうぜ」

　めいよ、とロージーはその言葉を繰くり返した。

　デ・コスタにおいては常に重要視されるらしい、その概がい念ねん。時々ロージーは、それが闘とう争そうの理由として体ていよく利用されているだけなのではないかと思うことがある。

　でも、たぶん、それだけではないのだろう。

　ダリオは部屋に入り、椅子を引いて背を前にしてその座面を跨またぐように座った。

　長ちよう兄けいとは違ちがって、感情豊かに、心から笑って、ロージーを見つめる。

「名誉さ。それがなきゃ、俺たちは、死ぬんだ」

　──尊敬を集め、暴力に規律と意味を与あたえ、彼らを生かすもの。

　まだ曖あい昧まいで、ロージーにはそれがよくわかっていない。

　わかるのは、それを取り戻さなくては、確かにロージーという少女も死ぬのだということだ。

　ロージーはそれだけ理解して、ノアの協力の部分を省き、自分の考えを打ち明けた。




　──まず、証しよう拠こがない。

　パレデスの元仲間は彼の過去を告白したものの、裁判で証人になることはできそうもない。

　なぜなら彼はすでに『死んだ』ことになっている人間で、そのためにパレデスから逃のがれられたからだ。今でも彼はパレデスを恐おそれていて、自分が生きていることを知られたくない。

　パレデスは絶対にそんな過去を認めないだろう。手配書の男と『似ている』だけでは、交こう渉しよう材料として使えるかも怪あやしい。だいたい、エミリオが本当に知らなかった、とも考えにくい。知っていて、使いづらい情報であるがゆえに見過ごしてきたという可能性もある。

　ならば、手は一つ。

　パレデスが、あの映画の撮影を中止させようとした理由を見つけ出すことだ。

　それはパレデスの弱みに繫つながるもので、たぶん、過去にまつわるものなのだ。

「役者が一人欲しいの。スクリーンには映らない役者さんを、一人」

　ロージーの言葉に、ダリオはゆっくりと一つ頷うなずく。

「わかるぜ。こちらの望む役をやれて、アドリブの上手うまいやつだろ。用立てられる」

　つまり、詐さ欺ぎ師しだ。

「その役者さんに、パレデスに会ってもらうの。ゴーストタウン開発の件で、商談があるって」

「開発？　あのゴーストタウンを？」

「そう。あの町の北東で石油が出たの。政府も調査団を派は遣けんして、明日にも新聞に載のって、開発業者がわっと群がる。だから、その前に土地を買って再開発で一ひと儲もうけしたい。ついては出資をお願いに……そういう感じ、で」

「！　ペテンに嵌はめるわけか」

　ロージーは、慎しん重ちように、こくりと頷く。

　あの町の北東で石油が出たなんて噓うそだ。

　でも、それを聞けばパレデスは黙だまっていられない。映画の撮影を中止しようとしたくらいだ。あの町に何があるのかはわからないが、きっと動く。

　本人が動くか、アリスタに頼たのむかはわからないが、どちらにせよその動きから、彼の「暴かれたくない何か」を手た繰ぐれるだろう。

「たとえば、パレデスがある区画だけ土地を買うのなら、その土地に何かあるって絞しぼれる。そうやって、絞り込みたいの。小さな町だけど、何かわからないものを探すには、広すぎるから」

「……パレデスは、何を隠かくしてると思う？」

「わからない。たぶん、過去に関かかわること。彼はあの隣となり町まちで銀行強盗を働いた過去がある。逃げる途と中ちゆうであの町にも立ち寄ったかもしれない」

「ふん。ありがちなところじゃあ、仲間割れで死体を埋うめたか」

　その線はあるかもしれない。

　ゴーストタウンには、撮影中は早朝から深夜まで人が出入りしていた。夜になると役者やスタッフの大部分は近くの町のホテルに戻ったが、大がかりなセットもあったので、何人かのスタッフは見張りと準備を兼かねてゴーストタウンに泊とまっていた。

　もしもパレデスがゴーストタウンでの撮影に気付いたとしても、撮影開始後では手を出せない。撮影を中止させ、人ひと払ばらいをするしかないのだ。

「……ロケ地のセットは、今日全部撤てつ去きよされたし、警察の現場検証もやっと終わった。今なら、パレデスはゴーストタウンはもう安全だと思って、油断してる。この隙すきをつくの」

　ダリオはじっとロージーを見つめる。

　灰色の目は、思考が読みにくい二人の兄たちのどちらとも違っていて、開けっぴろげだ。

　でもナイフのように鋭するどくロージーを見み透すかす。

　それが恐ろしくて、ロージーは目を逸そらしたくなった。

　でも、ぎりぎりで堪こらえて、彼の目を見つめ返す。

　ダリオは、ふっと笑った。

「変わったな、ロザベラ」

　跨いだ椅子の背に顎あごを載せて、彼は囁ささやく。

「いい顔をするようになった。腹をくくった顔だ。そういう顔の男は、大成するもんだぜ」

「……お、男、じゃないんだけど」

「勿もち論ろん知ってるさ」

　そう言って、今度は、にかっ、と笑う。

　その屈くつ託たくのない笑え顔がおを見て、ロージーはようやく、自分が誉ほめられたらしい、ということに気付いた。

（？　いい顔、って、誉めてる、よね？　でも、大成？）

　ロージーは組織で偉えらくなりたいと思ったことはない。

　でも、考えてみれば、組織を変えたいのなら、その組織のトップに立つのも一つの手だ。今の、危あやうい立場であがくよりも、たぶんずっと、現実味がある。

（……私が？）

　勿論、そんなことあり得ない。

　でも、今まで何も変わらないと思っていた自分が変わって、愛されることがないと思っていた自分を愛してくれる人が現れた。

　絶対あり得ないなんて、今はもう、言えない。

　思いも寄らない目標に気付かされて、ロージーは戸と惑まどって、うろたえながら聞き返した。

「その、それ、……わっ、私が偉くなる？　っていう、意味？　からかってる？」

「ははっ、かっわいーなあ、ロザベラ！」

「ダリオ!?」

　ダリオは笑うばかりで、答えてくれない。やっぱりからかわれていたのかもしれない。

　でも、確かに、ロージーが偉くなれば、ロージー自身の問題も解決できる。結けつ婚こんを無む理り強じいされたり、ノアに迷めい惑わくをかけたりしなくて済む。組織だって、もっと、違う形に変えられる。

（そうか、偉くなれば、いいんだ）

　ダリオよりも、エミリオよりも。

　そうすればノアに悪いことをさせずに済むし、ルチアとの約束も果たせる。

　それは途と方ほうもないことのようで、でも、どこか、魅み力りよく的だった。

　考え込むロージーを、ダリオは、あまり見せない、慈いつくしむような目で見て、笑っていた。




　ダリオが仕立ててくれた『役者』は完かん璧ぺきに仕事を果たした。

　再開発の話にパレデスが顔色を変えたと聞いて、ダリオは先回りしてすでにゴーストタウンに向かった。今いま頃ごろは着いているだろう。

　ロージーはパレデスの動きを見張り、深夜になって、彼が運転手付きの車に乗って外出するのを見て、後をつけた。

　もしもパレデスがアリスタ・ファミリーに仕事を頼むのならロージーはパレデスの動きを見張って留守番、ゴーストタウンでのことはダリオに任せることになっていた。さすがに危険過ぎるからだ。

　でも、パレデスの車は一台きりで、夜の幹線道路を走り、ゴーストタウンに向かっている。

　ロージーは、護衛が運転する車の助手席で、心臓の鼓こ動どうを抑おさえるのに必死だ。

　ゴーストタウンまでは、なんとか外出を許してもらえた。護衛はたぶんエミリオに報告をして、エミリオが許可を出したのだろう。

　黙もく認にんされているということは、期待されているということだ。今は、まだ。

（これが最後のチャンスかもしれない）

　心臓の鼓動も、身体からだの震ふるえも、恐きよう怖ふや不安のせいばかりではない。

　夜道に微かすかにパレデスの車のライトが見える。

　尾び行こうを悟さとられないよう、運転する護衛は慎重に距きよ離りを取っている。

　ロージーは唾つばを飲み込み、小さな鞄かばんを握にぎりしめる。護身用の銃じゆうが入ってはいるが、今回はたぶん使うことはないだろう。

　──両脇に迫せまっていた針葉樹がまばらになり、乾かわいた荒こう野やに入った頃、パレデスの車が、幹線道路を逸れ、脇わき道みちに入った。

　もう、ゴーストタウンの入り口だった。

　パレデスに不ふ審しんに思われないよう、一いつ旦たん通り過ぎて、別の脇道に入ってから、護衛に車を停とめてもらう。

　藪やぶの茂しげる荒れ地の道を歩いて戻もどり、ゴーストタウンに至る舗ほ装そうされていない道に入る。

　道の上を横切るアーチには、ようこそという文字が見えるが、町の名前は掠かすれて読めない。そういえばこの町の名前を知らなかった、ということに、ロージーは初めて気付いた。

　中心部へ至るその道を懐かい中ちゆう電灯で照らしながら、ロージーは護衛に守られて進んだ。

　しばらく行くと、前方に、懐中電灯の光が揺ゆれているのが見えた。

　先にゴーストタウンに入ってパレデスの動きを待っていたダリオは、暗くら闇やみの中からロージーがやってくるのを見つけて、また大きく懐中電灯を振ふった。

「よ、待ってたぜ！　あのじいさん、とうとう──」

「ま、待って！　声、大きいし、懐中電灯は目立つから、もう振らないでっ」

「大だい丈じよう夫ぶだってー。もう逃にげられっこねえさ」

　ダリオと待ち合わせたのは、数日前襲しゆう撃げきを受けた際ロージーが隠れた店の裏だった。

　パレデスは、その先、町外れの涸かれ川の方にいるという。

　夜のゴーストタウンは、本当に真っ暗で、風の音しか聞こえない。

　もしかして、罠わなにかけられたのは自分で、暗がりにはアリスタ・ファミリーが潜ひそんでいるのではと思ってしまうが、ダリオが事前に張っていたのだし、そんなことはない。

　不意に、ロージーの肩かたをダリオが抱だいた。

「どきどきしてるか？」

「う。うん」

　距離が近すぎて、ロージーは思わずダリオの顔から逃のがれるように身体を引く。

　でも、ダリオはロージーを放さず、その耳元に、囁きを吹ふき込んだ。

「もっとどきどきするぜ。相手を嵌めて、モノにする瞬しゆん間かんってのは」

　どこか淫いん靡びな響ひびきの声に、ロージーの警けい戒かい心しんは一気に強まる。慌あわてて、ダリオの顔を持っていた鞄で押しやる。

「あ、あんまりっ、近づかない、で」

「頭撫なでさせてくれたじゃん」

「それ、関係、ないっ」

「あるぜ」

　ダリオから離はなれようとしたロージーは、背中に建物の外がい壁へきがつくのを感じた。しまった、と思った時には、ダリオの腕うでと、壁かべに挟はさまれて、身動きできなくなる。

「アプローチ、変えることにしたんだよ。前のは間ま違ちがっちまったから」

　月を背負って立つダリオの顔は、見えにくい。

　でも、彼の目が、三日月みたいに細められたのはわかった。

「ちょっとずつ、近づいてみることにしたんだよ。だって、ロザベラ怖こわがってるからな。怖くなくなるまで、待ってやる。頭撫でるのはいいんだろ？　な？」

　そう言って、距離を近づけ、ロージーの髪かみに鼻先を突つっ込む。

　それは確かに、頭を撫でられたような、くすぐったい感かん触しよくではあったけれど、頭を撫でるのとは全然違ちがう。

（激しく、突っぱねたら、たぶんまた切れる。意識を逸そらさないと。私じゃなくて、他ほかのことに……ええと、ああ、うう……っ）

　そう思うのに、恐怖で固まってしまって、言葉がうまく出て来ない。

　おまけにダリオは、すんすんと鼻を鳴らした。匂においを嗅かいでいるのだ。

　埃ほこりと汗あせの匂いしかしないのにそんなことをされて、ロージーはさらに羞しゆう恥ちを覚え、卒そつ倒とうを通り越こして死にそうになった。目は涙なみだぐみ、たぶん顔は夕日よりも真っ赤だ。

「やべ、すっげえ可愛かわいいな、ロザベラ……」

　何かを堪こらえるようにそう囁ささやくダリオの指が、震えるロージーの頰ほおに触ふれる。

　その時。

　──しゃこん。

　ポンプアクションの、音。

　ロージーとダリオは揃そろってそちらを見た。

　東洋系の小こ柄がらな護衛は、ポンプ式ショットガンを手に、彼らを見ていた。

　一いつ瞬しゆんダリオの毒気が抜ぬかれたのを見て、ロージーは素す早ばやく彼の腕の間から逃れて言った。

「行こう。パレデスのところへ、案内して、ダリオ」

「……へえへえ」

　ダリオは不承不承、といったようすで、頷うなずいた。




　パレデスの車は、涸れ川のそばの、民家の前で見つかった。

　確か、撮さつ影えいにも使われる予定だった家だ。勿もち論ろん住人はすでにおらず、家に人が住まなくなって何十年も経たつ。

　映画のスタッフたちは、この家の壁を塗ぬり直し、手入れをして、撮影に備えていた。

　だから、床ゆかに埃はない。

　ロージーはダリオと護衛に挟まれて、その家の階段を下り、地下室にたどり着いた。

　シャベルが土を割る音が聞こえてくる。

　床に置かれた懐中電灯の光の中には、二人の男がいた。

　パレデスが連れてきた運転手は、一心に腕を動かしていた。床ゆか板いたを外し、その下の地面をシャベルで掘ほり進めている。土は彼の横に盛られているけれど、まだ浅いらしく、量は多くない。

　パレデスは、その横で、運転手の仕事をじっと見つめている。

　最初にロージーらに気付いたのは、パレデスだった。

　物音が聞こえたのか、振り返ると同時に懐ふところに手を入れる。

　その動作を制するように、ダリオが快活な声で言った。

「やめとけって。昔は知らねえが、寄る年波には勝てねえぜ、『ピック』？」

　ダリオの手には、すでにリボルバーが握られ、狙ねらいをつけている。

　その銃じゆう口こう、そしてダリオの顔を見つめ、パレデスは懐に入れていた手を、ゆっくりと抜いた。

　ロージーの護衛がパレデスの懐を調べて銃を取り上げ、怯おびえて逃げようとする運転手の後頭部を殴なぐって膝ひざを突かせた。

　黒い夜会服に身を包み、蝶ちようネクタイを締しめたパレデスは、土つち埃ぼこりに塗まみれてはいたけれど、ぴんと背筋を伸のばし、まったくひるむところがなかった。まるでこれからお忍しのびでパーティにでも行くような姿だった。実際、そう言って、家を出たのかもしれない。

　護衛が、彼らが掘り起こそうとしたものを見て、ロージーに向かって一つ頷いた。

　ロージーはパレデスから視線を外さないように気をつけて近づき、露ろ出しゆつした地面をちらっと見た。

　……汚よごれた、古い毛布。

　見えたのは、それだけだ。

「……私は、ロザベラ・デ・コスタ」

　ロージーは、パレデスの様子を慎しん重ちように観察して言った。

「あなたをつけてきました」

「今日屋や敷しきに来た男はお嬢じようさんの仲間か」

　パレデスの声には、悔くやしさよりも諦あきらめの響きが強い。

　すべてを悟ったのか、パレデスは一度目を閉じた。ステッキにもたれるように立つ彼は、少し小さく見えた。

　彼は目を開け、自分を銃で狙うダリオを見やった。

「そっちの若いのはデ・コスタのダリオだな」

「久しぶりー。昔はよくあんたの賭と場ばに遊びに行ったもんだったよなー」

「これは、なんですか」

　ロージーは、地面を指し示して言った。

　パレデスは掘り起こそうとしていたものを冷めた目で一いち瞥べつした。

「ただの物だ」

　ロージーは布きれを見つめて、屈かがみ込んだ。

　手が汚れるのも構わず、シャベルを使って土の表面を搔かく。

　やがて、そこから現れたのは──

「……っ！」

　ロージーは思わず立ち上がって後あと退ずさった。

　民家の地下室に埋うめられていたのは、半ば以上予想していたが、布でくるまれた、遺体だ。

　すでに腐ふ敗はいが進んで、完全に白骨化している。

　ロージーは汚れた骨から顔を上げ、パレデスを見やった。

「四十一年前、あなたは仲間と銀行を襲おそった。遺体は……その時の、あなたの仲間では？」

　ノアからの情報を元に、ロージーはパレデスこと『ホルヘ・アルマンサ』について調べ直していた。新聞の記事で証言の内容が裏付けられた。共犯者は二人で、そちらもすでに指名手配されている。

　ここにある遺体は一つ。もう一人の共犯者は、たぶん、本人は明言していなかったが、山師仲間だったという東部に住む男だろう。パレデスが殺人によって過去を捨てたのなら、当時を知る人物は限られる。

　パレデスは顔色を変えずに言った。

「たまたま死体を掘り当てただけだ、と言えばどうなるかね？」

「遺体の身元を調べれば、犯罪歴がわかります。手配されている強ごう盗とう犯と一いつ致ちしたら、疑われるのはその相棒……ホルヘ・アルマンサ、あなたです」

　パレデスは、何十年も前、空き家だったこの地下に遺体を埋めた。

　その後、最近になってここをロケ地として映画の撮影が始まったことを知った。地下室にある道具からすると、たぶん地下も改装される予定だったのだろう。ここの改装が進めば、遺体が出てくるのは時間の問題だ。

　だが、遺体を移そうにも、彼が気付いた時には撮影が始まっており、撮影隊の数人が、撮影と準備と管理のために常にこの町の中に泊とまり込んでいた。

　このまま遺体が見つかれば、警察は再びホルヘ・アルマンサを追う。

　そして、その過程で、彼が実はパレデスと名乗ってウェストエンドで成功した男であることを突き止めてしまうかもしれない。

　だから彼は、アリスタ・ファミリーに頼たのんで、映画の撮影を妨ぼう害がいさせた。

　パレデスは、ステッキにもたれかかり、遠くを見るような目をした。

　それから十数えるほどの時間の後、ゆっくりと、過去を懐なつかしむように語り出した。

「……彼は驚おどろくほど頭が切れて、度胸があって、いつも人が考えもつかないような計画を立て、実行していた。ある時、彼は老いた資産家の土地に金鉱があるとかぎつけてね。資産家を騙だまして土地を買い取ろうと計画した。資金にはそれまでの稼かせぎを充あてるつもりだと言った。だが……計画の中ちゆう途とで、私たちは争い、殺し合うはめになった」

「それは……何故なぜですか？」

「稼ぎをどう分配するかで、もめてね。つまり──彼は私を関かかわらせるよりは、排はい除じよして自分の取り分を増やそうとしたのだよ」

　そして、決着がついた後、パレデスは計画を引き継ついで成功し、金を毛け嫌ぎらいするようになった。

　金鉱山を得るその計画が彼を富ませたけれど、友人を殺すことにも繫つながったから。

「……それで、どうするのだね。もしも真実を公表するというのなら、少し時間が欲しいものだな。この年で刑けい務む所しよ暮らしはきつい」

　パレデスは、捕つかまるくらいなら自害する、と言っているのだ。

「勿論、そんなことしません」

　ロージーがそう言うと、パレデスは、落らく胆たんしたような目を彼女に向けた。

「では……」

「警察には、言いません。あなたが、こちらの言うことを聞いてくれるなら」

「アリスタを裏切れと言うのか？」

「元々、アリスタに肩かた入いれしたかったわけでも、ないでしょう？」

　ロージーの確かく認にんに、パレデスは訝いぶかしげな顔をした。

「何故そう思う？　私はメルキス系だ。メルキス系の若者に味方するのは、おかしなことではなかろう」

「でも、あなたは孫を大事に思っている、普ふ通つうの感覚の人です。デ・コスタを裏切ってアリスタにつくなんて、危険な賭かけに、自分から出るとは思えない。……アリスタに、脅おどされたのでは？　彼らはメルキス人だから、あなたの過去を幾いくらかは知っていたのでは？」

　それで十分、とでも言うように、パレデスはステッキをとんとんと床ゆかに打ち付けた。

「では、肩入れすることはありません。私たちが、デ・コスタが、あなたを守ります。アリスタがあなたの秘密を漏もらそうとしたところで、私たちがついていれば大だい丈じよう夫ぶ」

「……たとえばだな、お嬢さん」

　パレデスは、疲つかれたのか、古い椅い子すを引き寄せて、土埃を払はらって座った。三本足の、背もたれもない椅子なのに、彼が座るだけで、玉座のような威い圧あつ感かんがあった。

　老いた王は、ゆっくりと語った。

「あんたは、まだ若いね。私は、たぶんあんたの四、五倍の年月を生きてきた。この年になると、もう失うものも大してない。刑務所は嫌いやだが、ここまで生きたら十分だ。もういい加減、アリスタだのデ・コスタだの、そういうものにああしろこうしろと言われるのは嫌なんだよ」

「あなたには、まだ失うものが、あると、思います」

　ロージーは、嚙かまないようにゆっくりと言って、彼の目を覗のぞき込んだ。

　目を見るのは、自分の目も見られることになるから怖こわいけれど、そうすることで、わかるものもあるのだと、最近知った。

　ノアの愛情、ダリオの好こう奇き心しん、エミリオの無感動さ。

　そして、今パレデスの目に映るのは、実は、恐きよう怖ふだ。

「私のこと、覚えていませんか？」
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　その言葉で、パレデスの目がゆっくりと見開かれていく。

　大きく開かれた目に、ありありと、恐怖と怒いかりと不安の色が見える。彼はステッキを握にぎりしめ、立ち上がろうとした──ロージーの護衛は、それを制して、彼の肩かたを摑つかんで座り直させる。

「貴様、映画会社に……！」

「とても美しいお孫さんですね」

　パレデスのこめかみの血管が、怒りでびくびくと激しく蠢うごめいた。

「アンジェリカに手を出してみろ、その綺き麗れいな顔に飢うえた犬をけしかけるぞ！」

　パレデスの怒りと憎にくしみが怖かったし、自分が彼を脅しているという事実も恐おそろしい。

　でも、怖いのは、パレデスも一いつ緒しよなのだ。

　そう思うと、身体からだの震ふるえは少し治まる。

「……私は彼女に何もしません。あなたには、アンジェリカがいると言っているだけ、です。あなたは死ねばよくても、彼女はそうじゃない。唯ゆい一いつの家族が、傷ついたり、いなくなったりすれば、彼女はきっと苦しむでしょう」

　ロージーが、今この瞬しゆん間かんも、ノアが無事に戻もどってくれるよう願っているのと同じように。

「いつか人は死ぬものだ。あの子もわかっている」

「……犯罪者のただ一人の孫として生きることになっても？　アンジェリカが大人になるまで、成長を見守りたいとは、思いませんか？」

　パレデスの目は、怒りに満ちて、その身体は震えている。

　彼は顔を伏ふせ、ステッキの持ち手を両手で握りしめた。

　そして長い間、そうしていた。

　ロージーの申し出を受ける言葉を、その口から絞しぼり出すまで。

「……条件は、なんだ」

　地を這はうような低い声を出す彼に、ロージーはゆっくりと、自分の罪を嚙み締しめるように答えを返した。

「あなたの賭と場ばを、私たちに、ください。それと、アリスタとは手を切って」

　パレデスは予想していた通りの答えを得て、唸うなるように呟つぶやいた。

「……リカルドは、このままでは引き下がらんだろうがな」

　アリスタのボスの名に、ロージーはこみ上げる不安を抑おさえようと、小さな拳こぶしに力を込めた。




　遺体を掘ほり出し、処分し、屋や敷しきに戻った時には、夜は明けていた。

　ロージーは疲れてはいたけれど、目は不思議と冴さえて、眠ねむくはなかった。

　エミリオは書しよ斎さいにロージーとダリオを入れ、報告を受けた。さすがの彼ももう眠っていたようだが、軽く着き替がえてガウンを羽織った恰かつ好こうで、嫌な顔一つせず話を聞いた。

　報告を聞き届けると、エミリオは堪こらえきれないといった様子で笑っていた。待っていたものが手に入った、とでも言いたげな顔だ。

「君の成した功績は大きい。アリスタとのごたごたが片付いたら、必ず報むくいるよ。今は安全な場所で待っていなさい。大丈夫、あとは私の仕事だ」

　銀ぎん縁ぶち眼鏡の奥で、彼の目が不ふ穏おんに煌きらめいたように見えた。

　確かに心配せずとも、エミリオは彼の仕事を確実にやり遂とげるだろう。冷れい酷こくな恐ろしい人だけれど、そういう面では信しん頼らいできる。

　一緒に報告したダリオもエミリオに同意した。

「そうだな、ロザベラは一いつ旦たんセーフハウスに帰った方がいい。アリスタの野や郎ろうが最後の一暴れをしてくるかもしれねえからな」

　ロージーは一度だけ会ったあのリカルドという青年のことを思い出し、また少し怖くなった。

「ご苦労様。デ・コスタのために、よく働いてくれたね」

　エミリオのねぎらいの言葉を聞いても、ほっとするようなことはない。

　でも、確かに、ロージーは一つの成果を挙げたのだ。

　エミリオは、ロージーの動きを黙もく認にんし、期待し、結果を出すのを待っていた。

　会議の時に見せたあの冷めた目も、ロージーを動かすための撒まき餌えだったのかもしれない──とはいえ、もしもあそこでロージーが動かなければ、彼はロージーを完全に見限っていただろうけれど。

（……うまく、いったんだ。もう二度と、彼を失望させない）

　ロージーはエミリオを見つめて言った。

「チャンスを与あたえてくれてありがとう」

　……デ・コスタ風に言うと、ロージーは、たぶん、『名めい誉よ』を取り戻せたのだ。




　エミリオは午後には書類を用意してパレデスと会い、パレデスの死後にはホテルとカジノの権益がエミリオに譲じよう渡とされること、現状では稼かせぎの十五パーセントがデ・コスタの会社に入ること、デ・コスタの人間を相談役としてカジノに置くことが正式に決まった。

　報告以来エミリオとは会っていないけれど、その点に関しては不安はない。

　重要なのは、エミリオの信頼を取り戻したこと。彼の期待に応こたえたことだ。

　たぶん、エミリオは言葉通りロージーに報いてくれるだろう。

　夕暮れが朱しゆ色いろと銀色に空を染める時間帯、ロージーはセーフハウスの食堂にいた。

　昨夜からほとんど一いつ睡すいもしていなかったから、身体には疲ひ労ろうが溜たまっていたけれど、ベッドに行く気にもなれず、食堂の椅子に座って、ノアを待った。

　ノアは、早ければ、今夜中にウェストエンドに着くという話だった。

　壁かべにつけられた花形シェードの電灯が無機質な光を投げかける中、自分の掌てのひらを、じっと見つめる。

　指先は、少し震えている。

（また、悪いことを、した）

　パレデスを騙だまし、脅きよう迫はくした。殺人を黙だまっていることを条件に、彼の賭場を奪うばい取った。

　でも、アリスタから力を削そぐことができた。彼らはもう、これまでのようにウェストエンドで好きにすることはできない。

　抗こう争そうは、きっと収まるだろう。

　これ以上の血が流れることもない。

　勿もち論ろん、罪は罪だと思う。

　悪いことを正当化したくはない。

　でも……

（でも、いいんだ。だって、こういうふうに生きるって、私は決めたんだから）

　手を、ぎゅっと握り込んで拳を作る。

　間ま違ちがっているとか、悪いことだとか、そんなのわかって、踏ふみ出した道なのだ。

　それでも胸に解消できない重みを感じたロージーは、椅子の上で膝ひざを抱かかえて、小さくなった。

「ノア、まだかな……」

　疲れて、眠ねむ気けが、ようやく瞼まぶたを重くしつつあった。

　その時、車のエンジン音が聞こえて、ハッとして顔を上げる。

　食堂を飛び出して玄げん関かんまで行くと、ダリオがホールに立っていた。

　いつものオープンカーのエンジン音ではなかった。アリスタ・ファミリーにこのセーフハウスが見つからないよう、目立つ車を使うのを避さけたのだろう。

「ロザベラ、やったな！」

　嬉うれしそうに笑って、ダリオはロージーを抱だき締めた。

　爽さわやかな匂においに包み込まれて、慣れない接せつ触しよくに目眩めまいを覚える。

「もっ、もう少し、離はなれてっ」

　ロージーはダリオの身体を押して自分から引きはがした。

　ダリオは、アプローチを変えたという言葉通り、案外あっさり離れてくれる。

「お疲つかれ！　これで、エミリオはおまえを無視できなくなるぜ。エミリオだけじゃない、他ほかの幹部連中も、おまえに一目置くようになる。おまえが、この抗争を終わらせるんだからな！」

「じゃあ、話はまとまったの？」

「まだだ。でも、やつらを必ずこの街から追い出してやる。時間の問題さ！」

　ダリオがまったく屈くつ託たくなくそう言うので、ロージーの気持ちも少し楽になった。

　そう、ともあれ、ロージーはやってのけた──自分のため、ルチアとの約束のために、確かに一歩踏み出せたのだ。

　ダリオは、上じよう機き嫌げんで言った。

「今回の仕事は楽しかったな、ロザベラ！」

　……ロージーは、目を丸くした。

「た……楽しく、は、ないよ？」

　だって、これは悪いことだ。楽しいなんて、思うわけがない。

　けれど、ダリオは邪じや気きのない笑え顔がおで小首を傾かしげる。

「ん？　楽しんでただろ、パレデスとの交こう渉しよう」

「こ、交渉、っていうか、恐きよう喝かつだと思うけど……とにかく、楽しんでないよ。全然、楽しくない。だって、人を脅おどしたんだよ？　たくさん、恨うらまれて……」

　でもさ、とダリオはロージーの左胸を指さして言った。

「どきどきしただろ、あの地下室で。パレデスに会う前よりもさ」

　それは、怖こわかったからだ。

　楽しんだからじゃない。

「興奮するだろ、誰だれかを嵌はめるって。計画立てて、準備して、騙して、自分が望んだ通りの結果を手に入れるんだ。な、楽しんだだろ？」

「……何、言ってるの、ダリオ」

　楽しくなんかない。

　怖いだけだった。

　パレデスが自分の罪に怯おびえたように、ロージーも自分の罪が怖かった。

「いいや、ロザベラは楽しんだはずさ」

　それなのに、ダリオは、またそう繰くり返す。

「違う」

「怖がるなよ。そういうもんだよ。仕事を楽しむのは重要さ。俺たちの仕事だって、社会に必要なことなんだからな。需じゆ要ようがあるから供給がある、そういうもんさ。な？」

「違う！」

　ロージーは思わず強く言っていた。

「私はダリオたちとは違う。楽しんでなんかないし、犯罪なんて嫌いやだもの」

「でも、こう、……満たされていくような感じ、充じゆう足そく感っていうのか？　そういうの、なかったか？　やってやった、っていうさ。パレデスが罠わなにかかってあの町にやってきた時、パレデスから合意を引き出した時……なあ、胸がどきどきしたはずだぜ。恋こいに落ちたみてえによ」

　どきどき──

（映画の撮さつ影えいを見学した時みたいにどきどきした？　でもそれは怖いから。怖い、から……）

　嫌な感じが胸からせり上がってくる。ロージーはそれを押さえ込むように胸に手を当てた。

「ロザベラ、認めちまえよ。おまえには才能があるんだ。それなら、そいつを生かすべきだ──楽しんで、な」

「出て行って！」

　怒ど鳴なったのは、八つ当たりだ。

　ダリオは驚おどろいてロージーの腕うでを摑つかもうとしたけれど、ロージーはそれを振ふり払はらって、むしろ玄関の方に押し出した。

　ダリオはむっとしたのか、ロージーの腕を摑んで、何か言おうとした。

　でも、ロージーが泣きそうになっているのを見て、顔をしかめ、その腕を放ほうり出した。

「あーあー、わかったよ、出てってやるよ！　ったく」

　ロージーはダリオが玄関から外に出て、扉とびらが閉められるまで、じっと床ゆかを見つめて、スカートを握にぎりしめていた。

「……楽しんでなんか、ない」

　だって、そんなの、許されない。

　自分の心臓の音がうるさくて、耳を塞ふさいだけれど、問題は全然解決しなかった。




　──もう何時間寝ねてなかったんだっけ。

　ロージーはまだ食堂でノアを待っていた。

　自分のために危険を冒おかしたノアを待っていたかったし、ロージー自身、ノアに会いたかった。

　いつの間にか食堂でうたた寝していたらしいロージーは、物音で目を覚ました。

　見ると、壁時計は夜中の十二時を回ったところだ。

（……玄関？　ノアが帰ってきたのかな）

　ロージーは立ち上がり、食堂から廊ろう下かに出て、玄関に向かおうとした。

　けれど、食堂の扉を開けたところで、足が止まった。

「中に！」

　短く、鋭するどい指示。

　廊下の先にはあの小こ柄がらな護衛がいて、出て来たロージーを振り返ってそう怒鳴った。

　それと同時に、銃じゆう声せいが響ひびき、彼の身体からだが仰あお向むけに倒たおれる。

　血が廊下の床と壁を汚よごし、侵しん入にゆう者たちは、呻うめく彼の上を跨またいで、ロージーに近づく。

　ロージーは扉を閉めて食堂に戻もどった。

　屋内に侵入し、護衛を撃うち、今廊下をこの食堂に向かって近づいて来るのは、メルキス系らしい男たちだった。

（アリスタ・ファミリーだ──最後の一暴れをするつもり？　どうしてここがばれたの!?）

　ロージーは食堂を見回した。逃にげ道は窓か、台所へ通じる扉。

　台所に通じる扉を開けて中に飛び込むと、同時に背後で食堂の扉が開けられる音が聞こえた。

（裏口からなら！）

　台所には裏口がある。内うち鍵かぎを開けて外に出たら、すぐに通りに出られる。

　ロージーが扉を開けようとノブに手を伸のばした瞬しゆん間かん、扉は、外から開かれた。

　裏口を塞ぐように立つのは、長身の男。

　メルキス系らしい浅黒い肌はだに、はっきりとした目鼻立ち。その大きな目を見開いてロージーを見つめた男は、取って返そうとしたロージーの腕を摑み、捻ひねり上げた。

「へえ、驚いたね。あんた、工場にいた子だろ。本当にデ・コスタの娘むすめか？」

　もう真後ろにもアリスタの男たちが迫せまっている。

　挟はさみ撃ちにされたロージーは、自分の心臓が恐きよう怖ふと緊きん張ちようで騒さわぐのを聞きながら、腕を摑まれたまま、その場に膝から崩くずれ落ちるように座り込んだ。

（私のこと、ばれてる。ころ、される、の？）

　男──アリスタ・ファミリーのボス、リカルドは、ロージーをまじまじと見つめて言った。

「あんたがねえ。まあ、いい。よし、撤てつ収しゆう！」

　最後の言葉は、エスパル語だ。

　そんなことはないとわかっていたが、いっそ彼らが自分を無視して去ってくれないかと願いつつ、ロージーは息を詰つめて小さくなっていた。

　けれど、勿もち論ろん、そんなことはなかった。

　リカルドは屈かがみ込み、ロージーと目を合わせ、優やさしげに、罪悪感などこれっぽっちも感じさせない笑みを浮うかべて言った。

「悪いなあ、セニョリータ。あんた、捕つかまってくれよ」

「！」

　ロージーが何かする前に、たとえば叫さけんだり、抵てい抗こうしたりする前に、後ろにいた彼の部下が、ロージーの口を布で塞いだ。

　猿さるぐつわをされて、手足を縛しばられ、ロージーは物みたいに、車に乗せられた。







　５　ラジオ─Radio─







　リカルドの声は太く、よく響く。

「あれが《女じよ傑けつ》ロザベラねえ」

　呟つぶやくような言い方だったけれど、エスパル語ではなくアルゴ公用語だったから、ロージーに聞かせる意図があるのはわかった。

　けれどロージーは反応せず、薄うすいマットレスを敷しいたベッドの上に膝ひざを抱かかえて座っていた。

　目め隠かくしをされ、口を塞がれ自由を奪うばわれ、車に乗せられた。

　一時間も車に乗せられて、たどり着いたのが、この廃はいアパートメントだった。

　今は縄なわも猿ぐつわも解かれているけれど、窓は板で塞がれて外の景色は見えない。

　ランプが一つテーブルに置かれて、そのすぐそばにリカルド、扉の前にレオがいた。隅すみの棚たなの上にはメルキスで盛んに信しん仰こうされている聖母の絵が飾かざられ、蠟ろう燭そくが灯ともされている。

　リカルドは、以前見た時と同じ、真っ白いシャツと革かわのズボン姿だった。背が高く、肩かた幅はばも胸むな板いたもある、立派な体たい軀くをしていて、太い眉まゆもうねる短い髪かみも真っ黒。目や鼻や口といったパーツがどれも大きめで、愛あい嬌きようと迫はく力りよくがあった。

　レオ──以前ロージーが工場で手当てした、あのメルキス系の男性──が、うんざりした顔で言った。

「あれがそうなんだよ、リカルド。あの家には三男も出入りしてるし、聞いた話と容姿も一いつ致ちする。とにかく、やつとの交渉で証明されるだろう」

　レオの言葉はエスパル語だったので、ロージーにはほとんどわからない。

「わかったよ、レオ」

　リカルドは苦く笑しようとともにそう返し、隠かくれ家がから出て行った。
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　顔も目も伏ふせ跪ひざまずいたその姿は、いつも以上に小柄に見える。

「申し訳、ありま……せん……」

　吐と息いきを漏もらすのとほとんど変わらないような小さな声で、《クモ》は言った。

　その途と端たん、床に崩れ落ちる。そばについていた男がその身体を支え起こし、自分の手と、床と、《クモ》の服を汚よごす血を見て、途と方ほうに暮れた顔をエミリオに向ける。

「……仮か眠みん室に運んでドクターを呼べ」

　指示を得た男は、東洋人の小さな身体を抱だきかかえて、部屋を出た。

　だが、入れ替かわりで書しよ斎さいにダリオが飛び込んでくる。

　法定速度をいったいどれほど上回る速さで飛ばしてきたのか、ダリオは帽ぼう子しもどこかに落として、ひどく焦あせった顔をしていた。

「セーフハウスが襲しゆう撃げきを受けたって本当か、エミリオ！」

　エミリオは声の大きさに眉を顰ひそめて、頷うなずいた。

「そうだ。今のところ護衛の三人は重傷。ロザベラも連れて行かれた」

「あのアリスタの鼠ねずみ野や郎ろうども……っ！」

　ダリオは、今にも爆ばく発はつしそうな様子に見えた。顔を赤くして、悔くやしげに奥歯を嚙かんで。

　激げつ昂こうした弟を見て、エミリオは嘆たん息そくする。

「落ち着きなさい、ダリオ。ロザベラは無事だ。やつらの目的は彼女の誘ゆう拐かいだったんだから、怪け我が一つ負わせはしないさ。リカルドの性格から言ってもね」

　苛いら立だたしげに爪つめを嚙んでいたダリオが、眉を顰めて顔を上げた。

「性格からってどういうことだよ。あいつ、別にそんな優男じゃねえだろ」

「デ・コスタの娘に傷をつけて生きてこのウェストエンドを出られると思うかい？　そんなことをするのは計算もできないバカだけだ。彼はどちらかというと理性的な方だ、こういう仕事をしてる人間にしてはね」

　ロザベラについてリカルドらがどこまで知っているかはわからないが、少なくともデ・コスタの家族を傷つければ、二度と生きてウェストエンドを出られないことはわかっているだろう。

「連れん絡らく待ちってことか？　ロザベラがどこに連れて行かれたのか、調べられねえのか？」

　ダリオは不満そうだった。

　エミリオはそんな弟の肩かたを叩たたく。

「勿論、行方ゆくえは追っている。アリスタの隠れ家も幾いくつか当たりをつけている。やつらとしても、そう長いこと我々を待たせは……おや」

　書斎の机の上に置いた電話が、鳴り出した。

　ハッとするダリオに、エミリオは気楽に笑いかける。

「ほらね？」

　従妹いとこにして、デ・コスタの血を引く唯ゆい一いつの娘が捕まったというのに、彼は状じよう況きようを楽しんでいた。まるでこれからピクニックに行く子どものように。

「…………っ、てめえは、ロザベラが心配じゃねえのか？」

　エミリオはその言葉に驚おどろいたように軽く目を瞠みはる。

「心配すべきはロザベラ自身じゃないかな。私は彼女が生きてさえいればいいけど、彼女は傷つきたくないだろうし、足あし手で纏まといの烙らく印いんを押されて組織での立場を失いたくはないだろうから」

　そして、またすぐに気を取り直したように美しく微笑ほほえんで、受話器に手を伸ばした。
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　リカルドは、三十分ほどで戻ってきた。

　外で電話をかけてきたらしく、レオに何かぼそぼそと言う中に、電話、というエスパル語の単語が聞き取れた。

（どうなったの……？）

　不安を堪こらえて様子を窺うかがっていると、急にリカルドがロージーを振ふり返った。

　目が合ってロージーは驚いて顔を伏せる。リカルドの表情にはどこか厳いかめしさが漂ただよっていて、彼が何かに怒おこっているのが伝わってきた──怖こわい。

「おまえの従兄いとこから伝言だ」

　他人の感情に敏びん感かんなロージーの耳に、その声は酷ひどく大きく、冷たく響ひびく。

（怒ってる。何かあったんだ……）

　恐きよう怖ふに身を竦すくめるロージーに、リカルドは淡たん々たんと言った。

「これまでにどんな成果を挙げたとしても、敵に捕まってむざむざ人ひと質じちにされるような人間はデ・コスタにはいらないんだとよ」

「──っ！」

　ロージーは伏せていた顔を上げた。あえぐように息をして、零こぼれそうな涙なみだと嗚お咽えつを飲み込む。恐怖と絶望が身体からだの底から突つき上げてきた。

（見放された……！）

　だからリカルドは怒っているのだ。ロージーに価値がないとわかって、こんな役立たずをわざわざ危険を冒おかして誘拐してしまったことに憤いきどおっている。自分の誤算に。

（殺される）

　だって彼にとってもうロージーは価値がないのだ。ひとかけらの価値もない。

　せいぜい、怒いかりを散々ぶつけられて殺されるのがオチだ。

　ぎし、とリカルドがベッドに手をつき、安いスプリングがきしんだ。

　震ふるえてベッドの幅はばいっぱいに後あと退ずさるロージーの前に、リカルドが屈かがみ込む。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　何を言われたのか、一いつ瞬しゆんわからなかった。

　油断を誘さそうつもりかと思ったけれど、それにしてはリカルドは、やけに真しん剣けんな顔をしていた。

「おまえは見放されちゃいねえよ。やつはおまえをどんなに大事に思っていても、そういうスタンスは取れねえんだよ。やつだって、交こう渉しようするのに、こっちの手札が自分にとって凄すごく素す晴ばらしいものだなんてことは言えねえんだ。だから……大丈夫だ」

　諭さとすような、真しん摯しな言葉に聞こえた。

　ロージーは瞬まばたきし、目の端はしに溜たまっていた涙が零れ落ちた。

（どうして、この人、私を慰なぐさめるの？）

　降って湧わいた疑問に、ロージーの心は落ち着きを取り戻もどしていった。

（ううん、でも、この人の言う通りだ……）

　ロージーはデ・コスタの子を産める唯一の存在だ。それだけで、エミリオにとっては他ほかと替えられない価値がある。

　もしもロージーがエミリオやデ・コスタにとってそれほど重要な存在だと悟さとられてしまったら、ロージーの存在はリカルドに利用し尽つくされるだろう。

　だから、エミリオは、ロージーのことを、ただの親族の娘むすめとして扱あつかっているように見せかけている。突き放し、ロージーの存在など大したことはないと言ってみせた。

　それをリカルドらが信じるかどうかは別にして、そうするしかないのだ。

　でも、そうすると、この目の前の男がどうしてこんなに怒っているのかがわからない。

　エミリオのはったりを見み抜ぬいているのに、彼は明らかに今も怒っているように見える。

「……伝えなけりゃあ良かったな」

　リカルドは、渋じゆう面めんで呟つぶやいた。え、とロージーは聞き返した。

「さっきの伝言さ。はったりのために家族を不安にさせるなんざ、家長として間ま違ちがってる」

　彼の言い方には怒りと苛立ちが感じられる。

（じゃあ、この人、エミリオの伝言に怒ってるの？）

　リカルドはベッドの隅すみに腰こしを下ろした。

「家族ってのは、そういうんじゃねえだろ」

　彼は、ロージーのために、怒っているのだ。

　けれど、彼は工場への襲撃の指揮を執とった。レオを助けるために、工場の普ふ通つうの労働者たちに怪我をさせた。彼らがばらまいた安価な粗そ悪あく銃じゆうのおかげで、市内の治安は一気に悪化した。

　たくさんの人を抗こう争そうに巻き込み、強ごう盗とう事件が多発するような状況を作り出しておいて、こんなふうに人質のために怒るなんて。

（矛む盾じゆん、した人）

　でも、裏表があるのとも違ちがう気がする。

　初めて会うタイプの人間で、何を考えているのかよくわからないけれど、少なくとも、リカルドはロージーに同情しているように見える。

　なら、それを使うしかない。

（油断を誘うんだ。自力でここから逃にげるか、せめて情報をエミリオに伝えないと。あの伝言はリカルドたちへのはったりであると同時に、私へのメッセージでもあるんだ。このまま助けられても、私は結局組織の人間としては否定されてしまう……）

　リカルドたちは、デ・コスタが賭と場ばとアリスタから手を引くことを望んでいる。あるいは、さらにデ・コスタをウェストエンドから追い出すことを。

　その望みが叶かなえられ、縄なわ張ばりが守られたと確信できるまで、彼らはロージーを手放さない。

「ありが……とう」

　怯おびえをあえて抑おさえず、震えながら頷うなずくと、リカルドは眉まゆを顰ひそめた。ロージーへの同情を深めたのか、それとも何か別のことを感じ取ったのかはわからない。

「エミリオは交渉に応じる。すぐに帰れるさ」

　リカルドの言葉が優やさしくて、怪あやしまれてはいないとロージーは安あん堵どする。レオはもう少し冷静な目でロージーを見ているけれど、リカルドなら、油断してくれるかもしれない。

　ロージーは、自分がどう見えているのか意識しながら、慎しん重ちようにマットレスの上に縮こまった。




　窓の隙すき間まから、明かりが差し込んでいる。

（もう、朝なんだ）

　リカルドは、ずっと起きて、レオと話し込んでいる。次の電話交渉をどう進めるか、相談しているようだった。

　やがてレオが部屋を出て、リカルドが残った。

「おい、目覚ましてんだろ？」

　リカルドが、二人になった途と端たん、話しかけてきた。

　ロージーはしばらくもじもじしてから、毛布から顔を覗のぞかせた。

「なんか食うか？」

　声の調子が優しい。

　こういう人物には覚えがある。施し設せつで育った子どもたちを憐あわれみ、同情して、色々なものを与あたえるタイプの大人と似ている。もっとも、リカルドほど二面性があるタイプは知らないが。

　そういう相手なら、とにかくおとなしく、従順に接するべきだろう。

「今レオがなんか買ってくるから待ってろ。どうだ、痛いところはないか？　結構しっかり縛しばっちまったけど、手首痣あざになってねえか？」

　手首は今でも痺しびれたような痛みと痕あとが残っていたけれど、ロージーは俯うつむいて首を振った。

「そんなに、痛くは、ないの」

「そっか。な、あんた、会うの二回目だったよな。覚えてるか？」

「……はい」

　レオ、と呼ばれているあの男を助けに、リカルドは工場を襲おそった。

　その時、確かに顔を合わせている。

「あん時は、親の借金とかで働かされてる娘かと思ったぜ。人は見かけによらねえな。あんたがデ・コスタ家の人間だっていうんだからよ。……なあ、教えて欲しいことあんだけどよ」

　探さぐりを入れられるのかもしれない──ロージーは警けい戒かいし、張り詰つめて、問いを待った。

「デ・コスタのやつは、魔ま法ほうみたいな力を使うって？」

　デ・コスタの《力》は、ウェストエンドでは公然の秘密に近い。レオの率いる部隊を撃げき退たいしたのも、ダリオの異能だ。

（今いま更さら、私に確かく認にんするまでもないことじゃないの？）

　そうは思ったが、やはり少しでも情報を漏もらしたくはなくて、口を噤つぐんだままでいる。

　すると、リカルドは扉とびらの方を指さして言った。

「ほら、さっきいたやつ、うちのレオってんだけどさ。あいつが、あんたんとこの三男がその力を使って雷かみなり落とすのを見たんだよ。あいつは噓うそはつかねえやつだし、オカルト？　とかも信じてない。すげー真面目まじめで、理性的なやつなんだ。そのレオがよ、言ったんだ。話には聞いてたけど、もう、そりゃ本当のことなんだろうよ。なあ、他にどんな力あるんだ？」

　あからさますぎて、探りを入れるというよりは、ただの質問だった。

　ロージーは、勿もち論ろん手の内を明かすような真似まねはできず、じっと黙だまって、毛布を見つめる。

「聞いた話じゃ、次男が炎ほのおを操あやつるとか。長男は？　秘密？　それとも力がないのか？」

　リカルドは、俯くロージーの顔を下から覗き込み、無む理り矢や理り、目を合わせて言った。

「あんたも、そういう力を持っているのか？」

　持ってない。

　これははっきりしておいた方がいい気がする。相手が信じるか信じないかはさておいて、少しでも油断してもらうためには、力があるなんて言うべきじゃない。

「……な、ない」

　リカルドが、ふっと微笑ほほえんだ。やけに淫みだらな笑えみに見えたのは、こちらを見み透すかすような迫はく力りよくがあったからだろう。

「全然？」

　問いに頷いた時、自分だけが産めるという、異能を持った子のことを思った。

（異能を持つ子どもを産むっていうのが、デ・コスタの女が持ってる力、になるのかも）

　考えていたのは一瞬だったけれど、リカルドはその一瞬の間から確かに何かを読み取った。

「従兄いとこたちとは違う力か？　そうだな、あんたもデ・コスタの血を引いてるんだもんな」

　ロージーは、眉まゆ根ねを寄せ、困こん惑わく気味の表情を作りつつも、握にぎった掌てのひらに汗あせを搔かく。

（私に何か価値があるなんて思わせたら、解放してもらえなくなる）

「私は特別なんかじゃない……従兄たちとは、違うの」

「パレデスのじいさんを罠わなに嵌はめられる女の子は、じゅーぶん特別だろ」

　追い詰められ、ロージーは、自分が罠に嵌められつつあることを悟った。

　リカルドは、ロージーが想像していたよりも、遥かに察しが良い。たぶん、頭が切れるだけではなく動物的な勘かんがある。

「んー……まあ、いい。なあ、その力、血で受け継つぐんだよな？　調べてみたんだが、一族は血族結けつ婚こんを繰くり返しているだろう？　やっぱり、血が濃こい方が力が強いとかあるのか？」

　そんなの知らない。血族結婚を繰り返すのは、《力》が母系遺伝だからだ。デ・コスタの男たちが、自分たち以外の男が力を持つことを許さなかったからだ。

　ロージーは、顔を背そむけ、絶対にこれ以上情報を漏らすまいと決めた。

　それなのに、リカルドは、ロージーの顎あごを摑つかんで、自分の方を向かせた。

　目が、合ってしまう。

　リカルドは微笑みかけてきたけれど、もう優しい大人には見えなかった。

　あの精肉工場で無む慈じ悲ひに一いつ般ぱん人を巻き添ぞえにした時も、彼は同じように快活に笑っていた。

　ロージーはこくりと喉のどを鳴らして唾つばを飲み込み、渇かわいた口を開いた。

「普通の人、巻き添えにして、平気なの？」

　質問への興味を逸そらしたくて、無む駄だと思いつつも、そう言葉を吐はき出す。

　リカルドは、その太く男性的な眉を上げ、不思議そうな顔をした。

「普通の人って？　お嬢じようちゃんは、『普通の人』じゃねえだろ」

「工場の、こと。あの、レオって人を助け出す時に、たくさんの人が巻き添えになった……」

「それ、あんなとこに人ひと質じちぶち込んでたおたくらのせいでもあるけどな？」

　平気な顔でそう言う。

「まあ、いいさ。普通の人を巻き添えにして平気かって？　そりゃ、巻き添えにしたいわけじゃねえが、自衛してねえ方も悪い。死にたくなけりゃ、俺たちが売ってる銃じゆうを買えばいい。それで身を守るべきだ。銃より重要なのは、用心深くあることだがな。俺たちとの抗争中に、デ・コスタの息がかかった精肉工場で働いてたんだ、あれくらいの巻き添えは予想しておけって話さ。自じ業ごう自じ得とく。生き残るってのは、それだけ大変なんだよ──って辺りで納なつ得とくしたか？」

　勿論納得できるわけがない。ロージーと、リカルドの考え方は違ちがい過ぎている。

　リカルドは、微笑んだ。大人っぽい笑いだったけれど、エミリオとも違う。エミリオのように目が笑っていないなんてことはない。

　けれど、底の浅い笑いでもない。

　社会や人生の暗いところを、しっかりと歩んできた人だけが持つ、沼ぬまのような深みを思わせる表情だった。

「納得したら、俺の質問に答えて欲しいんだけどな」

「……力のことは、知らないの。私、最近、こっちに来たから」

「ああ、聞いてるぜ。詳くわしい話は知らないが、屋や敷しきに娘むすめが一人増えたってな。なあ──ちょっと状じよう況きようを整理しようぜ。俺が知ってることを教えてやるよ。あんたは最近あいつらの屋敷に来た。あいつらは血族結婚を繰り返してる。一族には代々力がある。で、ここから先は予想だけど、あんたは結婚のためにあの屋敷につれて来られた？」

　今リカルドが得ている情報からそういう結論に至るのはおかしなことじゃない。

「わからない。私は、何も知らないの」

　ロージーはかろうじてそう答えたけれど、リカルドは追つい及きゆうの手を緩ゆるめなかった。

「男どもの血を引いていりゃあ力を持っているんなら、あんたはいらない。あの冷血漢で有名なエミリオがあんたをわざわざ呼び寄せたのは、力のためじゃあないのか？　あんたは、デ・コスタの子を産むために連れて来られたんだ」

　ロージーは、自分が完全に青ざめてしまったことを自覚しつつも、最後の抵てい抗こうを試みた。

「私は関係ない。力があるのは男だけ、なの」

「じゃあなんで血族結婚を繰り返す？　知ってるぜ、調べたんだ。あいつらのことなら、なんでもな。あんたらが俺たちについて調べたように、俺たちもあんたらについて調べた。あんたらは血族結婚を繰り返してきただけじゃなく、一族の女をほとんど余所よそに嫁とつがせないんだ。嫁がせれば、力がそいつの家系に伝わっちまうからだろう？　さあ、最後の質問だ──」

　ロージーは顔を背けようとしていたが、リカルドは彼女の顔から手を離はなさない。顎を摑んで自分の方を無理矢理向かせ、目を合わせ、その問いを発した。

「あんたが産むなら、俺の子どもでも、力を持つのか？」

　心を侵おかすように目を覗き込まれ、ロージーにできたのは目を固く閉じて、首を横に振ふり、震ふるえる声を押し出すことだけ。

「あなたは、力を、持たないから……子どもも、力を持たない……」

　けれど、次の瞬しゆん間かんリカルドの口から出た言葉に、ロージーは凍こおり付いた。

「じゃあ証明してくれよ」

（証──明？）

　──今、この部屋に、ロージーは彼と二人きりだ。

　急に、リカルドの体温や、身体からだの大きさ、肌はだに触ふれる指の無骨さを意識してしまう。

　彼は、背も高く、筋肉もある。当然力だって、強いだろう。

　ロージーはようやく危機を自覚した。

　それまでロージーの顎を摑んでいたリカルドの手が離れた。

　かと思うと、その手でいきなり手首を摑まれ、引き寄せられる。
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「放して……っ！」

　胸を押して離れようとしたけれど、リカルドは彼女をマットレスの上に押し倒たおし、両手首を片手でまとめて摑み、その目をまっすぐに、こんな状況にそぐわない真しん摯しな態度で見つめた。

　長く濃い睫まつげに縁ふち取どられた、誘さそい込まれそうな深い色合いの双そう眸ぼう。

　たった一人の恋こい人びとに向けるような優やさしげな眼まな差ざしで、睦むつ言ごとみたいに甘く呟つぶやく。

「俺の子どもを産んで、あんたの言葉を証明してみてくれよ」

「あっ……！」

　空いている手が、ロージーの首筋を擦さすり、ブラウス越ごしに胸の谷間から腹まで、スカート越しに腰こしから腿ももまで、軽く触れる程度に撫なでていく。

　倒された拍ひよう子しにスカートが膝ひざ上うえまでめくれていたことに気付いて、ロージーはぞっとした。

「大だい丈じよう夫ぶだ……」

　労いたわるような声だった。ほんの数時間前にも彼は同じ声で、同じ言葉を口にした。

　エミリオに見放されたわけではないと言ってロージーを慰なぐさめた。

　今は、同じ言葉を吐いて、ロージーを辱はずかしめようとしている。

　こんな真面目な顔で、こんな優しげな目で、情じよう欲よくの熱をロージーに向けている。

「怖こわがるなよ？　怖がられたら……加減できなくなりそうだからな」

　その言葉を裏付けるみたいに、ロージーの手首を摑む力が、少し強くなった。

「噓うそ……吐つき……」

　大丈夫なんかじゃ、なかった。

　少しでも気を許してはいけなかった。気を許したつもりなんかなかったけれど、これだけ近づかれてしまった。それはもう、ロージーの甘さなのだ。

「噓も吐くさ」

　追い詰つめられて悔くやしさと恐きよう怖ふに震えるロージーを、その冷めた狂きよう気きを感じさせる眼差しでいたぶるように縫ぬい留め、彼は密ひそやかに囁ささやいた。

「俺は悪い男だからな」

　太い指がストッキングの膝ひざ裏うらをくすぐるように撫で、腿の半ばまで上がり、スカートの中のガーターベルトに触れたところで、ぴたりと止まる。

　途と端たん、重い身体がのし掛かかってきて、荒こう野やの砂の匂においにも似た彼の匂いに包み込まれる。

　震えも、心臓の音も、彼には伝わっていたことだろう。

「……っ、やめてっ！」

　ロージーは抗あらがって、彼の脇わき腹ばらを膝で蹴けり上げた。

　リカルドは呻うめき、よろめいたかと思うと──

「ふ……くふ……はははははっ！」

　いきなり、仰のけ反って笑い出した。

　ロージーは呆ぼう然ぜんとして、めくれ上がったスカートを直すことも忘れて、急に離れた彼を見ていた。

　やがてリカルドはまだ笑いに身体を震わせながら、髪かみを搔かき上げ、顔を上げた。

「本気にするなよ。あんたは女としちゃあ俺の好みじゃねえって」

　その表情からは、先さき程ほどの妖よう艶えんな雰ふん囲い気きは抜ぬけ落ちていた。

　彼を見つめるうちに、ロージーは、気付いた。

（からかわれたんだ……）

　家族のことでエミリオを怒おこった。良い人そうに見えた。優しい大人に見えた。

　でも、勿もち論ろんアリスタ・ファミリーのボスがそんな人物なわけがない。

　単に、人ひと懐なつこいだけか、ロージーの懐ふところに入ろうとしただけだろう。

「さて、話の続きでもするか？」

　リカルドは足を組み、笑えみを湛たたえたまま、そう言った。

　ロージーを、見み透すかすような目で見ていた。

（私が、彼を油断させようとしたこと、見み抜ぬかれてる）

　だから、ロージーをからかった。

　自分を甘く見たロージーに、ささやかな罰ばつを与あたえたのだ。

　効果は覿てき面めんだった。震えは止まらなかったし、手足にも力が入らなかった。

　ロージーは毛布を摑つかみ、小さな声で呟いた。

「もう、休ませて……」

「ご自由に、セニョリータ」

　愉ゆ悦えつを含ふくんだ声で、リカルドはそう言った。

　ロージーは毛布にくるまって横になる前に、手の中に髪留めを一つ、握にぎり込んだ。ピンが皮ひ膚ふをちくちくと刺さす。

　その感かん触しよくを頼たよりに、夢の世界に入ってしまうことだけは、避さけた。

　逃とう亡ぼうのチャンスを、逃にがさないように。




　静かだが、無音ではない。カモメの声は聞こえた。それに、蒸気船の汽笛も。海辺なのは間ま違ちがいない。

　人の声と車の音は聞こえないから、港ではない。

　たぶん、市の北西にある、開発途と中ちゆうで放ほう棄きされた地区だろう。

　ホームレスが寝ね泊とまりする他ほかは警察が巡じゆん回かいに来ることもない、寂さびれた地区だ。

（エミリオも、ここのことは怪あやしむはず。人が寄りつかないし、海が近いから船を出しやすくて、アリスタが隠かくれ家がを構えるには最適。人を探たん索さくに派は遣けんしたりしてるかもしれない。私が、何か合図を送れれば……）

　一番いいのは、騒さわぎを起こすことだ。

　でも、リカルドの目があるところで、そんなことができるとも思えない。

（この人だって休む。寝ねたり、ご飯を食べたりする。その時に騒ぎを起こそう。今は無理だ）

　そんなことを考えながら、寝ね返がえりを打った。

　何度か、眠ねむりに落ちたと思う。

　でも、深い眠りではない。熟じゆく睡すいしたかと思ってひやっとして目を開けたが、板の隙すき間まから差し込む光の角度は、あまり変わっていない。

　眠れないのか、と気き遣づかうような、少しおもしろがるような声を聞いた。

　それから、自分で思っていたよりも、深い眠りに落ちて──

　扉とびらが閉まる音で、目が覚めた。

　毛布にくるまったまま、そっと目を開け、太陽の角度を確かく認にんする。最後に確かめた時よりも、太陽はかなり高い位置にあるようだ。

（寝ちゃったんだ）

　顔を動かさないように、目だけを動かして自分の掌てのひらを見る。ピンで傷つき、血が出ているけれど、ちくちく痛むだけで大したことはない。

　あくびが、聞こえる。

　たぶん、リカルドはロージーが寝たと判断して、見張りを他の者と交こう替たいしたのだろう。

　顔を上げ、毛布を僅わずかにどかして新しい見張りを窺うかがう。

　眠そうなようすの若い男が、椅い子すに座り、テーブルに足を投げ出している。

　男は、こちらに集中しているとは言い難がたい。

　皺しわのついたズボンと、シャツ。ひげ面づらには疲つかれが滲にじんでいる。

（動くなら、今だ）

　ロージーは毛布の中で身じろぎし、それに気付いた男が、こちらを見た。

　その瞬しゆん間かん、ロージーは小さな悲鳴を上げた。

「あっ」

　男が、不思議そうな顔でロージーを窺う。ロージーは身体を起こし、ピンで傷ついた手を見せて、ベッドを指した。

「スプリングが出てるみたいで……」

　かなり深く刺して、さらに手を握りしめたから、シーツに滴したたる血は結構な量になった。ロージーを傷つけるなと言われているだろう男は、顔をしかめた。

「見せてみろ」

　そう言って、ロージーの方に身を乗り出してくる。ロージーは男のために身体をずらして場所を空け、男がベッドの上に屈かがみ込んだ時──

　男のショルダーホルスターに手を伸のばし、銃じゆうを抜き取った。

「動かないで」

　銃を取り返されるより早く、すぐにベッドから転がり降りて距きよ離りを取り、銃口を突つきつける。

　男は何か言って、動こうとしたが、ロージーの顔と銃口を見て動きを止める。

　ロージーは習った手順を必死になって頭の中で繰くり返しつつ、リボルバーの撃げき鉄てつを起こす。弾たまが入っていれば、あとは引き金を引けば撃うてるはずだ。

　せめて落ち着いて見えるようにと、目を逸そらさず、もう一度警告する。

「絶対に、動かないで」

「──やめときな」

　男は短く言って、シリンダーを摑もうと冷静に手を伸ばしてきた。そこを摑まれてはシリンダーが回転せず弾が出ない。

（ダメだ、部屋が狭せますぎる。逃げ場がない）

　撃たなければ銃を奪うばわれる、という瞬間、ロージーは引き金に力を込めた。目を開けたまま、しっかりと自分が撃つべきものを見て。

　──銃声に驚おどろいた外の鳥が、一いつ斉せいに飛び立った。




　銃じゆう弾だんは、煉れん瓦が壁へきにめり込んで止まった。

　角度を考えて真っ正面に撃ったから跳ちよう弾だんはなし。拳けん銃じゆうの弾が煉瓦を貫かん通つうすることもないから、外に人がいても大だい丈じよう夫ぶ。

「はぁっ、はぁ……」

　緊きん張ちようから解き放たれたロージーは、涙なみだ目めで荒あらく息を吐はく。そのロージーから銃を奪い取った男は、青ざめた顔だ──すぐに銃声を聞いて廊ろう下かからリカルドらが飛び込んでくる。彼は銃と、ロージーと、壁かべの銃じゆう痕こんを見て、状じよう況きようを把は握あくしたらしかった。

「なかなかやるな」

　それが、リカルドの第一声だった。

　あくまで状況を面おも白しろがるような、危険な笑みが口元に浮うかんでいる。

　ロージーは最初から人を撃つ気なんてなかった。

　欲しかったのは、銃声だ。

　ここは確かに人ひと気けは少ないが、無人ではない。銃声が轟とどろけば警察に通報される可能性がある。

　エミリオもデ・コスタの人間に捜そう索さくさせているはずだし、たぶん警察の協力者にも情報を流させているだろうから、警察に情報が行けばそれはデ・コスタにも届く。

　ロージーが誘ゆう拐かいされた以上、彼はどんな些さ細さいな情報にも最大限の注意を払はらうはずだ。

（毎日どこかで銃声が聞こえるような状況だけど、でも、エミリオなら）

　ある意味、ロージーはエミリオを信しん頼らいしている。彼は全力でロージーを捜さがすし、ロージーの小さなヒントから正解にたどり着ける人だ。

　でも、問題は、目の前に立つリカルドだ。

　ロージーから銃を奪われた男は、怒いかりにまかせてロージーを殴なぐることはしていない。リカルドの支配が絶対的で、ロージーを傷つけないよう命じられているからだろう。

　ロージーの命運は、リカルド次し第だいだ。

「だから言っただろう。縛しばっておけと」

　最初に口を開いたのは、リカルドの後ろから部屋に入ってきた、レオだ。顔はまだ腫はれが引いておらず、表情も読みにくかったけれど、苛いら立だっているように見える。

「銃声を聞いて、警察かデ・コスタが来るかもしれない。それがこのお嬢じようさんの狙ねらいだったんだろうが」

「わかっているさ。準備しろ、場所を移る」

　そう命じるリカルドに、レオは、苦々しい顔で反論した。

「ああ、だがその前に、そいつを殺せ」

「!?」

　エスパル語だったが、レオの言葉は短く、聞き取りやすく、齧かじった程度のロージーにも聞き分けられた。

　殺せ、と、彼は言ったのだ。

（どうして!?　私を殺せばデ・コスタと全面戦争になる。パレデスという庇ひ護ご者がいなくなった以上、アリスタは圧あつ倒とう的に不利なのに！）

　ロージーは、痛めつけられこそすれ殺されることはあるまいと思っていた。

　リカルドにはレオの提案は別に驚くべきことではなかったらしく、相変わらず厳いかめしい表情でロージーを見つめているだけだ。

　黙だまったままのリカルドに、レオは詰つめ寄るように言った。

「その娘むすめがデ・コスタの子を産むんだとおまえは言った。なら、そいつを殺せばやつらの組織は動どう揺ようする。その時デ・コスタ家の支配に反発する人間を扇せん動どうすれば、デ・コスタの自じ壊かいを誘さそえるんだ。逃にげるのにも、その娘がいない方が逃げやすい。またいつどんなふうに俺たちを妨ぼう害がいしてくるかわからないんだからな」

　今度は早口でロージーには聞き取れなかったが、デ・コスタの名前が何度か出て来たので、理由を悟さとった。

　ロージーが産めばリカルドの子でも力を持つ──そのことに、彼らが確信を持ったかは定さだかではない。

　でも、少なくとも、ロージーにしかデ・コスタの子を産めないことには勘かんづいてしまった。

　ロージーを殺せば、デ・コスタが存続の危機に陥おちいると、彼らは知ったのだろう。

（失敗した！　やっぱり絶対に悟らせてはいけなかったのに！）

　恐きよう怖ふと驚きで、ロージーは固まってしまった。頭ではできるだけ冷静にこの状況を打破する方法を考えようとするが、心が乱れすぎてそれも難しい。

（でも考えないと！　今すぐ！　でないと私は……）

　リカルドは、きっとすぐに決断を下す。弱肉強食の論理で犯罪組織を率いてきた男で、ロージーをあんな酷ひどいやり方でからかいもした。決して善人ではない、危険な人物だ。

　組織にとって有益だと思えば、ロージーを殺すことだってできるだろう。

　自分を殺す不利益を、リカルドに教えなければ。

　エミリオがどんな手で彼らをウェストエンドから排はい除じよしようとしているのか、それがどれくらい避さけられないことなのか、悟らせるのだ。自分がいなければ、絶対に、生きてここから出られないことを。




『あとは私の仕事だ』




　エミリオの言葉を思い出し、ロージーは咄とつ嗟さに叫さけんだ。

「ラジオをつけて！」

　レオが、ぎょっとしたようにこちらを見てくる。

　ロージーは構わず、もう一度繰り返した。

「ラジオをつけて、ニュースを聞いて」

「何故なぜだ？」

　尋たずねるレオにではなく、自分をじっと見つめ続けるリカルドに、ロージーは言った。

「エミリオの仕事がわかるわ」

　リカルドが、頷うなずいた。

　ロージーのそばにいたメルキス人の男は、部屋を出て、ラジオを持って戻もどってきた。それをテーブルに置いたレオはすぐにニュース番組を流している放送局にダイヤルを合わせた。

　ノイズの後、不意にアナウンサーの声が鮮せん明めいに聞こえ、ニュースを読み上げていく。

　これがどうした、とでも言いたげに、レオがロージーを見やる。

　だが、次の瞬しゆん間かん、彼の顔色は目に見えて変わった。

　アナウンサーの声が、アリスタ・ファミリーの幹部たちが指名手配されたことを報しらせ、市民に注意を呼びかけている。罪状にはあらゆるものが含ふくまれていた──殺人、誘拐、脅きよう迫はく、密輸、人身売買等々。

　彼らの名前、容姿、危険性を繰り返し、最後に彼らが無事に逮たい捕ほされ罪を償つぐなうことを願うという言葉で締しめて、ニュースは終わった。

「……随ずい分ぶんと、覚えのない罪状まで盛り込みやがったな」

　レオの声は低く、怒りを湛たたえて掠かすれている。今にも銃じゆうを抜ぬくのではないかとさえ思う。

　パレデスがデ・コスタについた以上、彼らは遅おそかれ早かれこうなっていただろう。そのことは、勿もち論ろんリカルドらもわかっていたはずだ。

　でも、このタイミングでの手配は、エミリオがそう望んだからだ。

　ロージーは、少しでも自分が落ち着いて見えるように、わざとゆっくりと言った。

「もう、勝負は、ついているの。警察は、私たちの味方。あなたたちを見れば射殺する」

　か弱く何も知らない少女の演技は、もういらない。他ほかの部下たちの存在も重要じゃない。

　今必要なのは、リカルドにわからせることだ。

　ロージーの、価値を。

　汗あせの滲にじむ掌てのひらを、拳こぶしの中に隠かくす。

「私を殺せば、逃とう亡ぼう手段を失う。今なら、まだ間に合う。私を無事に解放すれば、命は奪わない。せいぜい、メルキスに強制送そう還かんで手を打ってあげる。私がそう説得してあげる。エミリオだって、私が戻ったら、あなたたちと戦う理由はなくなる。これは双そう方ほうにとって、益になること、でしょう？　どちらかが全ぜん滅めつするまで殺し合うよりは、ずっと、ね」

　レオは今にもロージーを殺しそうな目をしていたし、リカルドは相変わらず何も言わない。廊ろう下かで聞き耳を立てる彼らの部下は、動揺も露あらわだ。幾いくらリカルドが部下から信頼されているとはいっても、ここまで追い詰められれば部下は動揺する。

　弱肉強食をモットーに強力なリーダーシップで部下を率いてきたのだとしても、自分が被食者となっては、信頼を失う。

　アリスタ・ファミリーにも、弱点はある。同じメルキス系でも、リカルドのように本国から来た者たちと、元からウェストエンドにいた者たちとでは、士気や忠誠心に差があるはずだ。

（部下の間にも、動揺を、広げられれば。そうすれば、リカルドは私を殺せなくなる）

　ロージーを殺し、デ・コスタとあくまで敵対するのなら、リカルド側も組織がまとまっていなければ厳しい。ロージーが播まいた不和の種は、確実に成長して彼ら自身を食い荒あらす。

　それを避けたければ、今ロージーを殺すことはできない。

　だが、リカルドは、突とつ然ぜん、ふっと笑った。

　彼は、思いの外、落ち着いた声で言った。

「気に入ったよ、あんた」

「……くそ！」

　罵ののしりの言葉を吐はいたのは、レオだ。

「また病気が始まった……」

　エスパル語で、そんなことを吐き捨てたようだ。

　一方リカルドは、その大きな、よく通る声で言った。

「俺と一いつ緒しよに来いよ。おまえの未来を見てみたい。俺の下で働けばいい。特技は恐きよう喝かつか？　詐さ欺ぎか？　仕事は山ほどあるぜ！」

　レオは顔を手で押さえて天を仰あおいだ。もうお手上げ、そういう仕草に見える。

　ロージーも困こん惑わくしていた。

（来い？　仕事？　何、なんなの、それは……）

　突然、ダリオに言われたことを思い出す。リカルドも、ロージーが犯罪を楽しんでいるとでも思っているのかもしれない。

「私、悪いこと、したいわけじゃない……」

「だがあんたはデ・コスタで、その悪いことってのが仕事のはずだ。俺たちだって同じさ」

「お、同じじゃない……事情があったからで、好きでやってるわけじゃない」

　リカルドは、少し困った顔をした。

「簡潔に行こう。好きとか嫌きらいとかじゃない。あんたは、そういう人間だろう？」

　リカルドの言葉に、ロージーは頭を殴なぐられたように感じた。

　そういう、人間。

　犯罪で生きている人間。

　ダリオも、この目の前のリカルドも、犯罪者だ。

　そして、ロージーも。

　好きだろうと嫌いだろうと、事情があろうとなかろうと、もう、こちら側、ダリオやリカルドがいる側の人間なのだ。

　犯罪組織という一点において、デ・コスタだろうが、アリスタだろうが、変わりはない。

　確かに、『同じ』だ。

　リカルドの申し出を断るのなら、犯罪が嫌いだからとか、自分は違ちがうからとか、そんな理由ではダメなのだ。

「……私は、行かない。デ・コスタに残る」

「従兄いとこたちを裏切りたくないから？」

「それも、ある、けど」

　従兄というよりは、ノアだ。それに、ルチアとの約束がある。

　だが、何より。

「自分自身を、裏切りたくない、から」

　リカルドは納なつ得とくしたように頷いた。

「だが、ここであんたを逃がすってことは、デ・コスタに跪ひざまずくってことだ。俺たちが、命が危ないからエミリオにすがりついて許しを請こうとでも？　なあ、そう思ってるとしたら、あんたは俺たちを誤解してる。俺たちは、そんな覚かく悟ごでメルキスから出て来たわけじゃない」

　リカルドはロージーと目線が合うように、椅い子すに腰こしを下ろして、屈かがみ込んだ。笑え顔がおの多かった彼の顔に笑いはなく、ただ恐おそろしいほどに真しん剣けんな顔をしていた。

「メルキスは貧しい国だ。政治の混乱で内戦が起こって、他国の不ふ況きようのあおりを食くらって輸出も萎しぼんだ。仕事もない、畑も家か畜ちくも瘦やせてる、ガキは病気で死んでく。世界的な不況の中でも、あんたの国にはまだ金と仕事が残ってる。どんだけ不景気だろうが、メルキスよりはマシだ。俺たちはここに食らいつかなきゃならねえんだ。おめおめと国に帰れると思うのか？　俺の中のバケーロの血と名めい誉よにかけて、そんなことはできやしねえ」

　バケーロ──聞いたことがある。アルゴ合衆国で言うカウボーイのようなもので、自衛の手段を持って誇ほこり高く生き、名誉を尊ぶと言う。

（また、名誉）

　ロージーはダリオの言葉を思い出した。




『名誉さ。それがなきゃ、俺たちは、死ぬんだ』




　でも、それをくだらない、とはもう言えない。ロージーも、今リカルドの誘さそいに乗ることができないから。誘いに乗れば、命の危険は去るというのに。

　デ・コスタで生きていくと決めたのは、デ・コスタを変えると決めたのは、自分自身だから。

　自分を、裏切りたくない。

（そうか。私のこれも、名誉、みたいなものなのかも）

　一いつ般ぱん的に名誉と呼ぶものではないかもしれないけれど、ロージーにとっては大切なもの。

　取るに足らない存在だと思ってきた自分自身を認めるために、必要なもの。

　ロージーはリカルドと正面から見つめ合った。睨にらみ合いと言うには互たがいへの憎ぞう悪おはなかったけれど、どちらも譲ゆずることはできなかったし、噓うそが通じないのもわかっていた。

「……リカルド。決めろ。生かして逃にげるか、デ・コスタの人間を一人でも多く殺すか」

　レオが、これ以上音を立てないためだろう、銃ではなくナイフを抜いてそう言った。

　そして、リカルドはロージーを見つめたまま──
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「うん、わかった……それじゃあ、十分気をつけて。ああ、頼たのむよ」

　そう言って、受話器を静かに置く。

　エミリオは書しよ斎さいにいた。いつリカルドから連れん絡らくが入るかわからない状じよう況きようで、出歩くわけにはいかない。

　デスクの向こうには、東部から帰ってきた直後のノアがいる。

　険しい表情で睨みつけてくる弟に、エミリオは兄として微笑ほほえみかける。

「お帰り、ノア。コートを脱ぬいで、部屋で少し寛くつろいだらどうかな？　疲つかれただろう」

「ロザベラが誘ゆう拐かいされたと聞いた」

　ロザベラが誘拐された時ノアは移動中だったから、連絡を受けたのは駅で出で迎むかえを受けた時だろう。それから彼はコートも脱がず、屋や敷しきに戻もどるなりエミリオの書斎に飛び込んで来た。

「今はどうなっている」

「情報は入ってきてる。任せてくれて大だい丈じよう夫ぶだよ」

「今は、どうなっている？」

　先さき程ほどと言葉は同じだったが、語調は強い。エミリオは笑みを深くする。

「君は本当にロザベラのことをよく気にかけているねえ」

　呆あきれたような、感心したような声で言うと、ノアの表情が険しさを増した。青い目で、エミリオを見み据すえる。ロザベラも時々いい目つきをするが、ノアの目は鋭するどさが違う。

　肩かたを揺ゆすって笑い、エミリオは最初の問いに答えた。

「捜そう索さく中だよ。ただ、北西の商業地区で不ふ審しんな車が見つかった。使われていない倉庫に新型車があったという話だ。まだ確定してないけれど、今ダリオが確かく認にんに──」

　ノアは最後まで聞かず、部屋を出ようとする。

「ねえ、ノア」

　その背中に、エミリオは嫌いやみなほど朗ほがらかな声をかけた。

「ロザベラの結けつ婚こん相手をそろそろ決めるべきじゃないかな」

　今度こそ、エミリオは殺意のこもった目を向けられた。

「……今はそんな話をしている時じゃない」

「そうかな？　でも、こんなのはどうかと思って──あの子を助けた者が、結婚相手になる、とかね」

　ノアの怒いかりが炎ほのおになって弾はじけそうだ。

　それが楽しくて、エミリオはまた笑ってしまう。

「ふふ、怒おこらないでおくれ、私の弟。何がそんなに不満なんだい？」

「こんなことで賭かけなんざくだらねえ。優先すべきはロザベラの身の安全だ」

「わかっているよ。でも、だからこそ、報ほう奨しようがあった方が、君らもやる気が出るかと思って」

　ノアは今にも怒りのままに炎を喚よび出しそうにも見えた。

　しかし、感情と力の制せい御ぎよに慣れた次男は、目を伏ふせて怒りを鎮しずめてしまう。

　そのまま無言で扉とびらを開け、立ち去った。

　一人残されたエミリオは扉から電話に視線を移し、笑みを消して呟つぶやいた。

「さて。花はな嫁よめは、我々のために努力してくれているかな？」

　電話は、まだ鳴らない。




　電話が鳴ったのは、それから三十分ほど後のことだった。

　かけてきたのはダリオだ。

　エミリオは、北西の商業地区に不審な車両があるという連絡を受け、ダリオを向かわせていた。連絡をくれたのは辺りを根城にしている不法占せん拠きよ者たちで、エミリオの情報屋でもある。

　通りに出て電話ボックスからかけてきたというダリオは、手短に説明した。

「車両は二台ともこの辺りに放置するには、ちょいと新しすぎる。やつらの所有車両の中に同じ型があるのは確認してる。ナンバーは──」

　電話で知人に頼めば、ナンバーから所有者情報を教えてくれるはずだ。エミリオはそれをメモし、ふと思い出して言った。

「あ、そうそう、ノアがそっち行ったから、鉢はち合あわせするかも」

「はあ!?　ふざけんなよ、大事な時にいなかったくせに今いま更さらしゃしゃり出て来るのかよ！」

「しょうがないだろう、大事な時にいたのに彼女を守りきれなかったのは私たちなんだし」

　ダリオは言葉に詰つまった。

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしているところを想像し、エミリオは思わず笑えみを漏もらす。

「もし会っても喧けん嘩かしないでおくれよ、それどころじゃないんだから。それから、もう一つ」

「なんだよ！」

「ロザベラを最初に助けた者が彼女を娶めとる、ってどうかな？」

「…………」

　今度は絶句だ。反応がはっきりしているから、ダリオ相手の会話は、なかなか楽しい。

「それ、本気か、エミリオ」

「ああ。ノアには怒られちゃったけどね、そろそろ決めてもいいと思っていたし──」

「よっしゃ任せろ！」

　てっきり驚おどろいて文句を言うと思っていたダリオが、嬉うれしそうに叫さけんだ。

　声の大きさに、エミリオは耳から受話器を離はなした。

　口元の笑みが大きくなってしまう。これ以上は声が笑っていると気付かれるかもしれない、とエミリオが思った時、

　──ばん。

　離した受話器から、遠く、微かすかに、音が聞こえた。

　微かであっても、エミリオはそれをはっきり銃じゆう声せいだと捉とらえた。

　送話口のある電話機本体にしがみつくようにして叫ぶ。

「ダリオ！」

「銃声だ！　切るぞ！」

　ダリオがそう叫ぶ。銃じゆう撃げき戦せんではないらしく、銃声は一発だけ。ダリオの声からすると、ダリオらを直接狙ねらったものではないらしい。

「やつらは追い詰められている。どんな反撃に出るかわからない。気をつけろ。それから……」

「うっせえ、さっさと言え！」

「急げ」

　電話が切られる。その音を聞く前に、エミリオも立ち上がって部下を呼んだ。

「北西の商業地区に向かう。車に銃と弾たまをあるだけ詰めろ。集められるだけの人間を集めて乗せろ。あとは私が直接指揮を執とる」

　よく躾しつけられた部下は彼の言葉を聞き返すようなことは滅めつ多たになかったが、この時は、驚きを隠かくせず聞き返してきた。

「は。ドン・エミリオが出られるのですか？」

「そうだよ」

　引き出しから自分のオートマチックピストルを取り出し、弾だん倉そうを抜ぬいて弾を確認する。

「だって、そうでなければ、競争にならないからね」

　部下に笑みだけを返し、彼もまた部屋を出た。




　電話ボックスは車がある倉庫から数ブロック先の店先にあった。

　その辺りの建物は完成していたが、近きん隣りんの開発が中断されたため売り出し中の看板が目立つ。所有者がある物件も、転売・投機目的で買ったものの買い手が見つからず無人のまま放置されているものが多い。

　受話器を置いたダリオは、すぐに銃声が聞こえた方向へ駆かけ出した。

　車が置かれている倉庫まで戻ると、残しておいた部下がダリオに駆け寄ってくる。

「倉庫の中に人の気配があります。ただ、銃声は他ほかから聞こえたのではないかと……」

　はっきりとはしないが、倉庫から聞こえたにしてはやや音が遠かった、と言う。

　方向としては、路地を隔へだてたアパートメントか、あるいはその隣となりの商業ビル。

「……先に倉庫を調べるぞ。二人ここに残れ、他はついて来い」

　銃声が聞こえたということは急を要するが、おそらくアパートメントの捜索には時間がかかる。倉庫の人間を拘こう束そくすれば、手がかりを得られるかもしれない。

　そう判断したダリオは、倉庫の扉を見た。

　扉は、彼らがここにたどり着いた時から少し開いていた。その隙すき間まから車が確認できる。

　だが、今はその隙間に、一人の男が立っている。

　ダリオは人ひと影かげの存在に思わず銃を構え──その顔を見て、拍ひよう子し抜ぬけした顔をした。

「なんだ、ノアかよ……って、なんでおまえがそこから出てくるんだよ」

　ノアは東部で着ていたのだろう冬用のコートを着たままだった。朝着いたはずだが、疲れを見せず大おお股またでダリオの方へやってくる。

「調べて来た」

　相変わらず、愛あい想そも口数も足りない男だ。

「はあ？　おい、おまえら見張ってたんだろうな？」

「二階の窓から入った。裏口と正面しか見張ってないなら見つけられっこない」

　ダリオは大きく顔をしかめて、ノアを睨にらみつけた。

「二階の窓なんて、なんでそんなところから入るんだよ」

「銃声は聞いたか」

「質問に答えろよ！」

　胸むなぐらを摑つかもうとするダリオの手を、ノアが摑み返した。

「言い争っている暇ひまがあると思ってるのか」

　ノアは怒りを抑おさえた声で言い、青く透すき通ってはいるが暗い印象の目でダリオを睨みつけた。

　勿もち論ろん、時間がないことくらい、ダリオだってわかっている。

　ダリオはノアの手を振ふり解ほどいた。

「……銃声なら、南から聞こえた。すぐそこのアパートメントか──」

「隣のビルか、だな」

　商業ビルの駐ちゆう車しや場は広々として、もし駐車車両があればすぐにわかる。

　一方、アパートメントには駐車場があるようには見えない。元々単身女性向けのアパートメントで、防犯のために塀へいが高い。中庭もあるが、その高い塀に阻はばまれて中を窺うかがうことはできない。

　ビルもアパートメントも部屋数が多く、探し出すには人手と時間がかかりそうだった。

「……俺に考えがある」

　平静に見えても、ノアの声はいつもより低く、掠かすれている。

　どういうわけか、ロザベラはこの根暗な次男に懐なついている。見た目ではほとんどわからないが、ノアの方でも、ロザベラが誘ゆう拐かいされたことはショックだったのかもしれない。

「協力するか」

　ノアを常つね日ひ頃ごろいけすかないやつだと考えているダリオにしてみれば、手を組むなんて本来は願い下げだ。

　だが、銃声が聞こえた以上、手をこまねいて時間を無む駄だにすることはできない。

「てめーに先は越こさせねえけどな」

　ダリオはそう言って、気に食わない兄に向き直った。
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「……リカルド。決めろ。生かして逃にげるか、デ・コスタの人間を一人でも多く殺すか」

　レオがそう言い、リカルドはロージーを見つめたまま、男らしい大きな口を開いた。

　けれど、その口から言葉が出て来る前に、爆ばく発はつ音が轟とどろいた。

　衝しよう撃げきが、ロージーがいる建物をも揺ゆさぶる。窓はびりびりと鳴って、電球が入っていないランプシェードから埃ほこりが落ちた。

「何……」

　ロージーは怯おびえて窓の方を見るが、そこは相変わらず板で塞ふさがれて、何が起こっているのか見えない。レオは窓辺に駆け寄って板の隙間から外を確かく認にんし、リカルドに向かって頷うなずいた。

　リカルドは、ひゅうと口笛を吹ふいて呟つぶやく。

「時間稼かせぎが目的だったか、デ・コスタの女じよ傑けつは。残念だが、援えん軍ぐんは罠わなを踏ふんじまったぜ」

「！　今の爆発は……あなたたちが仕し掛かけたの？」

　銃撃戦の音ではない、明らかな爆発音だった。リカルドたちは罠を仕掛けておいて、デ・コスタの捜そう索さく隊を爆発に巻き込んだのだ。

　リカルドは矢や継つぎ早に部下たちに指示を与あたえた。男たちの一人がロージーを立たせる。ロージーはそれに抗あらがってもがいた。

　ロージーの頭は爆発のことで占しめられていた。捜索隊は何人いたのか、どれだけの人が巻き込まれて怪け我がをしたのか、死者は──そして、ノアがそこに加わっていたりはしなかったのか。

「教えて！　何が起こったの、爆発の規模は？　どんな罠を──」

「足あし手で纏まといだ」

　もがくロージーの首筋に、レオのナイフの刃はが突つきつけられていた。

　ロージーは悲鳴すら飲み込んで、動きを止める。

　エスパル語が理解できずとも、自分が命の危機にあるのは、十分わかった。

　ロージーに人ひと質じちとしての価値があったとしても、リカルドらが自分たちの名めい誉よを優先させるのなら、ロージーは殺される。

（ノア）

　死ぬのか、と思った時、咄とつ嗟さに浮うかんだのはノアのことだ。

　東部からはもう戻もどっているはずだ。自分が誘拐されたと知ったら、きっと彼はやってくる。自分の身も顧かえりみず、ロージーを助けようとする。

　ノアがあの爆発に巻き込まれていたら、という恐おそろしい想像に、胸が押し潰つぶされそうだ。

　でも、その直後、ロージーは固く目を閉じ、自分の想像を強く否定した。

（違ちがう。ノアは爆発になんか巻き込まれていない。罠なんか回かい避ひする。絶対に、大だい丈じよう夫ぶ。だから、私は、今、私にできることをするんだ）

　今ロージーにできるのは、生きること。

　死んでしまったら、ノアを酷ひどく悲しませてしまう。

（忘れてた。大事なこと。ノアが思い出させてくれた。私が、すべきこと……名誉あることじゃないし、自分を裏切ることになるけど、ノアを悲しませるなんて、絶対にしちゃいけない）

　泣きそうになりながら自分に言い聞かせ、目を開ける。

「……で」

「ん？」

　声が小さくて聞き取れなかったのか、リカルドが聞き返した。

　ロージーはもう一度訴うつたえた。

「殺さないで。一いつ緒しよに行くから」

「……それ、俺たちの仲間になるってことか？」

　ロージーが頷くと、リカルドはレオの手に自分の手を重ねてナイフを押しのけた。

　それから、ロージーの顎あごに手を添そえて顔を上げさせ、テーブルのランプの明かりが顔を照らすようにする。噓うそを見み抜ぬくように、濡ぬれた青い目を見つめて──

　身を屈かがめてロージーの耳元に口を寄せる。

「どうせ、お迎むかえが来るまでの間だろ？」

　……びくりと、少しだけ震ふるえてしまった。

　おそるおそる見上げると、リカルドは笑っていた。

　ロージーの考えなんて見み透すかして、その上で、彼らしく不敵に笑っていた。

　世慣れた男の人特有の、余よ裕ゆうのある笑い方で。

「嫌きらいじゃないぜ、あんたのそういう策士っぽいところ」

　そう言って、ロージーの腕うでを引く。

　小さな悲鳴に構わず、リカルドは彼女の肩かたを抱だいて、部下たちに命じた。

「移動するぞ」

（助かった……？）

　ロージーは彼の手の熱を感じながら、こっそりと細い息を吐はく。

　レオは納なつ得とくしかねる視線をリカルドに向けたが、結局溜ため息いき混じりに指示に従った。

　階段を下りて、玄げん関かんホールにたどり着くと、リカルドは一いつ旦たん足を止めた。

　銃じゆうを構えた部下が何人か先に出て、周囲の安全を確保して、リカルドに合図を出す。

　扉とびらから通じる中庭は、高い塀に囲まれて広く、荒あれ果て、車が三台停とめられていた。

　かさりと、茂しげみが風に吹かれて揺れた。

（……あ）

　その途と端たん、ロージーは感じた。

　湿しめった、重い空気。

　それが、風に乗って、周囲を渦うず巻まいている。

　見上げると、ビルの間から覗のぞく狭せまい空は、黒雲でみっしりと埋うまっていた。

（……来る）

　ロージーは悟さとった。

　でも、その場にいた人間でそれに気付いたのは、ロケ地にいたレオだけだった。

「戻れ！」

　しんがりにいたレオは気付いてすぐに叫さけんだけれど、間に合わない。

　稲いな光びかりと同時に雷らい鳴めいが轟き、さきほどの爆発に勝まさるとも劣おとらない衝撃が、地面を揺さぶった。

　一度、二度、三度。

　三度の光と音が去った後、アリスタ・ファミリーの男たちは倒たおれ、地面には黒い焦こげが見えた。かなり遠くまで吹き飛ばされ、意識を失っている者もいる。

「なん……だ、こりゃ……」

　咄嗟にロージーを押し倒して庇かばったリカルドですら、あまりのことに、自失していた。

　雷かみなりは、他ほかにいくらでもビルも高い木もあるのに、平らな地面に立つアリスタ・ファミリーの男たちのど真ん中に落ちてきた。

　それも、立て続けに。

（来た、来たんだ、来てくれたんだ！）

　ロージーは落雷の恐きよう怖ふも忘れて周囲を見回す。どうせ、この雷はロージーには落ちない。

「よお、ご挨あい拶さつ申し上げるぜ、アリスタの若わか頭がしら！」

　ダリオは、ジャケットを風で翻ひるがえし、高い塀へいの上に立っていた。彼の部下たちは門を開けて飛び込み、生き残ったアリスタ・ファミリーに銃じゆう口こうを突きつける。

「俺の従妹いとこを引き取りに来たぜ、遊んでくれてありがとな！　これは俺からの──」

　にやっと笑った口の端はしに、鋭するどい犬歯が見える。

「お礼ってやつさ！」

　そして四度目の雷は中庭の木に落ちて、炎ほのおが燃え上がった。

「くそっ、呪のろわれた化け物め……！」

　罵ののしりながらも、レオはリカルドのために車を確保しようと駆かけた。

　だが、木から燃え広がった炎は足あし下もとの草を焼いて、レオの行く手を邪じや魔まする。デ・コスタ側から一いつ斉せいに撃うたれて、彼はまた屋内へ退いた。

「ダリオ……！」

　感謝を込めて名前を呼ぶと、ダリオは誇ほこらしげに胸を張った。

「来たぜ！　ロザベラとの結けつ婚こんがかかってるからな！」

（え？）

　ロージーは、聞き返したい衝しよう動どうに駆られた。

　けれど、その前に、リカルドに抱き上げられてしまう。

（ダメだ、これじゃダリオは雷を落とせないし、銃でも狙ねらいづらい……）

　自分と密着していては、リカルドを狙えない。

　なんとか離はなれようとするロージーの身体からだをしっかりと押さえ込み、リカルドは怒ど鳴なった。

「一旦屋内に退ひけ！」

　銃じゆう声せいが立て続けに響ひびき、耳がどうかなりそうだ。

　アリスタ・ファミリーの男たちは銃を撃ちながらアパートメントまで後退し、デ・コスタの方も応戦している──とはいっても、ロージーがいるから、彼らは相当撃ちにくそうだった。

　やっとアパートメントの入り口まで退いた時、ロージーの鼻先に銃口が突きつけられた。

「この女の顔に穴開けられたくなかったら、退け！」

　銃を突きつけたレオがそう叫ぶ。

「あれれ？　そんなことしてる暇ひまあるの？」

　おどけた調子で、ダリオが笑う。

「火花散っちゃったから、あんたもうすぐ裸はだかになっちゃうよ？」

「！　おいレオ！」

　リカルドが、鋭く叫ぶ。

　その言葉にハッとして、レオは自分の身体を見下ろす。ジャケットの裾すそに火がついて、燃えている。彼は慌あわててジャケットを脱ぬぎ捨てた。

（今だ！）

　火に気付いて、リカルドの手から力が抜ぬけた一いつ瞬しゆんをついて、ロージーは彼の手を振ふり払はらい、逃にげ出した。出入り口はアリスタの男たちで塞ふさがれているから、建物の中へ。

（どこかの窓から逃げられれば！）

　でも、一階の廊ろう下かの突つき当たりにあった窓は、板で覆おおわれている。ロージーはそれを見て取ると階段を駆け上がって、二階の廊下に出た。突き当たりの窓は──これも板で塞がれている。

　背後からは、金属の階段を駆け上がる足音。

（逃げないと！　部屋の中の窓は開いているかも……！）

　僅わずかな希望にかけて、目に付いた扉から室内へ飛び込む。

　部屋はがらんとして、壁かべ紙がみすら貼はられていない。

　奥にはバルコニーに出られる窓がある。

　板で塞がれてはいない。

　でも、窓の向こうのバルコニーに建築資材が放置されて、それがサッシを塞いでいる。

　咄とつ嗟さに部屋にあった脚きや立たつで窓を壊こわそうとしたけれど、その時リカルドたちが飛び込んで来た。

　男たちは銃を構えている。リカルドは、銃を右手にぶら下げ、ロージーを見つめた。

「最後の誘さそいだ。俺と一緒に来るか、死ぬかだ。セニョリータ」

　階下で銃じゆう撃げき戦せんの音が聞こえる。ダリオが手勢を連れてアパートメントに入り込んだのだ。

　でも、まだここには来ない。

　ダリオがたどり着くまでにロージーを確保できれば、あるいは殺せれば、リカルドの勝ちだ。

（銃……）

　ロージーは、リカルドの後ろで大口径のオートマチックピストルを構える若い男を見た。苛いら立だって、今にも引き金を引きそうに見える。

　狙いを、彼に定める。

（演じるんだ。演じるんだ、今だけでも！）

　あのゴーストタウンで見た女優たちを思い出す。彼女たちのように巧たくみにはできなくても、ロージーなりに、やってやるのだ。別の人間を、今一番嫌われる人間を。

　ロージーならできる。だって、ずっと他人の顔色を窺うかがってきた。殴なぐられないよう、挑ちよう発はつしないよう、目立たないように振る舞まってきた。

　それと逆のことをすればいいだけだ。

　ロージーは、リカルドを見返して、笑った。嘲ちよう笑しようを口の端に浮うかべ、これ以上ないくらい傲ごう慢まんに、言い放つ。

「あんたたちの仲間になるくらいなら死んだ方がマシよ。アリスタはウェストエンドから出て行って。それとも豚ぶた箱ばこに入れられたい？　お似合いかもね？」

　こんな酷ひどいことを言うなんて、自分が信じられない。

　でも、そう言えば、相手の激げつ昂こうを誘えるのはわかっていた。

　怯おびえてばかりいたロージーからそんな言葉が出るとは思わなかったのだろう、リカルドは今までに見たことがない顔をした──少年のようにきょとんと目を開いて、ロージーを違ちがう人間でも見るような目で、見つめたのだ。

　でも、その変化を見られたのも、一瞬だった。

「……っざけるなこのデ・コスタの雌めす犬が！」

　目を付けていたリカルドの部下が、激昂の余り引き金を引く。

　リカルドが銃じゆう身しんの下から手を入れて銃口を押し上げ、飛び出した弾たまはロージーの背後で窓を貫かん通つうした。ガラスに大きなひびが入る。

　ロージーは脚立を叩たたき付けてガラスを割り、ガラス片へんを浴びて小さな傷を幾いくつも作りながらも、バルコニーに飛び出した。

　建築資材と脚立に足を取られそうになりながらバルコニーの手すりにしがみつく──が、想像以上の高さに目眩めまいがする。

（やだ、二階なのに、高い……）

　そういえばアパートメントは入るときに何段か階段を上ったし、そもそも天てん井じようが高い造りをしていた。二階でも、かなり高さがある。

　ハッとして振り向くと、リカルドが迫せまって、手を伸のばしてくる。

「悪い女だな。──ロザベラ」

　リカルドの笑えみは、悪くて、怖こわくて、凄せい絶ぜつなほどに艶つやめいて見える。

（捕つかまる──）

　そう思った時だった。

「ロザベラ、飛べ！」

　誰だれの声かなんて、わかりきっている。

　ロージーは、反射的にそれに従い、脚立を盾たてにしてリカルドの腕うでを避よけると、手すりの上から身を躍おどらせた。
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　宙へ身体が放ほうり出される浮ふ遊ゆう感かん。

　そして、景色がさっと遠ざかり、地面が近づいて──

　最後には、しっかりとノアの腕に抱だき留められた。

　ぶつかった衝しよう撃げきでかなり痛かったけれど、たぶんそれは、ノアも同じだろう。

　それでも彼は顔をしかめもせず、ロージーを抱だいたまま、囁ささやいた。

「少し、待ってろ」

　そして、彼の目が、ほのおの色を帯びる。

　赤く揺ゆらめく瞳ひとみの奥を見つめるのが怖くて、ロージーは顔を背そむけ、アパートメントを見た。

　炎ほのおが、住人がいないまま蔦つたが絡からみついた壁へき面めんを駆け上り、売り出し中の看板を焼き尽つくし、窓から部屋に入り込んだ。すぐに黒い煙けむりが窓から吐はき出されて、少し遅おくれて、銃声が何度か聞こえた。何に引火したのか、小さな爆ばく発はつ音も。

　炎は、恐おそろしいほどに速すみやかに燃え広がったのに、アパートメントの外にはまったく延えん焼しようしなかった。火の粉が辺り中に散っても、芝しば生ふすら焼けていない。

　炎は建物全体を包み込み、黒い煙が市内の中心部からも見えるほどに高く立ち昇のぼる。

「もういいよ、ノア……」

　ノアの首にしがみつき、ロージーは震ふるえる声で訴うつたえた。

「もう、止やめて」

　強く、優やさしいノア。

　でも、彼は恐ろしい力を使うデ・コスタの男なのだと、思い知らされる。

　炎がノアの意志によって抑おさえられ、燃え広がることはないとわかっていても、本能的に恐きよう怖ふを感じてしまう。

　ノアはロージーの様子に気付いて、彼女を少し強く抱き締しめ直した。

　それから、下に下ろす。

「ノア……？」

　不安になって見上げるロージーに構わず、ノアは背後を振り返った。

　サイレンの音が、近くから聞こえる。

　すぐに三台の警察車両がロージーらがいた路地で停とまり、中からどやどやと警官たちが降りてくる。

　その中に、長く黒い髪かみを一つにまとめた、地味な雰ふん囲い気きの男がいた。

　名前は、確かアレックス・リー。ウェストエンドへデ・コスタ壊かい滅めつのために送り込まれてきた、連れん邦ぽう検事。

　緊きん張ちようするロージーを一いち瞥べつしただけで、アレックスはノアに目を向けた。

　その目は、今までロージーが見たことがないほど、冷たい。

　ちょうどそこへ、中庭から路地へ回ってきたダリオが現れた。

「おい、ノア──」

　車から降りた警官たちは一様に硬かたい表情で、ダリオやノアたちに向かって銃じゆうを構える。

　駆かけつけたダリオと、ノアと、その場にいるすべての無法者たちに向かって、アレックスは声を張り上げた。

「武器を捨て、両手を頭の後ろで組んで、壁かべに向かって立て！」

　抑えていた怒いかりが爆発したみたいな声だった。

　自分が以前直接話した時とはあまりに印象が違っていて、ロージーは息を吞のむ。

　ノアは、ふと目を伏ふせた。同時に、あれほど燃えさかっていた炎が、幻まぼろしのように消える。

　あとには、煙けむりを吐き出す、真っ黒に焦こげたアパートメント。

　警官たちがそれを見てさすがに顔色を変え、生なま唾つばを飲む。化け物を見る目でノアとダリオを見る。

　彼らの中で、ノアもダリオも、化け物なのだろう。人ならぬ《力》を使い、法にも従わない。

　ロージーだって、彼らの《力》が怖くて、逃げ出した。

　今も怖いけれど、もう化け物だとは思っていない。

　ダリオはロージーをしょっちゅう怖がらせるし、距きよ離りを詰つめられるのは嫌いやでしょうがないけれど、ロージーを連れ出して、気分転てん換かんさせてくれたし、守ってもくれた。

　ノアは、兄として、ロージーを愛してくれる。

　彼らが『化け物』ではなくて、恐ろしい力を持っている『人間』なんだと、ロージーは知っている。

（……もしも、ダリオやノアが『化け物』なら）

　ロージーは、自分も頭の後ろで手を組み、今し方炎ほのおが消えた壁に向かって、警官たちに背を向けて立ちながら思った。

（私も、『化け物』だ）

《力》ある子を産む花はな嫁よめ。

　デ・コスタ・ファミリーに所属して、法を踏ふみにじる者。

　それは、普ふ通つうの感覚からすると、十分に『化け物』と言える。

　自分でもびっくりしたけれど、そのことをあまり悲しいとも思わなかった。

（『化け物』でいい）

　ノアたちと一いつ緒しよなら。

　自分自身の生を、生きられるのなら。

　風が、焼け焦げた建物の外がい壁へきを撫なでて、灰を巻き上げていった。

　けれど、ロージーが、目を閉じて身体検査を待とうとした、その時。

「私の家族が、何か問題でも」

　エミリオが、愛あい想その良い笑顔で路地に現れた。

　彼はゆっくりと歩いてくると、アレックスの手前で立ち止まる。

　アレックスは彼に正面から向き直ったが、すでにそこに先さき程ほどの怒りはない。

　ただ、事務的な、静かな口調で言った。

「銃じゆう撃げき戦せんの通報がありました。それに、爆発があったとか。現場に駆けつけたところ、あなたの『ご家族』が銃器を所持しておりましたので、ご協力を仰あおいだのです」

「そうですか。しかし、実のところ、通報したのはこちらです。……ここに、指名手配された逃とう亡ぼう犯が隠かくれていたことはご存じでしょうか？」

　アレックスの顔に表情は浮うかばない。エミリオは笑みを浮かべたままだ。ロージーには、二人とも、同じくらい無感情に見えた。

　背せ恰かつ好こうの似た、けれど雰囲気は異なる男二人の間には、胃がひりつくような緊きん迫ぱく感かんが横たわっている。

「我々は、指名手配犯に襲おそわれたのです。銃撃戦があったというのは、もしや指名手配犯の仲間割れでは？」

　冷れい笑しようを浮かべたままエミリオはそう言った。

　アレックスは、視線を逸そらさず淡たん々たんと反論した。

「あなたの『ご家族』が所持していた銃器の説明をしていただかねばなりません」

「登録済みのものばかりですよ、そうでないものは、知りませんね。おそらく、逃亡犯が所持していたものでしょう。何しろ、我々は無む辜この市民で、相手は指名手配中の逃亡犯なのですから。判事も陪ばい審しん員も、そう判断なさるのでは？」

「それはあなたや私が決めることではありません。署までご同行願います。……あなたにも」

「ええ、勿もち論ろん、警察に協力するのは市民の義務ですからね。しかしよろしいのですか？　凶きよう悪あく犯を逃にがしてしまうかも……」

「すでに建物内に人を送り込んでいます。生きていたら逮たい捕ほされるでしょう。ご安心ください」

　笑え顔がおで法を虚こ仮けにするエミリオと、役人然とした物言いで意見を貫つらぬくアレックス。双そう方ほうとも、表面上は平和的に見えたけれど、面つらの皮一枚下で渦うず巻まく感情が、恐ろしい。

　アレックスはノアやダリオらにパトカーに乗るよう促うながし、ロージーと目を合わせた。

　それまで冷れい淡たんなくらい無感情にすべてを進めていたアレックスが、ちらりと眉まゆを顰ひそめたように見えたけれど、すぐに顔を背けてしまったのでわからなかった。

　人数が多かったため、ロージーは、パトカーではなく、エミリオが乗ってきた車に乗ることになった。

　エミリオは車を狭せまい路地ではなく、表通りに停めていた。他ほかにも数台に分乗して、かなりの人数が出て来ていた。

「お疲つかれさま、ロザベラ」

　不意に後ろからそう囁ささやかれた。両りよう肩かたをそっと摑つかまれて、優しく労いたわられる。

　相変わらずその声に本当の愛情らしいものはなかったけれど、ロージーは頷うなずいて囁き返した。

「ありがとう……人をたくさん使って、助けてくれて」

「君には生きていてもらわないと困るからね。それで結局、誰だれが君を助けたんだい？」

　ロージーは不思議に思って、彼を振ふり返った。エミリオは、いつものことだが真意のわからない笑みを浮かべている。

「ダリオと、ノアと、あと……」

「違ちがうよ、一人だ。君を最初にアリスタの手から助け出したのは？」

　ロージーは困こん惑わくして、眉み間けんに小さな皺しわを作って考えた。

　ダリオは、最初に駆けつけてくれた──でも、ロージーは自由にはなれなかった。

　ロージーが逃げられたのは、あのバルコニーでのことだ。

　ノアの声が聞こえて、飛び降りて、やっとリカルドたちから逃げられた。

「……ノア、だと思う」

　躊躇ためらいながらそう言うと、エミリオはにっこりと笑った。

「そう。おめでとう」

「？　何……が？」

「実はね、私たち兄弟のうち、最初に君を助け出した人間が君を娶めとることにしようって、決めたんだ」

　そして、エミリオは、普通の神経では考えられないことを言った。




「君の結けつ婚こん相手はノアだよ」




　──その言葉の意味を理解した瞬しゆん間かん、目の前が真っ暗になって、すべての音が遠ざかったように感じた。

　ロージーの世界は、ひっくり返った。
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　ロージーが警察から解放されたのはその日の午後のことで、ノアとダリオも夕方には屋や敷しきに戻もどることができた。

　アリスタ・ファミリーの死体が幾いくつか見つかったけれど、リカルドやレオは見つかっていない。逃げおおせたのだろう。炎ほのおがダリオらの動きまで邪じや魔まして、追い詰めきれなかったのだ。

　そして、ロージーは書しよ斎さいに呼び出された。

　入ると、ノアやダリオ、エミリオの他に、幹部連中も揃そろっていた。

　ロージーはノアと目を合わせられなくて、ずっと俯うつむいて、震ふるえながら部屋に入った。

　エミリオに着てくるようにと指示された、初めて袖そでを通す緋ひ色いろの上品なドレスを身に纏まとっている。首元は黒いリボンで引き締しめられ、裾すそがパニエで膨ふくらむそのドレスは、若々しく可か憐れんで、そして赤と黒という色のために、どこか不ふ穏おんな雰ふん囲い気きを孕はらんでいた。

「やあ、これで揃ったね」

　エミリオは、一日が終わろうというこの時間も、デスクの向こうで、笑顔だ。

　幾つかのランプが部屋を柔やわらかな明かりで照らし、幹部たちはそこここの椅い子すやソファに腰こしを下ろし、酒の入ったグラスを傾かたむけ、あるいは葉巻をくゆらせている。

　ロージーが俯いたまま周囲を確かく認にんすると、ダリオは完全にふて腐くされた顔で、隅すみのブロンズ像にもたれかかっている。

「おいこりゃねえだろ」

　ダリオは、あからさまにむっつりと怒おこった声で、吐はき捨てるように言った。

　エミリオは肩かたを竦すくめる。

「しょうがないだろう。君だって乗ったくせに、後からぐだぐだ言うのかい？」

「……俺が最初に現場に駆かけつけたんだぜ！」

　リカルドらは、アパートメントから少し離はなれた倉庫に車を停とめ、ダリオらをおびき寄せた。そこに爆ばく弾だんを仕し掛かけて、もしも探さぐりを入れに来た者がいたら、すぐにわかって逃げ出せるようにして。

　ノアは倉庫の入り口に罠わながあることに気付いて、二階から入り込んで罠の場所をすべて調べ上げた。

　そして、仕掛けられていた手しゆ榴りゆう弾だんをわざと爆ばく発はつさせた。

　そうすることで、倉庫での爆発にデ・コスタの捜そう索さく隊が巻き込まれたと誤認させ、騒さわぎになっている間に逃げようとしたリカルドらを捕とらえるという作戦だ。

　銃じゆう声せいから場所をある程度絞しぼり込んだダリオは、アパートメントとビルを見張り、アパートメントの方から出て来たリカルドを叩たたいた。

　それから、倉庫を爆発させたノアが遅おくれて駆けつけ、ロージーを助け出したのだ。

「でも、状じよう況きようを聞いたらやっぱり助けたのはノアってことになるのかなと思って。さ、それじゃあ異議もないようだし──」

「ある！　すげーある！」

　エミリオは、弟の訴うつたえを聞き流した。

「婚こん約やくの儀ぎ式しきをしよう」

　こくり、とロージーは思わず喉のどを鳴らし、目を上げる。

　今までできるだけ見ないようにしていたノアの顔が、ちらっと目に入る。

　ノアは無表情で、いつもの黒いスリーピース・スーツ姿で立っている。

（こん、やく）

　どうしよう、どうしよう、と頭の中がいっぱいになる。

　その間にも、エミリオは儀式の手順を説明していく。

　デ・コスタ家に伝わるやり方は、その時の家長が婚約を許し、当人たちはその誓ちかいとして証人たちの前で口づけを交かわす、というシンプルなものだ。

　ノアとは、きちんと話し合っていない。

（私が意見を言うこともできるかもしれない。だって、私は組織の構成員で、パレデスの件で組織に利益ももたらした。報ほう奨しようの代わりに、この婚約の取りやめを願えば……）

　でも、そうしたら、ダリオかエミリオと婚約して、結婚することになるかもしれない。

（ノアと結婚したら、ノアは、きっと私を守ってくれる。結婚、って言っても、形だけなら、私はそれで安全なのかもしれない……ううん、でもやっぱり、そんなことしたら、ダメだ。だって、ノアを縛しばってしまうし、私たちは……）

　兄妹きようだいなのだ。

　幾ら本当の夫ふう婦ふになるつもりがなくて、形だけとは言っても、結婚なんてどうかしてる。

（どう、しよう）

　エミリオは、手短にロージーとノアの婚こん姻いんを許可する旨むねの宣言をした。

　そして、二人に、いかにも喜ばしいことのように言う。

「それじゃあ、誓いを私たちみんなに示してくれるかな？」

　キスだ。

　ノアが、いつもの歩調でロージーの前に歩いてくる。エミリオのデスクの前で、向かい合う形になる。ロージーはずっと目を伏ふせていた──でも、いつまでもそうしていられないことを悟さとって、顔を上げた。

「わ、わた、し……っ」

　ノアの顔を、真っ正面から見たところで、言葉に詰つまる。

　大好きな、兄。

　ノアは特に表情を浮うかべていなかった。彼が何を考えているのか、ロージーにはわからない。

　急にノアの手が伸のびて、ロージーの頰ほおに触ふれた。びくっ、とあからさまに震えてしまって、ノアを傷つけたのではないかと思ってしまう──違う、ノアが嫌きらいなわけじゃない。

　泣きそうになったロージーを落ち着かせるように、ノアは何度か彼女の頰を撫なでた。

　目の端はしを撫でられた時、反射的に目を閉じた。

　その直後、ノアがふっと近づいて来るのを感じた。

（ノアからキスしたことないくせに）

　何故なぜだかそんなことを考えてしまった。

　頰へのお休みのキスだって、いつもロージーからしていた。

　それなのに、こんな、急に、しかも他人に強制されて口づけるのかと思うと、それだけで泣きそうになる。

（ダメ、ダメダメダメ、やっぱり、こんなのは──）

　自分の報奨と引き換かえにしてでも、婚約を取りやめてもらおう。

「やっぱりダメだ！　おい、エミリオ止やめさせろ──」

　ダリオの騒ぐ声が聞こえる。ロージーは目を開けて、取りやめを申し出ようとした。

　その時、ノアの唇くちびるが触れた。

　──額に。

　ロージーは顔を上げた。

　誓いのキスは、当然唇にすべきものだ。

　今のキスは、まるで親が子にするような、ごく軽いもので、婚約のキスでは絶対にない。

　ノアは、先さき程ほどよりも、少しだけ優やさしい目でロージーを見ていた。

　それから、また無表情に戻って、エミリオを見る。

　エミリオは、デスクに肘ひじを突ついて、組んだ手を口元に当てていた。

　その手の陰かげで、笑っている。

　彼は形ばかりの叱しつ責せきの言葉を口にした。

「ノア、君の誓いのキスは、ずいぶんと──可愛かわいらしいね？」

「……婚約はしない」

　低く響ひびくノアの声は、その場にいた全員の耳に、はっきりと聞こえた。

「俺はロザベラとは結婚しない」

「ふうん？　理由を聞いても？」

「……あんたの命令で結婚して子どもを作るなんてごめんだからだ、兄上」

　ふふ、とついにエミリオの口から声が漏もれた。

「そう！　そうかあ、それは残念だねえ。折せつ角かく、私がこうして場を設けてあげたのに。すべて無む駄だになってしまった！」

　実に、楽しそうだ。

　ロージーは、その笑え顔がおを見て、期待が叶かなえられたという喜びに輝かがやく目を見て、悟った。




（エミリオは、私たちが兄妹だって知ってる）




　そもそも、エミリオ自身が明らかに出で遅おくれていたのに、こんな賭かけでロージーの結婚相手を決めるなんておかしい。

　一族の存続を思えば、当主である彼が《力》ある子を得るのが、理に適かなっている。

《力》ある男児は彼の権力をより強固なものにするだろうし、女児ならば将来的に他ほかの弟たちの子に嫁とつがせることができる。

　一方、弟たちのどちらかにロージーを嫁がせて、男児を得た場合、その子は弟の力となって、エミリオの権力を弱らせる可能性がある──そんな事態を避さけたければ、エミリオは自分がロージーと結婚し、子どもを得ることを望むはずだ。

　ところが、エミリオは、あえてダリオとノアに機会を譲ゆずった。

　エミリオは、ノアが断るとわかっていたのだ。

　ノアが、ロージーを妹としてしか見ていないから。

　ダリオがこの機会を勝ち取ったとしても、適当な理由をつけて婚約を解消させていたかもしれない。

　エミリオは、単に、ロージーを巡めぐってダリオとノアが争うのが見たかったのだ。

　そして、ノアが、ロージーを振ふるところを。

「エミリオ……」

　意識していなかったが、ロージーの目には涙なみだがうっすら滲にじんでいた。

　ロージーは、これまでほとんど人を憎にくんだことがなかった。どんなに虐しいたげられても、仕方がないと諦あきらめて、自分を虐げる人間を恨うらむことはなかった。

　でも、これは、あんまりにも、酷ひどい。

（私たちを、弄もてあそんだ）

　ノアを、ダリオを、ロージーを、彼は弄んで、笑っている。

　幹部連中は囁ささやき、目配せし、エミリオはそんな彼らに会は残念ながらお開きだと告げる。ダリオはどこか呆ぼう然ぜんとした様子で、相変わらずブロンズ像の脇わきに立っていて、ノアはこういう時の定位置である長なが椅い子すに戻もどって腰こしを下ろした。

　不意に、エミリオが正面に立ってロージーの肩かたに触れた。

「ロザベラ、今日はもう遅おそい。休みなさい。大変だったろう？」

　砂糖菓が子しよりまだ甘い猫ねこなで声で、そう囁く。

　ロージーは、見開いた目にエミリオを映した。彼の顔、笑顔、残ざん酷こくで、卑ひ劣れつで、おとぎ話の魔ま女じよが可愛らしく見えるほどにえげつない笑顔。

　ロージーは、右手を掲かかげ、その顔面目がけて振り抜ぬいた。

　ぱん、という音が響いて、幹部たちが、息を吞のみ、あるいは立ち上がる。

　頰を強したたかに撲ぶたれたエミリオは、ずれた眼鏡を殊ことの外ゆっくりと掛かけ直し、それでもまだ、笑っていた。

「楽しい、の？」

　ロージーは、息の苦しさを覚えていた。ドレスのせいだけではなくて、胸が苦しくて、辛つらくて、張り裂さけそうだった。

　涙が、ぼろぼろと際限なく頰を滑すべり落ちていく。

「楽しいの？　私たちを、いたぶって、楽しいの？　私たちが、悩なやんで、苦しんで、それを見るのが、そんなに楽しいの!?」

　感情の大きさにロージーの小さな喉のどがついていけず、痛みが走る。エミリオを撲った掌てのひらが、じんじんと痛む。それをぎゅっと握にぎって、胸に押し当てる。心臓が逸はやって、ロージーの全身に血液を送りつける。血管が、びくびくとうごめくのがわかるようだ。

　血ち反吐へどのように言葉を吐はいた。

「最初から！　私に自分の子を産ませたいなら、最初からそう言えばいい！　あなたが《力》ある子を望んでるのはわかってる。どうせなら自分の子がいいんでしょう？　だって、他の弟たちの子だったら、あなたを滅ほろぼしてしまうかもしれないもの！　言いなさい……私にあなたの子を産めって言いなさい！　くだらないあなたの趣しゆ味みに付き合わされるよりも、その申し出をどうやって断るか頭を捻ひねる方がずっとマシよ！」

[image: ]

　それまでおとなしく、反論もできない少女としてロージーを見ていた幹部連中は、目を瞠みはって、固かた唾ずを吞んだ。ロージーを止める者はいない。これはデ・コスタ・ファミリーの問題ではなく、デ・コスタ家の問題だからだ。彼らは、ただ証人として儀ぎ式しきに立ち会う予定だっただけだ。

　エミリオへの忠誠を誓ちかっていても、人によって、その意味合いは少しずつ異なる。年配者たちはエミリオの対応を注視したし、若手は不快も露あらわにロージーを見ていた。

　そして、ロージーも、彼らの存在は理解していた。

　彼らの面前で、エミリオを撲ち、恥はじをかかせることがどういうことを意味するのか、わかっているつもりだった。それでも我が慢まんできなかった。我慢すべきじゃないと思った。

　だって、この茶番は、家族のためでも、組織のためでもなく、ただ純じゆん粋すいに、エミリオの趣味のためだったのだ。

　ふふ、とエミリオは肩を揺ゆすって笑い声を漏らす。僅わずかに解ほつれた髪かみが、頰ほお骨ぼねの辺りにかかっていた。

「君の方から、プロポーズを求められるとは思っていなかった。でもね、私は、弟たちのように君に特別拘こだわっているわけじゃない。我々はそんなに兄弟仲が悪いわけじゃないんだよ。弟たちに機会を与あたえた──それは、単に彼らが君にちょっと拘っているようだったから、譲っただけかもしれないじゃないか？　《力》を持つのが彼らの子どもでも、私の子どもでも、私はどちらでもいいんだ。だって、家族だからね？」

　家族、という言葉に、こんなに吐き気がしたのは初めてだ。

　なんて呪のろわしい、血ち塗ぬられた『家族』だろう。

　自分を黙だまって睨にらみつけるロージーを見て、エミリオはこれみよがしに嘆たん息そくした。取り乱した従妹いとこを、慰なぐさめるように。

「それに、私がもし自分の子どもが欲しいのなら、どうしてノアに譲ったと思うんだい？」

（それは、あなたが私たちが兄妹きようだいだって知ってたから。ノアが断るって知っていたから）

　でも、今そんなことは暴ばく露ろできない。ノアの母がエミリオらの実母ではなく、ロージーの母だとわかれば、きっとノアの立場にも影えい響きようを及およぼす。

　黙り込んだロージーを見て、エミリオは首を振る。仕方ないお嬢じようさんだ、とでも言いたげに。

「さあ、そろそろ仲直りをしよう、ロザベラ。ハグとキスをしておくれ」

『家族』なら、ハグもキスも、普ふ通つうのことだ。

　でも、ロージーは腕うでを広げるエミリオを、じろりと睨みつけた。拒きよ絶ぜつの意志を、その全身で表して。

　エミリオはまだ微笑ほほえみを浮うかべていたけれど、少し苛いら立だった声で、ロザベラ、と呼ぶ。

　機き嫌げんを損そこねていい相手ではない。

　エミリオにも、立場がある。

　ここでロージーが突つっぱね続けても、もう益はない。

　ロージーは、彼と仲直りのハグもキスもしたくなかったけれど、それが必要なことは頭ではわかっていた。唇くちびるを嚙かみ、恐おそれではなく、怒いかりで震ふるえながら立ち尽つくしていても。

　とん、とエミリオの胸に手を置いたのは、ダリオだった。

　彼はロージーとエミリオの間に立って、少し背の高いエミリオをちらりと見て、言った。

「そのくらいにしてやれよ」

　エミリオは、一いつ瞬しゆん笑みを消して、ダリオを見やった。

　それから、ロージーに目を向ける。

　その目が、心底どうでもよさそうに、うんざりしたように自分を見ていて、ロージーは違い和わ感かんを覚える。

（本当に、私自身には、興味がない、みたいな目）

　興味がない、というのはおかしい気がする。だって、ロージーがパレデスを嵌はめたことを、エミリオは喜んだ。報ほう奨しようは確実だ。ロージーは自分への興味を繫つなぎ止めることができた。

　でも、今のエミリオは、ロージーに興味を持っていないように見える。

（……子を産む女としての私に、興味が、ない？）

　エミリオは元々、子を産む道具としてロージーを見ていたはずなのに。

（私に自分の子を産ませることに拘ってないのは事実？　エミリオは、本気で誰だれの子でもいいと思ってる？　むしろ、自分の子を産ませる気がない。そうだ、だって、エミリオなら、もう少しうまく、立ち回れたはず。私にここまで恨まれるなんて。そんなの──）

　でも、どうして？

　エミリオを呆然と見上げて、ロージーはほんの瞬またたきの間に考える。

（本気で、家族だと思っているから？　それとも、他に何かある？　弟たちでなくてはいけない、理由──）

　ふっと頭に、一つの考えが閃ひらめく。

《力》だ。

　エミリオには、《力》がない。

　これは家系的には珍めずらしいことらしい。ノアもダリオも《力》があるのに、長ちよう兄けいであるエミリオにはない。普ふ段だんのエミリオからはまったくそのことへの引け目とかコンプレックスとかは感じられないけれど、でも、もしも、エミリオがそのことを懸け念ねんしていたら？

《力》は母系遺伝だから、ロージーの子であれば誰の子でも、たとえ一族以外の男の子でも《力》を持つはずだけれど、でも、何が起こるかはわからない。

　だって、何が原因でエミリオが《力》を持たず生まれてきたのかわからないのだから。原因が究明されていないのなら、同じ条件が調ととのえば、再びそれは発生する。

《力》を持たないことが、もしも、エミリオの血の問題であれば、エミリオの子でも、父と同じことが起こる。

　そうなったら、大問題だ。

　たぶん、デ・コスタ・ファミリー全体が、揺らぐ。

（それを、恐れている？）

　そんな思いつきを、ロージーはすぐには信じられなかった。

　だって、あまりにもばかげている。

　こんなにも傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、ロージーだけではなく、弟たちまで弄もてあそぶような男が、そんな繊せん細さいな悩みを抱かかえているなんて。

　でも、《力》ある子を産めるというのがロージーの価値だとするなら、それは《力》を持たず生まれてきたエミリオの存在を、否定している。

「我々は家族だ。愛し合おう、ロザベラ」

　にこりと笑って、エミリオからそう言ってくる。

　ロージーは突とつ然ぜん踏ふみ込んで彼に抱だきつき、キスをする素そ振ぶりで耳元に口を寄せた。

「《力》のない子にも、価値はあるの」

　小さな声だったから、聞こえたのは、エミリオとダリオだけだっただろう。ダリオは瞠どう目もくしてロージーを見つめ、エミリオは、笑え顔がおを凍こおり付かせた。

　けれどすぐに彼は、以前よりも素す晴ばらしく優ゆう雅がに微笑んでみせた。

「おやすみ、ロザベラ。良い夢を」

　ただ言うべきだと思ったから発ほつ作さ的に口にした言葉で、挑ちよう発はつする意図があったわけではないけれど、エミリオは明らかにそう受け取ったらしい。

　緊きん張ちようを露わにするダリオの様子から、自分がとんでもないことをしてしまったのは自覚していた。

　そのことに恐きよう怖ふと、それでも言うべきことを言った、という思いを抱きつつ、ロージーは青ざめた顔でエミリオに告げた。

「おやすみなさい、エミリオ。叩たたいてごめんなさい……あなたも、良い夢を」

　それまでのやりとりを、ノアは冷れい淡たんなほど落ち着いた目で、ただ黙って見つめていた。







　エピローグ─Epilogue─







　ウェストエンドの郊こう外がいを走る未み舗ほ装そうの旧道に、幌ほろ付きのトラックが一台。

　晴れた空の下、トラックの荷台には七面鳥の入ったケージが幾いくつも詰つまれていた。

　そして、羽う毛もうが舞まう荷台の間には、褐かつ色しよくの肌はだの男たち。

　リカルドと、数名の部下たちだった。

　運転するレオに、荷台のリカルドは声をかける。

「なー、もうちょっと揺ゆれどうにかなんねえ？」

「ならねえよ、黙ってろボケ」

　レオが乱暴に答える。その途と端たん急カーブに合わせてハンドルを切り、荷台の男たちはケージに押しつぶされそうになって悲鳴や呻うめき声を上げ、運転手に不満を申し立てた。

　レオはそれらの不平を、まるで七面鳥の鳴き声であるかのように無視した。

「くっそー……」

　舌を嚙みそうになったリカルドは、ぶつぶつと口の中で自身の右みぎ腕うでを罵ののしった。

　同乗しているのは、あの燃えさかるアパートメントから脱だつ出しゆつできた、三人。

　他ほかにも郊外の隠かくれ家がに残している部下はいるが、全員集めても、随ずい分ぶん少なくなってしまった。

　死んだだけではない──ほとんどは、逃にげ出したのだ。

　デ・コスタとの抗こう争そうには完全に負けた。後ろ盾だてを失い、最後の賭かけだった誘ゆう拐かいまで失敗した。

　ここまで落ち目になったのなら、誰だって逃げていく。

　そういう仲間を、リカルドは一度も責めなかった。

「なー、レオ」

「黙だまれってんだろ」

「ウェストエンドが見えるぜ」

　車は丘おかを越こえようとしていた。

　カーブを曲がりきったところで、幌の骨組みの間から、丘の下に広がるウェストエンドの街並みが一望できた。

　摩ま天てん楼ろうが建ち並び、古く重じゆう厚こうな建物がその間に残り、東洋風の映画館や派手なオブジェを載のせたホテルなど、ユニークな建物が存在を主張する。

　工場のスモッグが全体を覆おおって、その向こうでは、海がきらきらと輝かがやく。

　幌の下の誰もが、それを見ていた。

　彼らは全員、メルキス本国から移住してきた移民か、その子どもたちだ。勿もち論ろん、移民のほとんどは犯罪に関かかわらずに真面目まじめに生きているが、彼らのように、犯罪に染まらざるを得なかった者や、自らその道に飛び込んだ者たちも少数ながらいる。

　彼らはウェストエンドという都市の中で、彼らなりにもがき、あがき、そして、今敗北を味わっていた。

「でけえなあ」

　リカルドが、そう述じゆつ懐かいする。

　けれど、その声には、悔くやしさも、寂さびしさも感じられない。

「世界の中心なんて言い方も、あながち的外れじゃねえなあ」

　周囲の者たちは、街ではなく、彼を見る。

　その、興奮を抑おさえきれない顔を。

「俺たちはまだ生きてるぜ。生きてるってことは、この街を手に入れられるってことだ」

　夢を語る口調でもなく、ただ、強く、堅けん固ごな意志を込めて、彼はそう宣言した。

　胸中で、付け加える。

（好みじゃねーって言ったの、結局撤てつ回かいできてねえしな）

　リカルドに迫せまられて震ふるえているだけだった少女が、大人数に追い詰められたというのに苛か烈れつな言葉で大の男を挑発し、隙すきを作って彼の手からするりと逃げ出した。

　悪い女を精せい一いつ杯ぱい演じているのはわかったが、彼女の中には演技だけではない何かがあった。

（ああ──あんたはほんと、悪い女だよ、ロザベラ）

　こちらをまっすぐに見つめてくる青い目は、あの一いつ瞬しゆん、サファイアよりも素晴らしく輝いていた。そこらの少女が持つとは思えない、強く危あやうい眼まな差ざしに、内心彼はぞくぞくしていた。

「欲しいもんがある。でけえ敵がいる。打つ手はまだある──なあ、そうだろう、相棒」

「……そうだな、リカルド」

　そう答えながら、まただ、とレオは思う。

　アリスタ・ファミリーでの現在の地位も、容易たやすく手に入れたわけではない。リカルドはいつでもこうだった。敗北が即そく、死に結びつきかねないこの世界で、生き延び、最後には必ず勝ってきた。敗北を知った瞬しゆん間かん、彼は失ったものを忘れたかのように、次の勝負に出る。生きてるだけ幸運だったという状じよう況きようでも。いかれてるんじゃないかと思うこともある。

　でも、そこに、どうしようもなく惹ひかれてきた。

　ハンドルを握にぎり直し、再びきついカーブを乱暴な運転でくぐり抜ぬけ、レオは続ける。

「手はあるだろうぜ。俺が見つけるか、それともおまえが作り出すか。どっちだっていいさ。おまえは駆かけ上がるんだ。あそこが世界の中心だって言うなら、おまえが世界の中心に、立つんだよ」

　リカルドは笑った。つられたように、笑いが漏もれて、それはすぐに大きな、力強いものになった。こんなどうしようもない男についていくんだから、ここにいる全員どうかしてるな、とレオは冷静な頭の片かた隅すみで考える。

　けれど、同時に、胸に熱く滾たぎるものがこみ上げる。

　やってのけるのだ、この男は、きっと。

　ウェストエンドの『王』になる。

　その時が、デ・コスタの最後だ。
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　重厚な扉とびらを開けて、ルチアが部屋に入ってきた。

「三時に会議室だってさ」

「……時間、あるね」

　自分の部屋で本を読んでいたロージーは、視線を上げて時計を見た。

　まだ、三十分くらいはある。

「ルチア、こっちに来て、座ってくれる？」

　喪も服ふく代わりの黒いドレスに身を包んだルチアは、眉まゆを顰ひそめたが、文句を言わずに扉を閉めて、クッション張りの椅い子すに腰こしを下ろした。ロージーが座る猫ねこ足あしの椅子の向かいだった。

「あのね、ルチア」

　ロージーは本を閉じてテーブルに置き、ルチアの様子を、ちらりと見る。

「セーフハウスが襲しゆう撃げきされた時、どこにいたの？」

「病院」

　ルチアは間かん髪はつ容いれず答えた。

「でも、絶対出歩くな、って言われてたよね」

「母さん何日も放っておけないだろ。兄貴もいなくなったんだから」

「……うん、そうだね」

　ロージーは、自分の指を見つめて、それをもじもじと伸のばしたり曲げたりした。

「どうして、セーフハウスの情報が漏れたのか、考えていたの。セーフハウスのことを知っているのは、エミリオとノアとダリオ、私、あなた、それに、あとは護衛たち。護衛はね、大けがをしていて、彼らが情報を流したとは考えにくいの」

「あたしが漏らしたって言いたいんだね」

　結局、指を曲げて、拳こぶしを作って、ロージーは顔を上げる。

「……エミリオには、あなたもあの時一いつ緒しよにいたけど、私が逃がした、って報告してる。だから、あなたは何も知らなくて、私が戻もどったから、屋や敷しきに戻ってきたんだって」

「そうみたいだね。事情聞かれたよ。話は合わせてる」

「本当はあなたが漏らしたの？」

「そうだよ」

　今度も、ほとんど間を置かず返答があった。

　ロージーは、震える拳を胸に押し当てた。

「……一応、理由を聞かせて」

「あんたに死んでもらわないといけないからだよ、当たり前だろ」

　ルチアの言葉は鋭するどくて、わかりやすくて、誤解のしようがない。

　ルチアは、心底ロージーを恨うらみ続けている。だから、ロージーを殺したくて、アリスタにセーフハウスの場所を密告したのだ。パレデスを奪うばわれ、怒おこった彼らがロージーを殺すことを願った。

　ロージーは、無事に戻った後、その筋書きに勘かんづいた。

　ルチアだけが、あのセーフハウスが襲撃された時、姿を消していたからだ。

「あんたはたぶんいいやつなんだ」

　唐とう突とつに、ルチアはそう言って苦く笑しようしてみせた。ロージーは呆ぼう然ぜんとその笑えみを見つめ続けた。

「あんたは兄貴が死んで、その後に残されたあたしたちを心配したんだろう。だから、あたしを雇やとって、母さんの面めん倒どうを見られるだけの金をくれる。あたしはそれに甘えたんだ。あんたの罪悪感につけ込んで、仇かたきの金で生きてきたんだ」

　その強きよう烈れつな皮肉に、ようやくロージーは気付いた。

　ルチアはかつて、自分のことをロージーよりも悪いと言った。ロージーはルチアを助けたい一心だったが、ルチアにとって、それは酷ひどい施ほどこしで、それを受け取りながらロージーを憎にくみ、殺害を企くわだてるルチア自身こそが、最低の悪なのだ。

（傷つけてた）

　ルチアの自尊心を、完かん膚ぷ無なきまでに傷つけていた。

「あたしを引き取ったのは、間ま違ちがってたんだ」

　ロージーも、今やっと悟さとった。

　ルチアは椅子の中で伸びをした。

　長く押し出すように溜ため息いきを吐ついて、天てん井じようを見上げて呟つぶやく。

「わかったんだ。あんたのそばで見てるうちに。怪け我がしてたっていうのにあたしが文句を言えば真面目まじめに朝食会には出るしさ。あんたが従兄いとことのことでなんか悩なやんでるのも見た。あんたは悪の女王様なんかじゃなくて、あたしと歳も違ちがわないし、一いつ生しよう懸けん命めいだし、悩みもある。あんたの立場が組織じゃ弱いこともわかった。兄貴が酷い裏切りをしたってこともね」

　ちらりと、ルチアの目がロージーを見る。その表情はリラックスして、皮肉っぽい笑みが口元に浮うかんでいる。少しだけ、出会った頃ころのルチアの表情に似ていた。こんなに悲しそうではなかったけれど。

「兄貴があたしを育てたようなもんなんだ。どんな悪いことしてたって、そんなの愛情には関係ない。あたしの兄貴は一人だけで、兄貴と母さんだけがあたしを愛してくれて、その兄貴が殺されて、あたしだけ吞のん気きに生きていくことなんてできやしない。あたしはあんたを殺さないといけないんだよ。あんたがどんなにいいやつだってね。もう限界だった。これ以上一緒にいたら、余計あたしはあんたを──」

　最後は聞こえなかったけれど、殺せなくなる、と言いたかったのは、ロージーにもわかった。

　ロージーを知って、ルチアはロージーを殺せなくなっていったのだ。

「ごめん……っ！」

　涙なみだで震える声で、ロージーは謝った。

　こんなふうにルチアを苦しめたかったわけではない。復ふく讐しゆうが彼女の幸せになるとは思っていなかったけれど、こんな葛かつ藤とうを彼女に背負わせるつもりはなかった。

　さあて、とルチアは気持ちを吹ふっ切るように言った。

「あんたの従兄を呼んだらどうだい」

　それでは、ルチアは処しよ刑けいされる。

　ロージーは抗あらがって、首を横に振ふった。

「そんなの、できない」

　けれど、ルチアは淡たん々たんと告白した。

「銃じゆう弾だんをあんたの部屋に撃うち込んだのもあたしだ」

「……え？」

　聞き返すロージーに、ルチアは椅子の上で膝ひざを抱かかえ、小さくなって言った。

「アリスタの売りさばいてる安い銃を買ってきて、庭からあんたの部屋目がけて撃ったんだよ。そうすればあんたは余所よそに移されるかもって思ったんだ。そこがどこであれ、あたしもついていって、そして大事な時に、あんたの情報をアリスタに漏らしてやろうってね」

　──そこまで、考えていたなんて。

　ロージーはショックで言葉が出なかった。ルチアは発ほつ作さ的に情報を漏らしたのだと思っていた。

　でも、これは計画的だ。

　ロージーにも責任がある。ルチアを信用し、セーフハウスに連れて来たのはロージーなのだ。

　自分と護衛を危険に曝さらし、エミリオたちに酷い迷めい惑わくをかけた。

（でも、それでも）

　ロージーは、嗄かれてしまった喉のどから、声を絞しぼり出した。

「私、あなたを、殺させるなんて、できない。絶対に、いや」

「……なら、出て行く」

「あ……当ては、あるの？」

　ルチアは気け怠だるげに立ち上がった。

「あるかもな。とにかくここにはこれ以上いられない。……母さんの入院費は助かったよ。でも放っておいて」

「出てって……どうするの……」

「復讐に決まってるだろ」

　ルチアは、当たり前のことみたいにそう言った。ロージーと歳もほとんど変わらないような少女の言う台詞せりふじゃなかった。

　部屋を出て行くルチアの小さな背中に、ロージーはどんな言葉もかけられなかった。

（私が、間違ってた）

　ルチアに許して欲しくて彼女を援えん助じよしていたわけではない。単に、彼女が路頭に迷ったり、母親が退院を余よ儀ぎなくされたりするのが嫌いやだっただけだ。でもそれは、ロージーの自己満足だった。

　その自己満足が、ルチアを余計に追い詰つめた。

　仇の汚よごれた金で食っているからこそ、ルチアは復讐でその罪悪感を雪そそぐしかなかった。

　そしてロージーをアリスタに売って、今、また復讐のために出て行くことになったのだ。

　扉とびらが閉とざされ、告げられた時刻が迫せまるまで、ロージーはじっとその場に縮こまっていた。

　後こう悔かいが押し寄せ、自責の念が溢あふれてきたけれど、もう、取り返しはつかなかった。

（……道が、分かれたんだ）

　行く当てについて、ルチアは明言を避さけた。でもロージーにはなんとなくわかった。

　ルチアはロージーの敵、デ・コスタの敵である、アリスタ・ファミリーとの接せつ触しよくを再び試みるつもりかもしれない。

　どのみち、次に出会った時には、ルチアは明確にロージーに敵対するだろう。

　その時までには、少しは約束に向かって前進できているといいと思いながら、ロージーは立ち上がった。

　時計が、二時五十分を指していた。




「よくやったね」

　エミリオはそう言って、ロージーをねぎらった。

　会議室には幹部連中がほぼ全員揃そろっていて、その全員が拍はく手しゆをした。ロージーは、慣れない注目と賞賛に強こわ張ばった表情を浮かべながらも、黙だまって自分の席で立ってそれを受けた。

　エミリオが、パレデスから譲じよう渡とされた賭と場ばの『相談役』として、ロージーを指名したのだ。

　超ちよう高級ホテルとその地下のカジノ──オーナーは書類上はパレデスのままだが、ロージーは、エミリオの代理として、デ・コスタの利益を代表することになる。

　事実上、そこがロージーの縄なわ張ばりとなった。

　当然補ほ佐さはつくものの、ほとんど経験のないロージーがそのような重要な縄張りを与あたえられるのは異例のことで、それでも、異論は出なかった。

　パレデスの一件をあまりに鮮あざやかに解決したことで、ロージーをただの少女と見る者はもういなかった。

　デ・コスタの女──指名を受けた会議室で、そう囁ささやく声が聞こえてきた。
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　いつもと違う、とげとげしい言葉。

「君があちらに寝ね返がえったかと思ったよ」

　窓辺に頰ほお杖づえをつきながらそう言ったのは、長ちよう髪はつの男性、アレックス・リーだ。

　ノアは待ち合わせ場所の一つである安いアパートメントの三階で、テーブルの端はしに腰こし掛かけて相手の背中を見つめた。

「もしそうなら、ここには今いま頃ごろエミリオのヒットマンが来てるかもな」

「君がそうかもね」

「……いい加減にしろ」

「君の頼たのみなんか聞くんじゃなかった」

　アレックスはそう言って、やっとノアの方を振り返った。

　デ・コスタ壊かい滅めつを願う二人は向かい合い、けれど、いつもの気安い雰ふん囲い気きは欠片かけらも存在していなかった。

「話が違ちがう。あんなことに使うなんて！　僕がどれだけ危ない橋を渡わたったと思っているんだ」

　……パレデスの過去について証言した、元山師仲間のことだ。

　仲間の存在には、エミリオも気付いていた。だが、彼は死んだことになっており、エミリオですら見つけられなかった。

　当たり前だ。

　彼は司法取引で別件の重要証人となり、政府の保護を受け、過去を消して生きていた。

　その情報を漏もらしたのは、アレックスだ。ノアの頼みで知人から情報を得たアレックスは、東部でノアが彼と会う段取りを調ととのえた。

　証人はその直後にまた転居させたから保護上は問題ないが、これがばれたらアレックスの首が飛ぶどころではない。

「結果的にアリスタとデ・コスタの抗こう争そうは片が付いた」

「ああ、デ・コスタの勝利でね。そりゃ僕だって、アリスタに勝って欲しかったわけでも、抗争が長引いて欲しかったわけでもないさ。でもね、デ・コスタに肩かた入いれする気はまったくなかったんだ。むしろこれを利用してデ・コスタを逮たい捕ほするチャンスだって──」

「本気で言ってるのか？　アリスタに幾いくら金を積まれたって、署長はデ・コスタを裏切らなかった。計画を実行するのが大事だ。それには、アリスタは余計な要素だろう」

「君はそんなにあの妹が大事なのかい？」

　ロザベラのことを指し摘てきされて、ノアは口を引き結び、沈ちん黙もくした。

「ああ、そうだね、大好きな妹だものね。でもね、そのために道を誤るんじゃない。僕たちは、デ・コスタを壊滅させるためにこれまでやってきたんだ。あの子がデ・コスタの人間として行く手を塞ふさぐなら僕はあの子を排はい除じよする。君は？　君はどうなんだい、ノア」

「ロザベラを敵に回す気はない」

「ノア──」

　ノアはうんざりした様子で手を掲かかげ、アレックスの口を閉じさせた。

「勘かん違ちがいするな。そもそも俺たちの目的はロザベラじゃない。デ・コスタであり、つまりはエミリオだ」

　エミリオは、七年前三兄弟の父が倒たおれた時から、組織の指揮を執とってきた、デ・コスタの象しよう徴ちようだ。デ・コスタの《力》を持つのはダリオとノアだが、エミリオがいなければ、デ・コスタは七年前に分ぶん裂れつしていただろう。

　組織内の問題はあまりに多い。縄張り争い、デ・コスタ家による支配への反発、若手とベテランの対立。

　エミリオがいるから、今もかろうじて組織としてまとまっているのだ。

「エミリオの弱みを見つけた」

　だから、ノアの言葉に、アレックスはさすがに注意を引かれたようだった。

「……どんな？」

「やつは以前、ダリオのへまの尻しり拭ぬぐいをするために幹部を犠ぎ牲せいにした。俺はその幹部自身が何らかの理由でエミリオと反目でもしたのかと思ったが、どうやら違うらしい。やつは単にダリオを助けたかっただけだ。普ふ段だん自分に突つっかかってくるダリオをだ」

「……そりゃ、組織としてまとまるために、まずは家族としての結びつきを優先させたんじゃないかい？　ダリオは《力》を持っている。重要な手て駒ごまになりうるだろう」

「それだけじゃない。やつは俺とダリオを争わせて、ロザベラの結けつ婚こん相手を決めようとした。やつは俺がそれを断ると知っていた。妹だからな。だが、ダリオは？　ダリオなら、単純に喜んでロザベラと婚約したはずだ」

　アレックスは、慎しん重ちように反論した。

「だが、ダリオの場合にも、理由をつけて婚約を解消させる気だったのかもしれないだろう」

「違う──いいか、エミリオは最初からロザベラを娶めとる気がない。ダリオがロザベラにちょっかいをかけていることはやつも知っている。やつがロザベラを欲しいなら、ダリオに実力行使に出られる前に、婚約を決めるべきなんだ。だが、今でもやつはロザベラの結婚相手を決めていない。やつなら、周りに何の文句も言わせず結婚できるのにだ。やつはダリオにロザベラを娶らせたいんだ。だから、ダリオがロザベラに近づくのを黙もく認にんしてる。ダリオがロザベラを娶る正式な理由を作ってやったんだ」

　アレックスも、にわかには信じがたく、答えに窮きゆうしている。

　ようやく確かく認にんするように、呟つぶやいた。

「でも、どうしてだ？　彼は、何故なぜ自分でロザベラを娶らない？」

「自分に《力》がないからかもしれないし、純じゆん粋すいにダリオにより大きな力を与えたいからかもしれない。とにかく、やつにとってダリオは本当に大事な相手なんだ。口でなんと言っても、ダリオがどれだけバカをやって、突っかかってきても、やつはダリオを切らない。やつが窮地に陥おちいれば手を差し伸のべる。幹部殺しがその証しよう拠こだ。ダリオが、エミリオの弱みなんだ」

「だが、弟だというのなら、君だって──」

　鼻で笑ってノアはそれを否定した。

「俺は母親が違う。考えてみろ。エミリオは長男だったが《力》がなかった。やつが六つかそこらで、俺がどこかから連れて来られた。俺の母は当時入院していたから、やつには本当に突とつ然ぜんのことだっただろう。エミリオはどう思ったと思う？　自分に《力》がないから、《力》を持つ俺が連れて来られたと思ったんだ。実際、マリアはエミリオを産んだことを責められていたしな。それからダリオが生まれて、《力》を持っていることがわかった──エミリオからしたら、今度こそ同じ母親マリアから生まれた息子むすこだ。可愛かわいかったんだよ、俺とは違って」

　アレックスは顔をしかめて話を最後まで聞いてから、感想らしきものを呟いた。

「それは……また、なんとも濃のう密みつな家族関係だね」

「これがデ・コスタなんだ、アレックス。これが、やつの弱みだ」

　外は風が強かった。街路樹を揺ゆらす風が窓の隙すき間まからも吹ふき込んでくる。それを気にも留めず、アレックスを強い視線で見つめ続け、ノアは言い切った。

「ダリオを嵌はめるんだ。それでエミリオを破は滅めつさせられる」

　びゅう、と一ひと際きわ強い風が窓ガラスを叩たたき、雨あま粒つぶが、空から降ってきた。




　……大おお粒つぶの雨が、屋根を叩く。

　秘密の会談を終えたアレックスは、車を走らせ、わざと何度か回り道をして尾び行こうがないことを確認してから、中産階級向けのアパートメントの前に、車を停とめた。

　車を降りて、雨に濡ぬれながらアパートメントの入り口に駆かけ込む。ドアマンが扉とびらを開け、彼に愛あい想そ良く声を掛かける。

　挨あい拶さつを返し、アレックスはエレベーターに乗り込んでボタンを押した。

　他ほかに誰だれもいないエレベーターの中で、極力事務的に自分の感情も処理してしまおうとするが、どうしても想おもいが漏れる。

「……『妹』、なんてね」

　苛いら立だちを感じながら、吐はき捨てるように、呟いた。

「妬やけるじゃないか。いっそ、知ってる限りのことを君にぶちまけてやりたい気分だよ、ノア」

　その直後、軽かろやかな音を立てて扉が開き、彼は怒いかりを引っ込め、僅わずかな笑えみを口元に浮うかべる。最初は不自然だった笑みが、廊ろう下かを歩くにつれて自然なものになっていき、一枚の扉の前に立った時には、完かん璧ぺきな微笑ほほえみになっていた。

　解かい錠じようして扉を開け、雨で濡れたコートを玄げん関かんのコート掛けに掛ける。絨じゆう毯たんの上をゆっくりと歩いて食堂の扉を開けると、花の甘い香かおりがむっと漂ただよってきた。

　食堂は、テーブルも、出窓も、主あるじの育てた花で溢あふれていた。

「まあ、今日は帰って来たのね。よかった、すぐに用意するわね」

　すらりとした黒くろ髪かみの女が、杖つえを突きながらアレックスを出で迎むかえる。アレックスは挨拶のキスを頰ほおにすると、彼女の身体からだを支えて椅い子すに座らせて、今日一番の笑みを向けた。

「いいんですよ、自分でやりますから」

「まあ、あなたほとんど帰らないから食器の場所もわからないじゃない」

　女は朗ほがらかに笑った。白い肌はだに黒髪の、四十代くらいの上品そうな女だった。

　アレックスは困った様子で小首を傾かしげて部屋を見回した。

「まあ、なんとかなりますよ。いいから座っていてください」

「じゃあ一いつ緒しよに食べましょう、待っているわ。あなたがお皿を見つけられるまでね」

　女の前には細い蔦つた模様の揃そろいの食器が並んでいる。メインディッシュのローストビーフは、すでにテーブルの真ん中にどっしりと腰こしを据すえている。

　蔦模様の食器が置かれている場所を思い出しながら、アレックスは広々とした台所に入った。

「ねえ、あの子はいつ来るの？」

　食器を探すアレックスに、女は食堂から語りかけた。

「あなたと違って、一度も来てくれないわ。ねえ……」

「あの子、ですか」

　答えをわかっていながら、アレックスはそう聞き返す。

　女は、そうよ、とよく通る声で答えた。

「ノアは、いつ来てくれるの？」

「…………」

　アレックスは食堂に戻もどって、見つけた蔦模様の入った皿をテーブルに並べた。

「スープを注ぎますから、もう少し待っていてくださいね」

　微笑むアレックスを、女は嬉うれしそうに見つめていた。
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　前日から降り始めた雨は、昼を過ぎた頃ころには小降りになった。

　リフト・ホテルの支配人との面談は終わり、ロージーはホテルの広大な中庭を、有名な建築家がデザインしたラウンジから眺ながめていた。

　中庭には噴ふん水すいがあって、半はん裸らの女め神がみ像の周囲に水のベールを作っている。幾き何か学がく模様に刈かり込まれた灌かん木ぼくと芝しば生ふ、まだ春には早いというのに咲さき乱れる花々。

　ウェストエンドの冬は、びっくりするくらい暖かい。

　過ごしやすい冬を求めて、多くの人がウェストエンドにやってくる。何しろこの都市には、禁酒法下の現代においても、人を楽しませるもので溢れている。

　そして、彼らはこういったホテルで金を落としていく。

　ロージーは従業員名めい簿ぼのどこにも名前はないけれど、このホテルの、というか、カジノの『相談役』だ。ホテルとデ・コスタの間を調整する、重要な役職を任されたのだ。

　その時、どさりとロージーの隣となりに腰を下ろした人物がいた。

「ロザベラ。もう終わったのか？」

　ソファに深々と身をもたれさせて、そう尋たずねてくるのは、ダリオだ。

　ロージーは驚おどろいて目を瞠みはり、それを見たダリオも、ぎょっとしたように一いつ瞬しゆん身を引いた。

「あっ、そうか、あれか、まだ怒おこってんのか、俺が言ったこと……」

　セーフハウスでの喧けん嘩かのことだ。

　ロージーは、慌あわてて首を横に振ふった。

「ううん、いいの。私があんなふうに怒ってしまったの、図星だったからかもしれないって、思うし。ダリオが言った通り、楽しんでた……っていうところも、あるかもしれないから」

　罪深いことだと恐おそれてはいたが、同時に、気分が高こう揚ようしていたようにも思う。計画を立て、手順を踏ふみ、絶対に罠わなにかからないはずの相手を嵌めることに、たぶん、興奮していた。

「だから、私こそ、ごめん。あと、その、今、びっくりしたのは、ダリオが私のこと、まだ怒ってるって思ってたから……」

「んなわけねーだろ。っていうかもう忘れかけて……いや、まあいいや。あー、あのさ、ロザベラ」

「？」

「おまえさ、自分が人生楽しむってことに、すげー罪悪感持ってねえ？　自分は犯罪組織の人間で、その金で飯食ってドレス着てるんだって」

　……違ちがうとは言えなかった。

　ルチアが罪悪感に押し潰つぶされていたのと同じように、ロージーだって、自分の食べるものに、着るものに、罪の意識を抱いだいて暮らしていた。法を犯おかして得た金で生きているのだと思っていた。

「自分は犯罪に関かかわって生きてるんだとか、ろくな死に方できねえんだとか、そういうふうに考えるのはいいよ。それは単に覚かく悟ごしてるってだけだ。でもよ、生きることを楽しまないってのは、もったいねえっていうか、完璧に『無む駄だ』なんだよ。何にも生まない。俺はそう思う」

　ダリオは、頭の後ろで手を組み、率そつ直ちよくに語った。

「楽しむってのは、悪いことじゃない。どんなものでも、楽しむのは重要だ。俺は、ロザベラがあのじいさんを嵌めた時に楽しんでるって感じて、それが凄すごく嬉しかったんだ。なあ、楽しもうぜ。そうでなけりゃ、こうまでして生きてる意味がねえよ」

「…………」

　それは、ロージーには、まったく思いもしない話、十六年間デ・コスタで生きてきたダリオだからこその言葉だった。

「……でも、私、やっぱり気になるよ。恨うらまれてるのに楽しむなんて許されないと思う」

「ロザベラは、誰からも許されてなきゃ、生きていけねーの」

　意味がわからなくて見返すと、ダリオは真しん剣けんな顔でロージーを見ていた。

「それ、すげー傲ごう慢まんなことじゃね？　生きてる限り、恨みを買うことはあるもんさ。それでも、俺も、おまえも、生きてんだよ。なら楽しむべきじゃね？」

「…………」

　これまで、ロージーはできるだけ迷めい惑わくをかけないよう、恨まれないよう生きてきた。

　けれど、ロージーを嫌きらう人間は当然いた。

　積極的に恨みを買いたいわけではないけれど、我が慢まんするよりも戦うことを選んだ以上、今後は恨まれることも増えるだろう。

　それでも生きることを楽しむというダリオは、たぶん間ま違ちがってはいない。

（そうか、ダリオは楽しんでるんだ。だから、こんなふうに、笑えるんだ）

　ダリオには迷いがない。機き嫌げんが良ければ笑い、悪ければ怒って、わかりやすすぎるくらいだ。

　それに対して、自分はどうだろう。

　楽しんでる、なんて指し摘てきされただけで怒って、ダリオを追い返してしまった。あの時追い返さなければ、セーフハウスでアリスタ・ファミリーを迎むかえ撃うてたかもしれないのに。

（ダメだなあ）

　そう、思ってしまう。

「……私が組織フアミリーを変えるなんて、無理だったのかな」

「あ？」

「え？」

　自分が口に出したことを意識していなかったロージーは、ダリオに聞き返されて、ようやく、失敗に気付いた。

（口に、出して、言ってた！）

　組織を変えるなんて危険発言、ダリオの前でやらかしてしまった！

（えっ、どうしよう、どうしたら忘れてくれるの！）

「ファミリー、変えたいのか？」

　しかし、誤ご魔ま化かしようもないくらいしっかり聞こえていたらしく、ダリオはそう確かく認にんしてくる。ロージーは答えようがなくて、ただダリオの顔を、呆ぼう然ぜんと見上げていた。

「……俺さ、ロザベラがエミリオを撲ぶった時、すげーひやっとしたけど、見直したんだぜ」

　急にダリオは、そんなことを話し出した。

「なんつーのかな、懐なつかしい感じがしたんだ」

　そう言って、本当に懐かしむみたいに、遠くの方を見た。

　彼の視線の先では、親に連れて来られたらしい身なりの良い兄弟が、じゃれ合っている。

「俺も、昔は家族フアミリーを変えたいって思ってたからさ」

　今日のダリオは、なんだか、おかしい。考えもしなかった言葉が、ぽんぽんと出て来る。

　ダリオはぽりぽりと頭を搔かいて、少し照れくさそうに語った。

「うちさ、本当家族仲悪いだろ。昔は、本気で変わって欲しいって思ってたんだ。小せえ頃って、エミリオとノアはぎすぎすしていたし、親父おやじは怖こわいだけだし、お袋ふくろはやっぱりなんか違ってたし。勿もち論ろん、本当にガキの頃さ。でもまあ、結局無駄だってわかったんだけどさ」

「……ダリオが、そんなこと、思ってたの？」

「ああ。まー、普ふ通つうの家じゃないってのはわかってたけど、それでもなんか、悔くやしくてさ」

　ロージーは、自分とダリオには何一つ共通点なんかないんだと思っていた。

　でも、一つだけかもしれないけれど、あったのだ。

　ダリオが言っているファミリーは『家族』のことで、ロージーが言っているファミリーは『組織』のことだけど。

「それに、無理ってこともねえんじゃね？　いや、だってさ、その──俺、変わったと思うし。ロザベラと会ってから」

　ダリオはちょっと、気き恥はずかしげな顔をした。

　ロージーには、ダリオは出会った頃から変わらず我が儘ままで、気まぐれで、乱暴者のように思える。

「……そんなに、変わった？」

「うーん……」

　確認したら、そんなふうに唸うなってしまうくらい、ダリオにだってわかってない。

（でも、考えてみたら、変わった、って言ってくれるくらい、ダリオは私を気き遣づかってくれてるんだ。そういうのは、出会った頃ころには考えられなかった）

　プレゼントを一方的に押しつけて、それをロージーが喜ばなかったら怒り散らして実力行使に出た過去のダリオから、ロージーのために頭を捻ひねっている今のダリオの姿は、あまり想像できない。

（……本当に、変わったのかも。私がダリオに、昔の自分を思い出させたから……）

　変わるわけがないと思っていたものが変わっていく。

　本当にびっくりするけれど、でも、そんなことって本当にあるのだ。

「……私が、ダリオを、変えたの？」

　そう確認すると、ダリオはぱっと笑え顔がおになって、大きな動作で腕うでを広げた。

「そうさ！　な、ロザベラはすげーんだよ。だから、笑えよ──今日はおまえにとって、良い日だったろ？　幹部への道を切り開いたんだからな！」

　ロージーは、圧あつ倒とうされて彼を見ていた。母親の笑顔を求める子どもみたいに、彼は本気で、真面目まじめに、ロージーに笑ってもらいたがっている。そのうちに、ロージーはなんだかおかしくなってきた。思わず、ふふ、と笑うと、ダリオはいっそう、嬉うれしそうに言った。

「ほら！　おまえは、泣いてたって魅み力りよく的だけどよ、やっぱり笑った顔がとびきり可愛かわいいんだ」

　ダリオが大きな声を出すものだから、周りの視線が気になって、でも、やっぱりそんなふうにおどおどしてる自分もおかしくて、ロージーは、また笑ってしまった。
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　そこに居合わせたのは、偶ぐう然ぜんだった。

　ノアは、密造酒の大口の取引のために、ホテルを訪おとずれていた。仕事が済み、別の約束のためにホテルを出ようとしていた時、ラウンジでダリオとロザベラを見かけた。

　眉まゆを顰ひそめ、ロザベラがダリオをあしらいかねているようなら声をかけようと、近づいたところで、声が聞こえてきた。

　ロザベラの笑い声だ。

　ダリオが何かおかしなことを言って、笑わせているらしい。お調子者め、と心の中で毒づいた時、ロザベラの笑顔が目に入った。

　愛らしい頰ほおを緩ゆるめ、目を思い切り細めて、彼女は笑っていた。

　時々見せる、控ひかえめな微笑ほほえみとは違う。

　ロザベラが見せるとも思えなかった、年相応の笑顔だ。

（ロージー）

　その瞬しゆん間かん、ノアの胸が、えぐられるように痛んだ。

　あの婚こん約やくの拒きよ否ひ以来、ロザベラとはまともに話していないから、最後に彼に向けられた彼女の顔は、泣きそうな、呆然とした表情を浮うかべたものだった。

　勿論泣かせたくてあんな態度をとったわけではない。

　あそこで婚約してしまえば、ロザベラは二度とエミリオらに煩わずらわされることもないとは考えた。

　だが、できなかった。

　ノアにとって、ロザベラは大事すぎたのだ。

　形だけでも、一線を越こえたくなかった。

　越えれば、獣けものと同じだ。

　ロザベラを守るという目的のために口づけ、彼女を傷つければ、興味本位でロザベラに近づこうとしたダリオや、ただ子を産む道具としてロザベラを求めたエミリオと、同類になってしまう気がした。

　ロザベラへの、妹への思いが汚けがされそうで、嫌いやだった。

　だから、婚約しなかった。

　小さな、弱々しい妹。

　だが、あの時自分が泣かしかけた彼女を、今はダリオが笑わせている。

　兄の自分が絶対に越えられない一線を、従兄いとこのダリオは意識もしない。

（妹……？）

　ナイフで胸をえぐられ続けるような痛みだった。

　傷から、どす黒い感情が顔を出す。

　その感情が何か悟さとった瞬間、ノアはロザベラに背を向けてホテルのエントランスに向かって歩き出した。直前にロザベラが気付いたらしくノアに何か声をかけたが、ノアは立ち止まりも振ふり返りもしなかった。

　今ここにいてはいけない、これ以上この感情を暴れさせてはいけない、と思った。

　なぜなら、それは嫉しつ妬とだったから。

　追いすがる声なんか、聞くべきじゃない。

「ノア」

　躊躇ためらいがちな、それでも、確かに彼を呼ぶ声。

　尽つきない信しん頼らいと、愛を感じさせる声。

　回かい転てん扉とびらを開けて外に出る直前に追いついて、ロザベラは無む理り矢や理り一いつ緒しよに扉を開けて外に出た。

　驚おどろいたノアは振り向いて、視線が合った彼女は、恥はずかしそうに、そしてまた泣きそうに、顔を歪ゆがめてしまった。

「そんなに、」

　ノアは反射的に彼女の頰に手を伸のばし、触ふれながら言った。

「ダリオがいいのか？」

　ロザベラは驚いたように目を見開いて、いっそう泣きそうになって、彼を見上げる。

「ど、どうしてそんなこと言うの？」

　は、とノアは短く息を吐はき出す。

　感情の制せい御ぎよには慣れているはずなのに、想おもいを堪こらえきれない。

「あいつに頼たよるなと言っただろう。おまえは……俺の、妹だろう」

「そう……だけど」

　ロザベラは肩かたを落として俯うつむいてしまう。

　エミリオを撲ぶった時の強さも、ダリオの前で見せていた明るさも、今はない。

　自分の前以外で彼女が見せる表情の変化が、ノアにはとても、遠く感じられる。出会ってまだ僅わずかしか経たっていないのに、彼女は変わり続けていて、自分の庇ひ護ご下から離はなれていくように感じられる。

　自分がやっている裏切りを思えば、いつか、そういう時が来るかもしれないとは思ってきた。

　けれど、それが最初に考えていたよりもずっと早いように思えて、ノアは焦あせりさえ感じていた。

　変わっていく彼女は、美しくて、眩まぶしくて、見つめていると無む性しように悲しくなる。

「……ノアは、私が妹だから、私を大切にしてくれるんだよね」

「当たり前だろう」

　ノアはロザベラの言葉を即そく座ざに肯こう定ていする。

　けれど、ロザベラは悲しそうな顔をノアに向けた。

「もしも妹じゃなかったら、ノアは私を愛してくれないの？」

　どうして、彼女がそんなにも悲しそうな顔をするのかわからない。

　妹だから愛している。当たり前のことだ。

「そんな仮定が必要なのか？」

　思わずノアはそう言った。

　ロザベラは悲しそうというよりは泣き顔になってしまう。

　潤うるんだその目を見つめて、ノアは自分に言い聞かせる。

　そう、妹だからだ。

　だから、こんなにも、彼女の泣き顔が、濡ぬれた目が、胸をえぐる。

　痛みを無視して、ノアはロザベラを置いて通りに出た。




　ダリオが少し不満そうに、回転扉の向こうで彼らを見ていた。







　あとがき







　こんにちは、喜多みどりです。

『デ・コスタ家の優雅な獣けだもの』、おかげさまで第二巻発売となりました。これも一巻をお買い上げ、応おう援えんしてくださった皆みな様さまのおかげです。ありがとうございます！　この巻から初めて手に取ったよーという方も、一巻と合わせてよろしくお願いします。

　前巻ではアンケートへのご協力もありがとうございました。キャラクターではノアが一番人気だったみたいです。結構わかりにくい人だと思っていたので意外ですが、考えてみたらこのシリーズは陰かげのあるキャラか素す直なおじゃないキャラばっかりでした（ダリオを除く）。性格的に受け入れてもらえるか不安だったロージーも二番手だったのでホッとしました。

　一、二巻を書くにあたっては、毎週暗黒街ものの映画を見てテンションを上げる、ということをしていましたが、今回は担当編集者の安井女史から教えていただいた「ミラーズ・クロッシング」が見事にツボに入りました。皆みなさんも何かおすすめ作品あったら教えてくださいね！

　というわけで、安井女史、今回も的確なご助言と優やさしい気配りをありがとうございました。そして、私の文章以上に色気と世界観が伝わるイラストを描えがいてくださったカズアキ先生、このたびもありがとうございます！　皆様にも、また、三巻（今冬発売予定）でお目にかかれますように。





喜多みどり　　


















イラスト／カズアキ










デ・コスタ家けの優ゆう雅がな獣けだもの２








喜き多たみどり
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